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特記事項特記事項特記事項特記事項
本書の情報は、予告なしに変更される場合があります。このマニュアルで例として使用されている企業、

名称、および日付は、特に注釈がない限り、架空のものです。本書のいかなる部分も、Tivoli Systems Inc. の
事前の書面による許可がない限り、いかなる形式または手段 (電子的にも機械的にも) であっても、いかなる
目的においても、複製または送信することはできません。

商標商標商標商標
Tivoli Systems Inc.、Tivoli Systems ロゴ、Tivoli Business Systems Manager、および Tivoli Business Systems Manager
製品は、Tivoli Systems Inc. の登録商標または商標です。

AIX および MVS は、IBM Corporation の商標です。

UNIX は、The Open Group がライセンスしている米国およびその他の国における商標です。

Windows、Windows NT、および Windows 95 は Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標で
す。

他の会社名、製品名およびサービス名等はそれぞれ各社の商標または登録商標です。
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はじめにはじめにはじめにはじめに

Tivoli Business Systems Manager は Tivoli Systems Inc. のシステム管理ソフトウェアです。Tivoli
Business Systems Manager を使用することにより、お客さまのデータ・エンタープライズ内のすべ
てのシステム、サブシステム、アプリケーション、およびその他の技術リソースの状況をモニタ

ーすることができます。また、Tivoli Business Systems Manager は、アプリケーション、リソース、
およびサブシステムをオブジェクトとして定義し、それらのオブジェクトのカスタマイズしたビ

ューを作成して、お客さまにとって重要なオブジェクトだけをモニターすることができます。

Tivoli Business Systems Manager のイベント管理機能は、アプリケーションおよびシステムの使用可
能性を脅かすシステムの問題を判別し、トラブルシューティングするために役立ちます。Tivoli
Business Systems Manager には、この他にも多くの機能が含まれています。それらについては、本
書の後の部分で説明します。

Tivoli Business Systems Manager 文書について文書について文書について文書について

Tivoli Business Systems Manager 文書には、「ユーザー・ガイド」、「アドミニストレーション・ガ
イド」、Microsoft� Windows� オンライン・ヘルプ、その他のオンライン文書があります。「Tivoli
Business Systems Manager ユーザー・ガイド」は、入門書であり、初心者ユーザー向けに、この製
品のすべてのコマンドおよび機能を説明しています。「アドミニストレーション・ガイド」には、

Tivoli Business Systems Manager、その各種コンポーネント、および稼働環境の管理に関する情報が
記載されています。オンライン・ヘルプは、Tivoli Business Systems Manager ワークステーションで
使用することができ、各コマンドについての説明が記載されています。また、コンテキストに依

存したヘルプも用意されています。Tivoli Business Systems Manager アプリケーション内の区域をク
リックして、その項目に関する追加情報を入手することができます。Tivoli Business Systems
Manager 文書では、ユーザーが指定環境における操作に必要な基本スキルをよく理解していること
を想定しています。
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表記規則表記規則表記規則表記規則

情報の検索や解釈を容易にするために、本書では一貫性のある視覚的合図と標準キーを組み合わ

せた形式を使用しています。次の表で、これらの規則について説明します。

字体字体字体字体 用途用途用途用途

太字太字太字太字 コマンドおよびその後に続くスイッチ。コマンドとそのスイッチ

は、表記されたとおりに入力しなければなりません。太字体は、

メニュー、ダイアログ・ボックス、ウィンドウ名、コマンド、リ

スト、ボタン、その他の名前を表すためにも使用されます。

イタリック ユーザーが入力する必要のある情報の代わりに使用されるプレー

スホルダー。イタリック体は、その用語が新規用語であることを

示すためにも使用されます。イタリックで示された用語の前また

は後に、その説明があります。

すべて大文字 コンピューター、プリンター、ディレクトリー、およびファイル

の名前。
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概要概要概要概要

Tivoli Business Systems Manager  は、エンタープライズとそのリソース、アプリケーション、およ
びサブシステムの可用性を高めるために、それらの状況のモニターとイベント管理を行うシステ

ム管理アプリケーションです。現在、Tivoli Business Systems Manager は、さまざまなソースから
MVS�   環境内で、MVS マスター・コンソール、サブシステム・パフォーマンス・モニター、お
よびサブシステム自体などの、さまざなソースから情報を収集します。Tivoli Business Systems
Manager が収集する情報によって、タスクがスケジュールどおりに実行されているかどうか、ある
いはリソース使用率のしきい値を超えていないかどうかがシステムに通知されます。Tivoli
Business Systems Manager ワークステーションは、これらの情報すべてを、明瞭簡潔な使いやすい
形で収集、保管、および表示します。Tivoli Business Systems Manager ワークステーションは
Microsoft� Windows NT� 環境で稼働します。本書では、このワークステーションの操作のほかに、
全般的なインターフェース、コマンド、およびトラブルシューティングと問題解決の実施方法に

ついて説明します。
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オブジェクトおよびエンタープライズオブジェクトおよびエンタープライズオブジェクトおよびエンタープライズオブジェクトおよびエンタープライズ・アウトライナー・アウトライナー・アウトライナー・アウトライナー

アプリケーション、サブシステム、および技術リソースは、Tivoli Business Systems Manager 内のオ
ブジェクト にマップされます。登録は、モニターを行うためにオブジェクトを Tivoli Business
Systems Manager に認識させる行為です。Tivoli Business Systems Manager に対して定義されている
オブジェクトは、登録済み オブジェクトとも呼びます (付録 A の中の表に、現在定義されている
すべての Tivoli Business Systems Manager オブジェクト・タイプが示されています)。登録オブジェ
クトは、オブジェクト名とオブジェクト・タイプを持ち、Tivoli Business Systems Manager リポジト
リーに入れられます。登録オブジェクトは、Tivoli Business Systems Manager がアクティブに可用性
をモニターしているアプリケーション、サブシステム、およびリソースを表します。登録オブジ

ェクトには、属性およびスケジュール・フィルターや例外などの他のデータへのリンクも含まれ

ます。オブジェクトは Tivoli Business Systems Manager ワークステーションではアイコンで図形表
示され、階層ツリー・ビューに配置されます。オブジェクトを表すアイコンをダブルクリックす

ると、詳しいオブジェクト属性情報をすぐに表示することができます。

Tivoli Business
Systems Manager
は、システム、サ

ブシステム、アプ

リケーション、お

よびリソースを

表すオブジェク

トを、アイコンで

表示しています。
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Tivoli Business Systems Manager は多数の異なる階層ビューを保管することができます。1 つの階層
ツリー・ビューには、エンタープライズ内のすべての登録オブジェクトが含まれます。このビュ

ーをエンタープライズ・アウトライナー あるいは「アウトライナー」と呼びます。エンタープラ
イズ・アウトライナーはエンタープライズに固有のものであり、そのエンタープライズ内の各登

録オブジェクトの図形表現 (アイコン) を含みます。エンタープライズ・アウトライナーは、ビジ
ネス・エンタープライズ・コンテナー (BUSC) にも入ります。エンタープライズ・アウトライナー・
ビューは、実際にはエンタープライズの物理モデルを表すもので、ユーザーがビューを作成する

ための基本オブジェクト・コレクションです。エンタープライズ・アウトライナーとそのオブジ

ェクトの作成、変更、および管理は、一連のルールによって規制されます。このルール・セット

は、エンタープライズのシステム、サブシステム、およびリソースという物理的および論理的格

納特性を基礎としています。
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次の図は、Tivoli Business Systems Manager 内のオブジェクトの階層表現を示しています。

エンタープライズ内で公示されている格納特性に基づくルール・セットにより、オブジェクトと、ツリー内

でのオブジェクトの位置が保守されます。

 
注注注注: アウトライナーにおけるオブジェクトの相対的位置付けによって、異なるタイプのオブジェク
ト間に親子関係が存在する場合があります。オブジェクトを説明する場合には、あるタイプのオ

ブジェクトについて、子オブジェクト または子 を持つと言います。たとえば、CICS オブジェク
トは、その CICS の子として複数のトランザクション、ファイル、LU、および DB 接続を持つこ
とがあります。
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可用性のモニター可用性のモニター可用性のモニター可用性のモニター
Tivoli Business Systems Manager はオブジェクトをモニターし、可用性を反映する状態変更またはパ
フォーマンス特性を調べます。1 つ以上のオブジェクトの可用性が脅かされると、Tivoli Business
Systems Manager は、リソースまたはサブシステムのオブジェクト・アイコンに、状態の重大度を
表すアラート・アイコンをオーバーレイまたは「タグ付け」して、ユーザーに警告します。

CICS オブジェクトへのクリティカル・アラートの「タグ付け」

アラート・アイコン オブジェクト・アイコン アラート・タグの付いた

オブジェクト・アイコン



Tivoli Business Systems Manager User Guide      11

アラートの通知とイベントの管理は、Tivoli Business Systems Manager の基本タスクの 1 つです。ア
ウトライナーまたはその他のビューを監視することにより、システム、サブシステム、またはリ

ソースが使用可能であるか、またそれらが正しく実行されているかどうかを知ることができます。

注注注注: エンタープライズ・アウトライナーに含まれているオブジェクトは、Tivoli Business Systems
Manager アドミニストレーターだけが保守するようにしてください。ユーザーはエンタープライ
ズ・アウトライナーのオブジェクトを表示することができ、それによって状況およびモニター結

果が反映されますが、ユーザーにとって重要で関心のある特定のオブジェクトだけをモニターす

ることになります。

警告アラート

クリティカ

ル・アラート
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ラインラインラインライン・オブ・オブ・オブ・オブ・ビジネスのビュー・ビジネスのビュー・ビジネスのビュー・ビジネスのビュー

あるユーザーまたはユーザー・グループにとって関心のあるオブジェクトを組み合わせて表示し、

ライン・オブ・ビジネスのビュー と呼ばれるコレクションとしてモニターすることができます。
ライン・オブ・ビジネスのビューは、階層ツリー・ビューを使用してオブジェクトを表示します。

これらのオブジェクトには、その中に含まれているそれぞれの登録オブジェクトのアイコンが含

まれます。ライン・オブ・ビジネスのビュー (LOB ビューとも呼ばれます) を作成し、保管してお
いて、後でアクセスすることができます。それぞれが異なる階層の LOB ビューを含む、複数のウ
ィンドウをオープンすることができます。さまざまなオブジェクトとそれらの各種の関係を、1 つ
の物理ワークステーションでモニターすることができます。

これらの LOB ビューは、以下のような実際のライン・オブ・ビジネスに基づいて作成することが
できます。

� アプリケーションまたはアプリケーションのセット

� 部門

� 縦割りの責任区域

� 地域

LOB ビューの例を次に示します。

� 資産および損害 (ライン・オブ・ビジネス)

� 健康保険の支払い請求、保険証書の一覧、注文記入、利用者窓口 (アプリケーション)

� 人員 (部門)

� DASD 管理 (縦割りの責任領域)

� 極東地域の事業運営 (地域)

ライン・オブ・ビジネスのビューを使用すると、モニターしたいオブジェクトを論理的に編成す

ることができます。たとえば、ある会社の健康保険の支払い請求 (Health Claims) 処理システムを
モニターする場合、以下の作業を行ってライン・オブ・ビジネスのビューを構成します。

1. 健康保険の支払い請求処理システムを構成するさまざまなアプリケーション、リソース、およ
びサブシステムを識別します。

 
2. それらの項目が Tivoli Business Systems Manager における登録オブジェクトであることを検証
します。登録されていない場合には、Tivoli Business Systems Manager アドミニストレーターに
登録を依頼します。

 
3. 「Health Claims」というライン・オブ・ビジネスのビューを作成します。
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4. 識別されたオブジェクトを、新しく作成されたライン・オブ・ビジネスのビューにリンクしま
す。

  

注注注注: 上記の作業は、ライン・オブ・ビジネスのビューを作成するために必要な特権をユーザーが与
えられていることを想定しています。ライン・オブ・ビジネスのビューの作成は、一般に、Tivoli
Business Systems Manager アドミニストレーターだけが行えるように制限されています。

「Health Claims」ライン・オブ・ビジネスのビュー

重要な情報をモニターするためにライン・オブ・ビジネスのビューを使用するという概念は、Tivoli
Business Systems Manager の強力で重要な機能です。これにより、さまざまな関心およびスキル・
レベルを持つユーザーが、自分にとって重要なオブジェクトの、独自にカスタマイズされたビュ

ーを使用できるようになります。

「Health Claims」
システムをモニタ

ーするために作成

されたライン・オ

ブ・ビジネスのビ

ュー

この LOB ビュー
には、「Health
Claims」システム
の一部として定

義されたリソー

スおよびサブシ

ステムが表示さ

れます。
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Tivoli Business Systems Manager ワークスペースワークスペースワークスペースワークスペース

Tivoli Business Systems Manager の開始の開始の開始の開始

Tivoli Business Systems Manager ワークステーションは、Microsoft� Windows NT� で稼働します。
Tivoli Business Systems Manager ワークステーションを開始するには、次の図に示されている「Tivoli
Systems Inc」というプログラム・グループをオープンしてください。

「Tivoli Systems Inc」プログラム・グループ

Tivoli Business Systems Manager アプリケーションを開始するには、「Tivoli Systems Inc.」プログ
ラム・グループに入っている「Tivoli Business Systems Manager」アイコンをダブルクリックしま
す。「User Name」と「Password」の入力を求めるウィンドウが表示されます。Tivoli Business Systems
Manager にログオンするためのユーザー名とパスワードを入力します。

Tivoli Business Systems Manager を開始す
るには、このアイコンをダブルクリック

します。

最新リリースに関する情報を表示す

るためには、

 このアイコンをダブルクリックしま
す。

ログイン許可を判別するためのソース

ID。

Tivoli Business Systems
Manager にログオンするた
めには、「User Name」と
「Password」をここに入力
します。
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Tivoli Business Systems Manager の画面に表示される内容の画面に表示される内容の画面に表示される内容の画面に表示される内容

このセクションでは、Tivoli Business Systems Manager 画面の主要な要素について概説します。たと
えば、Tivoli Business Systems Manager ワークスペースで表示されるメニュー、ツールバー、ステー
タス・バーおよびコンポーネントについて説明します。次の図は、Tivoli Business Systems Manager
画面の各パーツを表しています。

ツールバー上のボタンをクリッ

クすると、コマンドを素早く選

択することができます。

ステータス・バーには、アクティブ・オブジ

ェクトまたは強調表示されたコマンドに関

する情報が表示されます。

ライン・オブ・

ビジネスまた

はエンタープ

ライズ・アウト

ライナーに含

まれている可

能性のある他

のオブジェク

トを表示する

には、スクロー

ル・バーを使用

します。

マウスを使用してコマンドを選

択 (強調表示) してください。
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ツールバーツールバーツールバーツールバー

ツールバーには、共通して使用されるタスク用のボタンとコマンドが含まれています。Tivoli
Business Systems Manager を最初に開始したときには、メニュー・バーの下方に標準ツールバーが
表示されます。標準ツールバーには、共通ファイル・メニューおよび「Cut」、「Copy」、およ
び「Paste」コマンドが含まれています。

ツールバーの表示または隠蔽ツールバーの表示または隠蔽ツールバーの表示または隠蔽ツールバーの表示または隠蔽

ツールバーは表示したり隠したりすることができます。Tivoli Business Systems Manager を開始する
と、デフォルトによりツールバーが表示されます。「View」メニューをオープンして「Toolbar」
を選択すると、ツールバーを隠すことができます。現在、Tivoli Business Systems Manager は標準ツ
ールバーだけをサポートしています。
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ツールバーの移動およびサイズ変更ツールバーの移動およびサイズ変更ツールバーの移動およびサイズ変更ツールバーの移動およびサイズ変更

標準ツールバーは通常、メニュー・バーのすぐ下に「固定」されています。ツールバーを小さな

ウィンドウのように画面上に「浮動」させて表示することもできます。ツールバーは、ドラッグ

するだけで配置変更することができます。

固定されたツールバーを浮動させて希望する位置まで移動することも、メニュー・バーの下方に

固定することもできます。

目的目的目的目的 方法方法方法方法

固定したツールバーを浮動させる 「SHIFT」キーを押したまま、ツールバーのブランク・エ
リアをダブルクリックする。

浮動ツールバーを固定する ツールバーのブランク・エリアまたはツールバーのタイト

ル・バーをダブルクリックする。

浮動ツールバーを

移動するには、その

タイトル・バーをド

ラッグします。

ツールバーのサ

イズまたは形状

を変更するには、

その端または隅

をドラッグしま

す。
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ステータスステータスステータスステータス・バー・バー・バー・バー

Tivoli Business Systems Manager ウィンドウの下部にあるステータス・バーには、ユーザーが表示し
ているビュー、オブジェクト、またはタスクに関する情報が示されます。

ステータスステータスステータスステータス・バーの表示または隠蔽・バーの表示または隠蔽・バーの表示または隠蔽・バーの表示または隠蔽

デフォルトでは、ステータス・バーは表示されるようになっています。ステータス・バーを隠す

ためには、「View」メニューで「Status Bar」をクリックしてください。

ステータスステータスステータスステータス・バーの読み取り・バーの読み取り・バーの読み取り・バーの読み取り

ステータス・バーに表示される情報は、ユーザーが実行しているタスクによって異なります。ス

テータス・バーには、現在選択されているコマンドまたはツールバー・ボタンに関する短い説明

が表示されます。実行にしばらく時間を要するコマンド�  たとえばライン・オブ・ビジネスのオ
ープンなど�  を選択した場合、ステータス・バーには、タスクが実行中であることを知らせるメ
ッセージが表示されます。
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マウスの使用マウスの使用マウスの使用マウスの使用

このセクションでは、マウスの使用法に関する基本情報を示し、マウス・ポインターの形状につ

いても説明します。Windows の使用経験がなく、初めてマウスを使用するユーザーは、基本的な
Windows スキルを学習して、ある程度の「手慣らし」を行うことをお勧めします。デスクトップ
で「スタートスタートスタートスタート」をクリックし、メニューから「ヘルプヘルプヘルプヘルプ (H)」を選択します。「Windows 入門入門入門入門」を
クリックしてください。

 注注注注:  ユーザーのマウスに複数のボタンがある場合には、特に明記しないかぎり、左マウス・ボタ
ンを使用してください。

ポイント、クリック、およびドラッグポイント、クリック、およびドラッグポイント、クリック、およびドラッグポイント、クリック、およびドラッグ

次の表で、マウスの使用に関する基本用語を説明します。

マウスの操作マウスの操作マウスの操作マウスの操作 方法方法方法方法

ポイント ポインターを項目の上に移動します。

クリック 項目をポイントし、マウス・ボタンを素早く押

して放します。

ダブルクリック 項目をポイントし、マウス・ボタンを 2 回素早
く押して放します。

ドラッグ 項目をポイントします。マウス・ボタンを押し

たまま、新しい位置まで移動させます。その後

で、マウス・ボタンを放します。



20     Tivoli Business Systems Manager User Guide

マウスマウスマウスマウス・ポインターの形状・ポインターの形状・ポインターの形状・ポインターの形状

マウス・ポインターの形状は、ポイントしている対象または表示しているタスクに応じて変化し

ます。たとえば、テキストをクリックすると、ポインターは英字の I のような形になります。メニ
ューまたはツールバーをポイントすると、ポインターは左向きの矢印になります。次の表に、一

般的なポインターの形状をリストします。ユーザーが行っているタスクにポインターが適してい

ない場合には、マウスを移動するか、あるいは「ESC」を押してポインターを通常の形状に戻し
てください。

ポインターポインターポインターポインター 位置位置位置位置 アクションアクションアクションアクション

テキスト域 入力、テキスト選択、または挿入個所の

位置変更。

メニュー・バー、非アクティブ・ウィ

ンドウ、スクロール・バー、またはツ

ールバー。

コマンド選択、ボタンのクリック、ドラ

ッグ。

オブジェクト・アイコン内で、マウス

を押します。選択されたオブジェクト

がメニュー・バー・カーソルに付加さ

れます。

選択項目を新しい位置にドラッグし、マ

ウス・ボタンを解放して「ドロップ」(す
なわち挿入) します。

「Help」ボタンをクリックすると、
画面上に表示されます。「SHIFT+F1」
ボタンを押しても表示されます。

コマンド名または画面上のエリアをポ

イントしてクリックし、その項目に関す

る「Help」トピックを表示します。

「Help」ウィンドウ内の下線の付いた
用語

実線による下線の付いた用語をクリッ

クすると、関連情報が表示されます。点

線による下線の付いた用語をクリック

すると、定義が表示されます。

オブジェクト上で、操作が許可されて

いない場合

選択項目を新しい位置にドラッグしま

す。「ドロップ」(すなわち挿入) を試み
ても、その操作は実行できません。
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コマンドの選択コマンドの選択コマンドの選択コマンドの選択

コマンドとは、特定の操作の開始、終了、またはその他の制御を Tivoli Business Systems Manager に
対して指示する命令のことです。コマンドは、次の方法で選択することができます。

� メニューからコマンドを選択する。

� ツールバー・ボタンをマウスでクリックする。

� ショートカット・メニューを使用する。

� ショートカット・キーを使用する。

ツールバーツールバーツールバーツールバー・ボタンの使用・ボタンの使用・ボタンの使用・ボタンの使用

Tivoli Business Systems Manager には、共通のタスクを迅速に実行できるようにするためのツールバ
ーが含まれています。たとえば、ライン・オブ・ビジネスのビューをオープンするためには、標

準ツールバーで「Open」ボタンをクリックするだけですみます。

Tivoli
Business
Systems
Manager ツー
ルバーにある

「Open」ボタ
ンをクリック

することによ

り、ライン・

オブ・ビジネ

スのビューを

オープンする

ことができま

す。
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メニューからのコマンドの選択メニューからのコマンドの選択メニューからのコマンドの選択メニューからのコマンドの選択

メニューにはコマンドが含まれています。コマンドの中には、ただちにアクションを実行するも

のと、オプションを選択するためのダイアログ・ボックスを表示するものがあります。

マウスを使用したコマンドの選択マウスを使用したコマンドの選択マウスを使用したコマンドの選択マウスを使用したコマンドの選択

メニュー・バーでメニューをクリックし、次にコマンド名をクリックします。コマンドを選択し

ないでメニューをクローズするには、メニューの外側をクリックします。

キーボードを使用したコマンドの選択キーボードを使用したコマンドの選択キーボードを使用したコマンドの選択キーボードを使用したコマンドの選択

「ALT」または「F10」を押してメニュー・バーをアクティブにします。その後で、メニュー名内
の下線の付いた文字に対応するキーを押します。コマンドを選択するには、「ALT」およびコマ
ンド名内の下線の付いた文字を押します。コマンドを選択しないでメニューをクローズするには、

「ESC」を押します。

メニュー・バー

ぼかし表示された

コマンドは、ユーザ

ーが適切な項目を

選択するまでは利

用できません。

ショートカッ

ト・キーを使用

していくつかの

コマンドを選択

することができ

ます。

省略符号は、そ

のコマンドが

ダイアログ・ボ

ックスを表示

することを意

味します。
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ショートカットショートカットショートカットショートカット・メニューからのコマンドの選択・メニューからのコマンドの選択・メニューからのコマンドの選択・メニューからのコマンドの選択

Tivoli Business Systems Manager の特定の項目を、オブジェクトと同じようにポイントまたはクリッ
クすると、ショートカット・メニューを表示することができます。ショートカット・メニューに

は、表示している項目に関連するコマンドが含まれます。それらのコマンドは、ワークスペース

内またはオブジェクト上に表示されます。

アウトライナーおよび LOB ビューの属性を制御するためのショートカット・メニュー

ショートカット・メニューを表示するには、該当のオプションに挿入ポイントを置いて、右マウ

ス・ボタンをクリックするか、または「SHIFT+F10」を押します。コマンドを選択しないでショ
ートカット・メニューをクローズするには、メニューの外側をクリックするか、あるいは「ESC」
を押します。

オブジェクト・コマンドのためのショートカット・メニュー
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ショートカットショートカットショートカットショートカット・キーの使用・キーの使用・キーの使用・キーの使用

いくつかのコマンドは、そのコマンドの右側のメニューにリストされたショートカット・キーを

押すことにより、選択することができます。ショートカット・キーは、「CTRL」キーを押し、さ
らにそのメニュー項目に割り当てられた文字を入力することによって、選択することができます。

たとえば、ライン・オブ・ビジネスのビューをオープンするためには、「File」メニューで「CTRL+O」
を押します。
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ダイアログダイアログダイアログダイアログ・ボックス・ボックス・ボックス・ボックス / プロパティープロパティープロパティープロパティー・シートの使用・シートの使用・シートの使用・シートの使用

多くの場合、コマンドを選択するとダイアログ・ボックスが表示され、オプションを表示または

選択できるようになります。オプションがぼかし表示される場合、そのオプションは現在使用で

きません。

ダイアログ・ボックスによっては、各オプション・セットごとにタブ付きのページが用意された、

プロパティー・シートが表示されることがあります。たとえば、「Edit」メニューで「Properties」
をクリックすると、「Attributes」、「Child Events」、「Tasks」、「Exceptions」、「Priority」、
および「States」の 6 つのタブが表示されます。

タイトル・バーをドラッ

グすると、ダイアログ・

ボックスを移動するこ

とができます。

コマンド・ボタン

(「Apply」) をクリッ
クしてアクションを

実行します。

テキスト枠内でテキスト

を入力または編集します。

矢印をクリックするとリス

トが表示されます。クリック

またはドラッグして、オプシ

ョンを選択します。

ここをクリックしてドラ

ッグすると、リスト内の各

フィールドのビューを 拡
大または縮小することが

できます。

受け取ったメッセージま

たは例外の「AlertState」
および色が、ここに表示さ

れます。

ドロップダウン・リス

ト・ボックスから選択

を行います。

タブをクリックする

と、オプションのセッ

トが表示されます。
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ダイアログ・ボックスで作業を行う場合には、マウスを使うと便利ですが、キーボードを使用し

てオプションを選択したり、情報を記入したりすることもできます。たとえば、オプション間で

の移動を行うためには、「TAB」を押します。「OK」ボタンを選択するには、「ENTER」を押
します。「Cancel」ボタンを選択するには、「ESC」を押します。さまざまなオプション・セッ
トのタブが含まれているダイアログ・ボックスで作業を行う場合、「CTRL+TAB」を押すとタブ
間で移動することができます。
_____________________________________________________________________________________
注注注注: オブジェクト・タイプによって、含まれるプロパティーは異なります。したがって、プロパテ
ィー・シート上のタブは、そのオブジェクト・タイプだけに適用されます。
_____________________________________________________________________________________
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ヘルプの使用ヘルプの使用ヘルプの使用ヘルプの使用

Tivoli Business Systems Manager には、完全なオンライン参照ツールであるヘルプヘルプヘルプヘルプが用意されてい

ます。ヘルプには、ユーザーが従うことのできるシステム手順、および Tivoli Business Systems
Manager のコマンドとソース・ベースの例外に関する参照情報が含まれます。

ヘルプの内容ヘルプの内容ヘルプの内容ヘルプの内容

「Help」メニューから「Help Topics」を選択して「Contents」タブをクリックすることにより、
「Help Topics: Tivoli Business Systems Manager」ウィンドウを表示させることができます。この
ウィンドウから、必要に応じた特定の情報に進むことができます。

クリックすると、各

オブジェクト・タイ

プの例外およびアラ

ートに関する解説が

表示されます。

クリックすると、モ

ニター・リソースに

関する解説が表示さ

れます。

クリックすると、オ

ブジェクトの操作方

法が表示されます。
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ヘルプの表示ヘルプの表示ヘルプの表示ヘルプの表示

ヘルプは、いくつかの方法で表示することができます。たとえば、標準ツールバーで「Help」ボ
タンを使用し、特定のトピックを検索したり、画面上の項目に関するコマンドまたはコンテキス

トに依存したヘルプを表示したりすることができます。包括的なオンライン索引を表示するには、

上記の図に示した「Help Topics: Tivoli Business Systems Manager」画面で「Index」タブをクリッ
クします。ヘルプヘルプヘルプヘルプ・システムの使用法に関するヘルプを表示させることもできます。最初に、「Help」
メニューから「Help Topics 」を選択して「Contents」タブをクリックすることにより、「Help Topics:
Tivoli Business Systems Manager」の「Contents」ウィンドウを表示させます。次に、「F1」を押
すか、あるいは「Help」ウィンドウの「Help」メニューで「How to Use Help」を選択します。

検索するキーワードを

ここに入力します。

検索対象を絞り込むた

めに、いくつかの追加語

句を選択します。

検索されたトピックの

うちの 1 つを選択して
「Display」ボタンをク
リックします。
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目次目次目次目次: 「「「「How To」および参照情報の表示」および参照情報の表示」および参照情報の表示」および参照情報の表示

ヘルプの内容に関する概要を表示するには、「Help Topics: Tivoli Business Systems Manager」ダ
イアログ・ボックスから「Contents」タブを選択し、調べたいトピックをクリックしてください。
詳細については、このセクションの前の部分にある『ヘルプの内容ヘルプの内容ヘルプの内容ヘルプの内容』を参照してください。

索引索引索引索引: 特定のトピックの検索特定のトピックの検索特定のトピックの検索特定のトピックの検索

Tivoli Business Systems Manager には、包括的なオンライン索引が用意されています。この索引は、
「Help Topics: Tivoli Business Systems Manager」ダイアログ・ボックスから「Index」タブをクリ
ックして表示させることができます。

検索検索検索検索: トピックに関する特定の語句または用語の検索トピックに関する特定の語句または用語の検索トピックに関する特定の語句または用語の検索トピックに関する特定の語句または用語の検索

Tivoli Business Systems Manager では、いつでも特定の語句または用語を検索して、表示することが
できます。「Help Topics: Tivoli Business Systems Manager」ダイアログ・ボックスから「Find」
タブをクリックして、このタブを表示させることができます。
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コンテキストに依存したヘルプコンテキストに依存したヘルプコンテキストに依存したヘルプコンテキストに依存したヘルプ: 画面に表示されている項目に関する検索画面に表示されている項目に関する検索画面に表示されている項目に関する検索画面に表示されている項目に関する検索

画面に表示されている項目に関する検索を行うためには、標準ツールバーで「Help」ボタンをク
リックします。ポインターが疑問符に変わってから、ヘルプが必要なコマンドを選択するか、あ

るいはウィンドウ項目をクリックしてください。Tivoli Business Systems Manager は、選択されたコ
マンドまたはウィンドウに関するヘルプヘルプヘルプヘルプ・トピックを、ポップアップ・ヘルプヘルプヘルプヘルプ・ウィンドウに表

示します。

画面上の任意の個

所を右マウス・ボ

タン・クリックす

ると、ヘルプヘルプヘルプヘルプ・ポ

ップアップが表示

されます。このポ

ップアップには、

そのコントロール

または画面上の特

定のパーツを使用

する方法が説明さ

れます。

ここをクリック

するか、あるいは

標準ツールバー

の「Help」ボタン
をクリックして、

「?」マウス・ポ
インターを表示

させます。その後

で画面上の任意

の個所をクリッ

クすると、ヘルプヘルプヘルプヘルプ

が表示されます。
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ツールバーのボタンに関する情報を表示するには、そのボタンを選択してください。Tivoli Business
Systems Manager によってボタンの名前が「ツールのヒント」に表示され、ステータス・バーには
簡単な説明が表示されます。

ダイアログ・ボックスで作業をしているときには、ウィンドウの右上隅にある「Help」ボタンを
クリックするか、あるいは「F1」を押すと、ダイアログ・ボックスの各オプションの説明を表示
することができます。作業中に Tivoli Business Systems Manager がエラー・メッセージを表示した
場合には、メッセージ・ウィンドウ内の「Help」ボタンを選択すると、問題に関する詳しい情報
が表示されます。

注注注注: ポップアップ・ヘルプヘルプヘルプヘルプを表示させるための別の方法として、画面上のヘルプが必要なエリアで

マウス・ボタンを右クリックする方法もあります。「What�s This?」というテキストを含むボタン
が表示されます。その後で、「What�s This?」ボタンをクリック (左クリック) すると、ポップア
ップ・ヘルプ・ウィンドウが表示されます。Tivoli Business Systems Manager は現在、この方法によ
るコンテキストに依存したヘルプヘルプヘルプヘルプの表示方法をサポートしています。この方法は、Windows 95� イ
ンターフェース標準の一部になっています。
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ヘルプヘルプヘルプヘルプ・ウィンドウの使用・ウィンドウの使用・ウィンドウの使用・ウィンドウの使用

このセクションでは、Tivoli Business Systems Manager で作業を行っているときにヘルプヘルプヘルプヘルプ・トピッ

ク・ウィンドウが常に表示されているようにする方法、別のトピックにジャンプする方法、ヘルヘルヘルヘル

ププププ・トピックを印刷する方法、ヘルプヘルプヘルプヘルプを終了させる方法について説明します。

作業中にヘルプ作業中にヘルプ作業中にヘルプ作業中にヘルプ・ウィンドウを表示さ・ウィンドウを表示さ・ウィンドウを表示さ・ウィンドウを表示させる方法せる方法せる方法せる方法

Tivoli Business Systems Manager には、2 種類のヘルプヘルプヘルプヘルプ・ウィンドウがあります。メインのヘルプヘルプヘルプヘルプ・

ウィンドウには、概要、コマンドの説明、およびその他の情報が表示されます。さらに、ヘルプヘルプヘルプヘルプ・

テキスト内の図形のホット・スポットを選択するか、あるいはコンテキストに依存したヘルプヘルプヘルプヘルプか

ら選択を行うと、ポップアップ・ウィンドウが表示されます。ヘルプヘルプヘルプヘルプ・ウィンドウを Tivoli Business
Systems Manager アプリケーションの背後に移動するには、Tivoli Business Systems Manager アプ
リケーションをクリックします。ヘルプヘルプヘルプヘルプ・ウィンドウを Tivoli Business Systems Manager ウィンド
ウの前面に表示させるには、ヘルプヘルプヘルプヘルプ・ウィンドウのタイトル・バーをクリックしてください。
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別のヘルプ別のヘルプ別のヘルプ別のヘルプ・トピックへのジャンプ・トピックへのジャンプ・トピックへのジャンプ・トピックへのジャンプ

次の図は、ヘルプヘルプヘルプヘルプ・トピック内を移動するためのいくつかの方法を表しています。マウス・ポイ

ンターが定義がある用語またはジャンプできる用語の上にあるときには、ポインターは指差して

いる手の形になります。

ヘルプヘルプヘルプヘルプ・トピックまたは手順の印刷・トピックまたは手順の印刷・トピックまたは手順の印刷・トピックまたは手順の印刷

Tivoli Business Systems Manager でヘルプヘルプヘルプヘルプ・トピックを印刷するためには、ヘルプヘルプヘルプヘルプの目次画面から

「Print Topic」ボタンを選択してください。トピックが表示されている場合は、「Options」ボタ
ンを選択して「Options」メニューを表示させ、「Print Topic」を選択してください。

ヘルプの終了ヘルプの終了ヘルプの終了ヘルプの終了

「Close」ボタンを選択してヘルプヘルプヘルプヘルプの手順ウィンドウをクローズしてください。ヘルプヘルプヘルプヘルプを終了する

には、ヘルプヘルプヘルプヘルプ・ウィンドウの「File」メニューから「Exit」を選択するか、または (ウィンドウの
左上隅の)「Close」ボックスをダブルクリックします。

下線の付いた用語

をクリックする

と、定義が表示さ

れます。定義の外

側をクリックする

と、その定義をク

ローズすることが

できます。
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ウィンドウの分割ウィンドウの分割ウィンドウの分割ウィンドウの分割: 同じビューの異なるエリアのモニター同じビューの異なるエリアのモニター同じビューの異なるエリアのモニター同じビューの異なるエリアのモニター

ウィンドウをペイン に分割することにより、ライン・オブ・ビジネスのビューまたはエンタープ
ライズ・アウトライナーの異なる部分を表示することができます。「Window」メニューから「Split」
をクリックするか、あるいは垂直スクロール・バーの最上部の分割ボックスをダブルクリックし

ます。マウス・ポインターが分割ボックスの上にあると、ポインターは    のように表示されま
す。そして、ペイン内をクリックし、モニターしたい LOB またはアウトライナーのエリアまでス
クロールします。一方のペインで行った変更は、他方のペインにも反映されます。
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同時に複数のビューで作業する方法同時に複数のビューで作業する方法同時に複数のビューで作業する方法同時に複数のビューで作業する方法

ワークスペースで複数のビューを同時にオープンすることができます。同時に複数のビューをオ

ープンさせる場合、「Window」メニューからコマンドを使用して、ビューが画面にどのように表
示されるのかを制御することができます。「Tile Vertically」、「Tile Horizontally」、「Cascade」、
または「New Window」を選択することができます。オープンしているすべてのビューは、「Window」
メニューのリストに入ります。特定のビューをアクティブにする場合には、「Window」メニュー
に進み、そのウィンドウのタイトル・バーを選択してください。ビューを最小化し、必要に応じ

て元のサイズに戻すことができるので、貴重な画面スペースを空けておくことができます。次の

図は、使用可能な表示方法の組み合わせをいくつか示しています。

複数のビュ

ー
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ワークスペースの保管ワークスペースの保管ワークスペースの保管ワークスペースの保管

ワークスペース内のビューを保管し、次に Tivoli Business Systems Manager にログオンしたときに、
それらのビューを自動的に同じ位置にオープンさせることができます。これらのビューがオープ

ン状態になっているときには、ビュー位置はディスク上のワークスペース・ファイル (.wsp) に保
管されます。ワークスペース・ファイルはローカル・ワークステーションに保管することも、サ

ーバーの共用ディスクに保管して複数のユーザーがアクセスできるようにすることもできます。

このようにすることにより、複数の仕事仲間で同じビューをオープンすることができます。また、

物理的にホストを移動しても、使い慣れたビューを持つ同じワークスペースをオープンすること

ができます。ユーザーのデスクトップでウィンドウをオープンするだけでなく、ノードをオープ

ンして構成内に保管することができます。ユーザーがログオンすると、ワークステーションがそ

れらのノードをオープンします。

ワークスペース・ファイルのオープンと保管は、ワード・プロセッサー内の文書と同じ方法で行

うことができます。

� ワークスペースをファイルとして保管する方法ワークスペースをファイルとして保管する方法ワークスペースをファイルとして保管する方法ワークスペースをファイルとして保管する方法

1. 「File」メニューで、「Save Workspace As」をクリックします。
2. 「Save in」ドロップダウン・ボックスから位置を選択します。
3. ファイル名を入力します。
4. 「Save」をクリックします。

ビューのクローズおよびビューのクローズおよびビューのクローズおよびビューのクローズおよび Tivoli Business Systems Manager の終了の終了の終了の終了

Tivoli Business Systems Manager での作業を終了するときには、それまでオープンされていたビュー
をクローズし、「File」メニューから「Exit」をクリックして、Tivoli Business Systems Manager を
終了させることができます。終了するための別の方法として、アプリケーションのシステム・メ

ニューから「Close」を選択することもできます。
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エンタープライズエンタープライズエンタープライズエンタープライズ・アウトライナーのナビゲート・アウトライナーのナビゲート・アウトライナーのナビゲート・アウトライナーのナビゲートおよびライおよびライおよびライおよびライ

ンンンン・オブ・オブ・オブ・オブ・ビジネスのビュー・ビジネスのビュー・ビジネスのビュー・ビジネスのビュー

エンタープライズ・アウトライナーとライン・オブ・ビジネスのビューはともに、同じタイプの

階層ツリービューまたはハイパービューを使用してオブジェクトを保持し、表示します。ツリー・

ビューを展開または縮小できる場合、展開または縮小によってオブジェクトの異なるビューを表

示することができます。アイコンの隣に正符号 (+) が付いているオブジェクトは、展開またはオー
プンして、その下に含まれている次のレベルのオブジェクトを表示することができます。負符号 (�)
が付いているオブジェクトは、すでにオープン状態になっています。符号が付いていないオブジ

ェクトは、そのツリーの最下位のブランチにあり、その下にはオブジェクトが含まれていません。

オブジェクトにマウス・ポインターを置いてクリックすることにより、そのオブジェクトを選択

することができます。特定のオブジェクトまたはオブジェクトのセットで操作を行いたい場合、

最初にこの方法でオブジェクトを選択しなければなりません。

ここをクリックして、エンタープライズ・アウトライナーま

たはライン・オブ・ビジネスのビューのブランチを展開しま

す。
選択されたオブジェクト

エンタープライ

ズ・アウトライナ

ーの階層ツリー・

ビュー

オープンして

いるオブジェ

クト
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アウトライナー内のオブジェクトに隣接する正 (+) 符号または負 (�) 符号をクリックすると、選択
したオブジェクトの下位にあるツリーが展開または縮小されます。

展開されたエンタープライズ・アウトライナーには、オペレーティング・システムによって組み

込まれたオブジェクトが表示されます。

展開されたエ

ンタープライ

ズ・アウトラ

イナー
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ラインラインラインライン・オブ・オブ・オブ・オブ・ビジネスのビューの作成・ビジネスのビューの作成・ビジネスのビューの作成・ビジネスのビューの作成 (アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用)

� ラインラインラインライン・オブ・オブ・オブ・オブ・・・・ビジネスのビューを作成する方法ビジネスのビューを作成する方法ビジネスのビューを作成する方法ビジネスのビューを作成する方法

1. 「File」メニューで「New」をクリックします。

「New LOB View」ダイアログ・ボックスがオープンします。

2. 「View Name」ボックスにライン・オブ・ビジネスのビューの名前を入力します。

3. 「OK」をクリックします。

LOB ビューがワークスペース内のウィンドウとしてオープンし、アウトライナーまたは他の LOB
から LOB にオブジェクトをドラッグできるようになります。

この図は、新規

に作成されたラ

イン・オブ・ビ

ジネスのビュー

と、その下に登

録されたオブジ

ェクトを示して

います。
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独自の独自の独自の独自の LOB ビューの組み立てビューの組み立てビューの組み立てビューの組み立て

LOB ビューが正常に作成されると、アウトライナーまたは他の LOB ビューから新規に作成された
LOB ビューへ、オブジェクトをドラッグ・アンド・ドロップすることができます。アウトライナ
ーでは関連性が維持されますが、LOB ビューでは、オブジェクトを任意の階層レベルで保持する
ことができます。たとえば、物理アウトライナー内は、マシンの集合にマシンが含まれ、マシン

の中に LPAR が含まれ、LPAR の中にオペレーティング・システムが含まれ、オペレーティング・
システムの中に CICS、バッチ、STC オブジェクトなどのジョブが含まれるという関係になってい
ます。LOB ビューには、このような制約はありません。LU オブジェクトをアウトライナーからド
ラッグして、CICS オブジェクトと同じレベルにある LOB ビューに配置することができます。LOB
ビューにおけるオブジェクトの配置は非常に柔軟に行うことができ、任意のオブジェクトを任意

のレベルに配置することができます。また、LOB ビュー内に他の LOB ビューを配置して、可能な
ビューの範囲をいくらでも広げることができます。次の図は、新しく作成された LOB にオブジェ
クトをドラッグする方法を示しています。通常は関連の制約に従うオブジェクトが、対等オブジ

ェクトとなっています。

新しく構成

された LOB
ビュー。

必要なオブジェ

クトをクリック

し、LOB ビュー
にドラッグしま

す。
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オブジェクトをライン・オブ・ビジネスのビューに配置する場合には、ターゲットの LOB ビュー
がワークスペースでオープンしていて、使用可能になっていることを確認してください。また、

アウトライナーまたはソース LOB ビューがワークスペースでオープンし、使用可能になっている
ことも必要です。そのようになっていない場合には、オープンしてください (『LOB ビューのオー
プン』を参照)。
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論理オブジェクトの作成論理オブジェクトの作成論理オブジェクトの作成論理オブジェクトの作成

論理オブジェクトは、エンタープライズ内に存在する物理オブジェクトを示すもう 1 つの概念で
す。論理オブジェクトは、ライン・オブ・ビジネスのビューに Tivoli Business Systems Manager ア
ウトライナーから物理オブジェクトをドラッグするか、あるいは別のライン・オブ・ビジネスか

ら論理オブジェクトをドラッグすることによって作成することができます。論理オブジェクトは、

アウトライナーにある実際のオブジェクトへのリンクになっています。各リンクには、フィルタ

ーおよびコントロールのセットが含まれているので、論理オブジェクトには、LOB ビューの作成
者にとって重要なデータだけが入ります。

上記の図は、同じ物理オブジェクトから作成された 2 つの論理オブジェクトを示しています。両
方の LOB ビューには、同じ CICS オブジェクトへのリンクが含まれ、ともに、その物理 CICS オ
ブジェクトと同じアラートを受け取ります。さまざまなフィルター を使用して特定のアラートを
フィルターに掛ける (あるいは、マスクする) ことにより、LOB ビュー 1 の中の論理オブジェクト
CICS が、実際には LOB ビュー 2 の中の論理オブジェクトとは異なるアラートを受け取るように
することができます。これにより、同じオブジェクトを異なる基準で表示してモニターすること

ができます。たとえば、LOB ビュー 1 のユーザーは、この CICS 領域のトランザクションの適時
処理だけに注意していればよくなります。一方、LOB ビュー 2 のユーザーは、この領域の LU お
よびデータベース・コネクティビティーに集中できます。
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LOB オブジェクトの変更の通知オブジェクトの変更の通知オブジェクトの変更の通知オブジェクトの変更の通知

前述のように、LOB ビューに含まれているオブジェクトは、エンタープライズ・アウトライナー
内のオブジェクトにリンクされています。それらのオブジェクトを、別の LOB ビューに含まれて
いる別の論理オブジェクトにリンクすることもできます。ただし、リンクは結局のところ、エン

タープライズ・アウトライナーに挿入されたオブジェクトを指しています。エンタープライズ・

アウトライナーから複数の LOB ビューにオブジェクトをドラッグし、あるオブジェクトから他の
オブジェクトへのリンクの網を作成することができます。したがって、それらのリンクされたオ

ブジェクトのプロパティーのいずれか、あるいはリンク自体が切り離されたことをユーザーが把

握できることが重要になります。あるオブジェクトが複数の LOB ビューに配置されている場合、
そのオブジェクトが Tivoli Business Systems Manager によってモニターされなくなり、システムか
ら削除されると、特定の問題が発生する可能性があります。Tivoli Business Systems Manager は、オ
ブジェクトに「Not」記号を付けることにより、オブジェクトまたはリンクが削除されたことを通
知します。この記号が付いたオブジェクトの基礎になる物理オブジェクトは削除されているか、

あるいはリンクが切り離されています。次の図は、LOB ビュー内にある、物理オブジェクトが削
除されたオブジェクトに「Not」記号が付けられている様子を示しています。

オブジェクト

「Started Task:
DUMPSRV」とと
もに「Not」記号
が表示され、その

オブジェクトが

削除されている

ことを示してい

ます。
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LOB ビューのオープンビューのオープンビューのオープンビューのオープン

� LOB ビューをオープンする方法ビューをオープンする方法ビューをオープンする方法ビューをオープンする方法

1. 「File」メニューで「Open」をクリックします。

2. 「Directories」ボックスにある LOB フォルダー・アイコンをダブルクリックします。
「View Name」ボックスに LOB ビューのリストが表示されます。

3. 希望する LOB ビューをダブルクリックします。
4. 「OK」をクリックします。

「Open LOB View」ダイアログ・ボックスはオープン時に、ユーザーが階層内でオープンした最
後のノードを覚えていて、そのノードでオープンされます。

LOB ビューのクローズビューのクローズビューのクローズビューのクローズ

� LOB ビューをクローズする方法ビューをクローズする方法ビューをクローズする方法ビューをクローズする方法

1. 「File」メニューで「Close」をクリックします。
2. 「Close」ボックス (ウィンドウの左上隅にあります) をクリックします。
3. 「Window」メニューで「Close All」をクリックするか、あるいは「Close」(X) ボックスをダ
ブルクリックします。

  

ライン・オブ・ビジネスのビ

ュー

ライン・オブ・ビジネスのフォルダ

ー
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オブジェクトの挿入オブジェクトの挿入オブジェクトの挿入オブジェクトの挿入 (アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用)

オブジェクトは、エンタープライズ・アウトライナーだけで挿入することができます。エンター

プライズ・アウトライナーには、Tivoli Business Systems Manager 内に登録されているすべてのオブ
ジェクトが含まれていて、エンタープライズ・アウトライナーは「物理ツリー」になっています。

一方、ライン・オブ・ビジネスのビュー内のオブジェクトは論理オブジェクトです。これは、ユ

ーザーがエンタープライズ・アウトライナーまたは他のライン・オブ・ビジネスから登録オブジ

ェクトをコピーして作成したものです。エンタープライズ・アウトライナーへのオブジェクトの

挿入は、Tivoli Business Systems Manager 内のオブジェクトを登録するための方法の 1 つです。

オブジェクト挿入機能を使用すると、オブジェクトを作成し、名前を付けて、エンタープライズ・

アウトライナー内に配置することができます。最初にオブジェクトを選択します。この中に、新

しく作成されたオブジェクトが入ります。アウトライナー内を希望のオブジェクトが見つかるま

で移動し、メインメニュー・バーから「Insert」をクリックするか、あるいはオブジェクト選択項
目からショートカット・メニューを使用します。どちらのメニューもコンテキストに依存したメ

ニューであるので、許可されたオブジェクト・タイプだけが選択項目として表示されます。(エン
タープライズ・アウトライナーには、関連性を強制するルール・セットがあることに注意してく

ださい。) たとえば、CICS 領域を挿入したい場合、挿入先の CICS を含むオペレーティング・シス
テム (OS) まで挿入先アウトライナー内を移動します。OS を選択して「Insert」メニューをクリッ
クし、「CICS Region」をクリックしてください。「Insert CICS Region」ダイアログ・ボックス
が表示されます。必要なオブジェクト属性をテキスト枠で入力または選択し、「Create」をクリ
ックしてオブジェクトを挿入します。

�  オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト・・・・タイプを挿入する方法タイプを挿入する方法タイプを挿入する方法タイプを挿入する方法

1. 新規に作成したオブジェクト・タイプをアウトライナーに追加するためのオブジェクト・コン

テナーを選択します。

2. 「Insert」メニューで、挿入するオブジェクト・タイプをクリックします。

「Insert」ダイアログ・ボックスが表示されます。

3. 「Name」ボックスにオブジェクト・タイプの名前を入力します。

4. 「Create」をクリックします。
そのオブジェクト・タイプのプロパティー・シートが表示されます。オブジェクト・タイプの

それ以外の属性を入力します。

5. 「Apply」をクリックして、プロパティー・シートをオープンしたままにします。
6. 「OK」をクリックしてプロパティー・シートをクローズし、アプリケーションに戻ります。
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� オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト・タイプを挿入するための別の方法として、ショートカット・タイプを挿入するための別の方法として、ショートカット・タイプを挿入するための別の方法として、ショートカット・タイプを挿入するための別の方法として、ショートカット・メニューを使用・メニューを使用・メニューを使用・メニューを使用

する方法があります。する方法があります。する方法があります。する方法があります。

1. オブジェクト・タイプを選択し、右マウス・ボタンをクリックして、「Insert」を選択し、

オブジェクト・タイプをクリックします。

2. 上記のステップ 3 ～ 6 に従います。

オブジェクトを右マウス・ボタン・クリックし、「Insert」を選択して、挿入するオブジェクト・
タイプを選択します。

 オブジェクト・タイプが
サブメニュー内に表示されます。
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オブジェクトの削除オブジェクトの削除オブジェクトの削除オブジェクトの削除  (アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用)

Tivoli Business Systems Manager ワークステーションからオブジェクトを削除すると、選択され
たオブジェクトとその子オブジェクトが現在アクティブなビュー (これは、エンタープライ
ズ・アウトライナーまたはライン・オブ・ビジネスのビューのいずれかです) から除去されま
す。たとえば、ユーザーがある CICS オブジェクトを選択して削除を実行すると、トランザク
ションやデータベース接続などの子オブジェクトも (存在する場合には) 削除されます。オブジ
ェクトを削除した場合の影響は、他のオブジェクトまたはビューに対して存在しているリンク

によって大きく異なります。

エンタープライズエンタープライズエンタープライズエンタープライズ・アウトライナーからのオブジェクトの削除・アウトライナーからのオブジェクトの削除・アウトライナーからのオブジェクトの削除・アウトライナーからのオブジェクトの削除

物理アウトライナーに含まれるオブジェクトを削除すると、登録オブジェクトが Tivoli Business
Systems Manager から削除されます。このオブジェクトに、他のライン・オブ・ビジネスのビュ
ーにある別の論理オブジェクトへのリンクが含まれている場合には、それらの論理オブジェク

トとそのリンクも削除することになります。エンタープライズ・アウトライナーからオブジェ

クトを削除するのは、Tivoli Business Systems Managerアドミニストレーターだけにしてくださ
い。

注注注注: オブジェクトを削除する場合、Tivoli Business Systems Manager からオブジェクトが除去され
ますが、実際のオブジェクトがデータ・センターから削除されるのではないことに注意してく

ださい。Tivoli Business Systems Manager からオブジェクトを削除すると、該当オブジェクトと
その子オブジェクトに関するすべてのモニターが停止します。この操作が誤って実行されると、

損害が大きくなるおそれがありますので、十分注意してください。
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ラインラインラインライン・オブ・オブ・オブ・オブ・ビジネスのビューからのオブジェクトの削除・ビジネスのビューからのオブジェクトの削除・ビジネスのビューからのオブジェクトの削除・ビジネスのビューからのオブジェクトの削除

ライン・オブ・ビジネスのビューに含まれるオブジェクトを削除すると、論理オブジェクトを削

除することになります。論理オブジェクトを削除すると、その論理オブジェクトは現行ビューか

ら除去されます。また、その論理オブジェクトを含むその他のライン・オブ・ビジネスのビュー

からも除去されます。

エンタープライズ・アウトライナーから登録オブジェクトを削除するコマンドは、ライン・オ

ブ・ビジネスのビューから論理オブジェクトを削除するコマンドと同じです。

� オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト・タイプを削除する方法・タイプを削除する方法・タイプを削除する方法・タイプを削除する方法

1. 削除するオブジェクト・タイプを選択します。

2. 「Edit」メニューで「Delete」をクリックします。

3. 「Delete Object」ウィンドウで「No」をクリックします。

4. 「Delete Object」確認ウィンドウで「Yes」をクリックします。

- または -
  
1.  削除するオブジェクト・タイプを選択します。
2.  マウス・ボタンを右クリックして、ショートカット・メニューを表示させます。
3.  「Delete」をクリックします。
4.  上記のステップ 3 ～ 4 に従います。
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2 つの確認メッセージ・ボックスが表示され、オブジェクトを削除してよいか確認を求められ
ます。

最初のメッセージ・ボックスは、この操作の取り消しを促すものです。デフォルト選択は「Yes」
です。これにより、「ENTER」キーを押すだけではオブジェクトが削除されないようになって
います。
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2 番目のメッセージ・ボックスは、削除アクションを確認するものです。
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オブジェクトの名前変更オブジェクトの名前変更オブジェクトの名前変更オブジェクトの名前変更 (アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用)
オブジェクトの名前は変更することができますが、新規オブジェクト名は慎重に選んでください。

Tivoli Business Systems Manager は現在、重複した命名に関する規則やその他の規則を実施していま
せん。

� オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト・タイプを名前変更する方法・タイプを名前変更する方法・タイプを名前変更する方法・タイプを名前変更する方法

1. 名前変更したいオブジェクト・タイプを選択します。

2. 「Edit」メニューで「Rename」をクリックします。

 「Rename」ボックスが表示されます。

3. ユーザーが選択したオブジェクト・タイプの名前が「From」テキスト枠に入っています。
4. 「To」テキスト枠に新しいオブジェクト・タイプ名を入力します。
5. 「OK」をクリックします。
- または -
1. オブジェクト・タイプを右マウス・ボタン・クリックします。
2. 「Rename」をクリックします。
3. 上記のステップ 3 ～ 5 に従います。
_____________________________________________________________________________________
注注注注: Tivoli Business Systems Manager は、ユーザーがあるオブジェクトの名前を重複して作成しよう
としていることを、視覚的には警告しません。ただし、メインフレームでトラップされたメッセ

ージと例外を関連付けるときには、固有のバイナリー ID によってオブジェクトが参照されるため、
悪影響は最小限に抑えられます。
_____________________________________________________________________________________
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ドキュメントドキュメントドキュメントドキュメント

Tivoli Business Systems Manager にはドキュメンテーション 機能が備わっています。この機能は、
ツリービューまたはハイパービューからアクセスすることができるもので、Tivoli Business Systems
Manager オブジェクト・リポジトリー内の任意のオブジェクト・クラスに関するオブジェクト定義
情報を表示するためのメカニズムを備えています。使用可能な情報のタイプには、オブジェクト

属性、メソッド、メソッド・パラメーター、イベント、リンク、親、子、状態、および属性ペー

ジがあります。ユーザーに提供されるドキュメンテーションは、Tivoli Business Systems Manager オ
ブジェクト・リポジトリー内の現行オブジェクト定義に基づく、完全に動的なドキュメンテーシ

ョンです。この機能は、アクティブ・サーバー・ページ (ASP) と呼ばれるテクノロジーを活用し
て駆動されます。このテクノロジーにより、プログラマーは、標準のブラウザー・ウィンドウに

表示される HTML ページを作るための、サーバー・サイド・プロセスを作成できるようになりま
す。これらのプロセスはオブジェクト・データをオブジェクト・リポジトリーから直接読み取り、

各種のアクティブ・サーバー・ページを使用してそのデータを表示します。このメソッドを実装

することによって、データが常に現在の正確なものであるように保守されます。

アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションからのドキュメンテーションの表示からのドキュメンテーションの表示からのドキュメンテーションの表示からのドキュメンテーションの表示

Tivoli Business Systems Manager からドキュメンテーション機能に入るためには、ツリービューまた
はハイパービューから登録オブジェクトを選択する必要があります。オブジェクトを右マウス・

ボタン・クリックして、ショートカット・メニューにアクセスしてください。「View」メニュー、
「Documentation」、「Schema」と選択し、「Attributes」をクリックして、この機能の開始ペー
ジに入ってください。オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト・スキーマ・スキーマ・スキーマ・スキーマの別カテゴリーがショートカット・メニューに表

示され、そのデータ・リンクに直接アクセスすることができます。Tivoli Business Systems Manager
は、要求されたドキュメント・ページの URL (Uniform Resource Locator) を見つけるためにデータ
ベースを調べます。Tivoli Business Systems Manager は、この URL を使用してアクティブ・サーバ
ー・ページを表示し、このページは、クラス ID に基づいて情報を生成します。アクティブ・サー
バー・ページは、この情報を Web ブラウザー・クライアントに戻します。この情報は、Tivoli Business
Systems Manager ワークステーション内のブラウザー・ウィンドウになります。
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Tivoli Business Systems Manager のツリービューには、ドキュメンテーション機能のショートカット・メニュ
ーが表示されます。

Tivoli Business
Systems Manager
ショートカッ

ト・メニュー

ドキュメント・フ

ィーチャーの開

始ページとして

「Attributes」を選
択します。

オブジェクト

「Schema」の他
のオプションが

サブメニューに

表示されます。
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�  ドキュメントを表示する方法ドキュメントを表示する方法ドキュメントを表示する方法ドキュメントを表示する方法

1. オブジェクトを選択します。
2. マウスを右クリックして、ショートカット・メニューを表示させます。
3. 「View」、「Documentation」と選択します。
4. 「Schema」を選択して「Object Schema」を表示します。そのオブジェクトのクラスに関する
開始ページ (「Attributes」) を選択します。

選択を行うと、その結果がドキュメント・ウィンドウの右ペインに表示されます。ナビゲーショ

ン・ボタンを使用することにより、システム内を容易に移動することができます。左ペインはド

キュメント・システム全体の目次として機能し、すべての Schema、Classes、Enumerations、およ
び Online Documents が表示されます。これらの選択項目を表示させるには、左ペイン内の選択し
たい項目の隣にある正符号 (+) をクリックしてください。

「Object Schema (Class Attributes)」ページ

「「「「Class
Attributes」」」」はデ
フォルト・ページ

です。

ドキュメント・シ

ステムの内容全

体を表示させる

には、正符号 (+)
をクリックして
Table of Contents
を使用します。
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オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト・スキーマ・スキーマ・スキーマ・スキーマ・インターフェース・インターフェース・インターフェース・インターフェース

アクティブ・サーバー・ページ・プログラミングを使用すると、Web を介したクライアント / サ
ーバー・テクノロジーの能力をフルに活用することができます。ASP ページは、組み込みサーバ
ー・サイド・スクリプト (これは、クライアント・マシンではなくサーバーで実行されます) を含
む特別な HTML ファイルです。ユーザーのブラウザーは、スクリプト言語を解釈する必要があり
ません。アクティブ・サーバー・ページ・テクノロジーは、あるオブジェクト・クラスに関する

動的情報を表示するために使用されます。

Tivoli Business Systems Manager は、このテクノロジーをフルに活用して、オブジェクト・クラスに
関する可能な限り最新の情報を得るための表示域を提供します。

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト・スキーマ・スキーマ・スキーマ・スキーマ・インターフェースは、ドキュメント・ウィンドウ内の 2 つのペインか
らなります。左ペインに Table of Contents (TOC) があり、オブジェクト・スキーマがメイン表示領
域になります。TOC を使用して、希望するページに直接アクセスすることができます。オブジェ
クト・スキーマには、必要なデータまで移動するために使用できる、ナビゲーション・ボタンが

含まれます。

「「「「Object
Schema」」」」の
「「「「Overview」」」」
は、TOC の一
部です。

ナビゲーショ

ン・ボタンを使

用すると、ドキ

ュメント・フィ

ーチャーの他

の領域を表示

することがで

きます。
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オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト・スキーマ・スキーマ・スキーマ・スキーマの TOC には、次のカテゴリーが含まれています。

� Classes (クラスクラスクラスクラス) � すべての Tivoli Business Systems Manager オブジェクト・クラスを表示しま
す。

� Enumerations (列挙型列挙型列挙型列挙型)�関連するすべての Tivoli Business Systems Manager 列挙型を表示しま
す。

� Online Documents (オンライン文書オンライン文書オンライン文書オンライン文書) � ドキュメント・システムに認識されている、使用可能
なすべてのドキュメントを表示します。

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト・スキーマ・スキーマ・スキーマ・スキーマの表示領域は、データベースのさまざまな側面を定義します。オブジェオブジェオブジェオブジェ

クトクトクトクト・スキーマ・スキーマ・スキーマ・スキーマ・オプションは、いくつかのカテゴリーに分類されます。各カテゴリーは、個別

のアクティブ・サーバー・ページを表しています。以下のカテゴリーがあります。

� Attributes (属性属性属性属性)
� Methods (メソッドメソッドメソッドメソッド)
� Events (イベントイベントイベントイベント)
� Links (リンクリンクリンクリンク)
� Parents (親親親親)
� Children (子子子子)
� States (状態状態状態状態)
� Attribute Pages (属性ページ属性ページ属性ページ属性ページ)
� Rules (ルールルールルールルール)
� Functions (機能機能機能機能)

____________________________________________________________________________________
注注注注: オブジェクト・スキーマのメニュー・バー上でマウスを移動させると、マウスでポイントされ
たオプションが強調表示されます。これは、正しい選択を行うための視覚的合図となります。
_____________________________________________________________________________________
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「「「「Table of Contents (目次目次目次目次)」オプション」オプション」オプション」オプション

Classes (クラスクラスクラスクラス)
TOC から「Classes」を選択すると、すべての Tivoli Business Systems Manager オブジェクト・クラ
スがリストされます。クラスは、オブジェクト と呼ばれる特定の項目のグループを表す、一般化
されたカテゴリーです。クラスは、そのクラスのメンバーで実行することのできる、特性 (属性) の
セットまたはタスク (メソッド) のセットを定義します。「Classes」には、オブジェクト・スキー
マ・ウィンドウの左ペインからアクセスすることができます。「Classes」の隣の正符号 (+) をクリ
ックすると、「Classes」の内容が展開されます。TOC 内の該当の名前をクリックして「Classes」
リストから項目を選択すると、そのクラスの「Class Attributes」ページに直接アクセスすること
ができます。このページは、オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト・スキーマ・スキーマ・スキーマ・スキーマ・ウィンドウの右ペインに表示されます。

クラス名の隣の正符号 (+) をクリックすると、そのクラスに関するその他のすべての情報が表示さ
れます。これには、テストテストテストテスト・データ生成プログラムデータ生成プログラムデータ生成プログラムデータ生成プログラム、インスタンスインスタンスインスタンスインスタンス、およびサンプルサンプルサンプルサンプル・コードコードコードコードが

含まれます。これらのトピックのいずれかを選択すると、該当のページが表示されます。

プラス (+) 符
号をクリック

して、Tivoli
Business
Systems
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Enumerations (列挙型列挙型列挙型列挙型)
「「「「Enumerations」」」」は、あるオブジェクト・クラスの属性に割り当てられた値と説明のリストです。
たとえば、「AlertState」という列挙型には、「Green」、「Yellow」、および「Red」という名前
が割り当てられ、それぞれが、Tivoli Business Systems Manager 内で整数値 1、2、および 3 に割り
当てられています。「Enumerations」にはドキュメント・ウィンドウの TOC からアクセスするこ
とができます。「Enumerations」の隣の正符号 (+) をクリックすると、「Enumerations」の内容が
展開されます。名前をクリックしてリストから値を選択すると、右ペインに該当のページが表示

されます。

「「「「Enumeration: AlertState」」」」および対応の値を表示する「「「「Object Schema (Enumerations)」」」」ページ

上記の例では、TOC から「Enumeration: AlertState」が選択されています。その値に対応する結
果が、右ペインに表示されます。このページには、「Name」、「Value」、「Label」、「Description」
などの、「AlertState」に関するすべての列挙型情報が表示されます。
  

ハイパーリンク

をクリックする

と「Enumeration
Cross-Reference」
ページに移動し

ます。

「AlertState」に
割り当てること

のできるすべて

の値が表示され

ます。
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ドキュメント・ウィンドウの右ペインにある「Enumeration: AlertState」ハイパーリンクを選択す
ると、「Object Schema (Enumeration Cross-Reference)」ページが表示されます。このページは、
「Enumeration: AlertState」ページにリストされているすべてのアラート状態への相互参照です。
アラート状態属性が備わっているすべてのオブジェクトが、ここに表示されます。このページに

は、オブジェクトの「Icon」、「Class Name」、およびそのクラスの「Description」が含まれてい
ます。

 「「「「Object Schema (Enumeration Cross-Reference)」」」」ページ

「AlertState」の
列挙型の列挙型の列挙型の列挙型の

「「「「Enumeration
X-Reference」」」」
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Online Documents (オンラインオンラインオンラインオンライン・ドキュメント・ドキュメント・ドキュメント・ドキュメント)
保管されたドキュメントを表示すると、ドキュメントまたはマニュアルの最新のオンライン・バ

ージョンを見ることができます。ドキュメント・ウィンドウの左ペインにある TOC (ツリー構造形
式になっています) を使用すると、ドキュメントに素早くアクセスすることができます。「Online
Documents」の隣の正符号 (+) をクリックすると、使用可能なオンライン・ドキュメントが表示さ
れます。ドキュメントまたはマニュアルを選択して、ドキュメント・ウィンドウの右ペインに表

示させることができます。

「Online Documents」ページ

ドキュメントのタイプ (拡張子) によっては、適切なソフトウェア (Word、Internet Explorer、Netscape
Navigator) がユーザーのマシンのローカルにロードされている必要があります。(Tivoli Business
Systems Manager は、適切な製品を使用して表示することを試みるだけであって、ドキュメントを
解釈することはありません。)

_____________________________________________________________________________________

注注注注: 選択されたドキュメントには、ハイパーリンクが組み込まれていることがあります。これらの
ハイパーリンクを使用すると、ドキュメント内を簡単に移動できます。
_____________________________________________________________________________________

スクロール

ダウンして

ドキュメン

ト全体を見

ることがで

きます。

TOC から
「Tivoli
Business
Systems
Manager User
Guide」を選択す
ると、右ペイン

にガイドが表示

されます。
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オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト・スキーマの・スキーマの・スキーマの・スキーマのリンクリンクリンクリンク・ボタン・ボタン・ボタン・ボタン

Attributes (属性属性属性属性)
「Object Schema (Class Attributes)」ページには、選択されたクラスに関するすべての属性が表示
されます。属性とは、追加情報 (オブジェクトの特性) の要素のことです。「Class Attributes」ペ
ージには、あるクラスに関連したオブジェクト・クラス、名前とアイコン、基本クラス、および

その他の属性が表示されます。このページには、属性の「Name」、「Type」、「Length」、およ
び「Description」が表示されます。

「「「「Object Schema Class Attributes」ページ」ページ」ページ」ページ

ハイパーリ

ンクをクリ

ックすると、

このオブジ

ェクトの

「Base
Class」の属
性を表示す

ることがで

きます。
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「Base Class」グループ化を使用すると、現行クラスとその派生クラスを表示させることができま
す。次の図では、CICS 領域領域領域領域の基本クラスは「Business Object」になっています。「Base Class: Business
Object」をクリックすると、「Object Schema (Base Class Attributes) 」ページに移動します。

「Object Schema (Base Class Attributes)」ページ

「「「「Base
Class:
Business
Object
Class:
BATCH」」」」
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Methods (メソッドメソッドメソッドメソッド)
メソッドとは、あるオブジェクトが実行することのできるプロセスまたは手順のことです。

「Object Schema (Class Methods)」ページには、選択されたクラスに関連するすべてのメソッドが
表示されます。あるオブジェクトに関するすべてのメソッドが、「Class Methods」ページに表示
されます。

「Object Schema (Class Methods)」ページ

「Description」見出しの下にメソッド・パラメーターのリストが表示されます。これらのパラメ
ーターにより、メソッドがプロセスまたは手順を完了させるために必要な追加情報が提供されま

す。たとえば、メソッド「GetJobChain」にはパラメーター「Predecessors」、「Successors」、お
よび「Chain」が必要です。パラメーターの記述および要求されるパラメーター・タイプが、各パ
ラメーターの右側に表示されます。

メソッドの「Name」列の下にあるハイパーリンクをクリックすると、「Methods Cross-Reference」
ページが表示されます。このページには、選択されたメソッドを含む他のクラスがリストされま

す。

「Name」見出
しの下のハイ

パーリンクを

使用すると、

「Method
Cross-
Reference」ペ
ージに移動す

ることができ

ます。

パラメーターの

「Name」、
「Description」、
および「Type」
列見出し
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「Object Schema (Methods Cross Reference)」ページには、そのメソッドにアクセスすることので
きるクラスへのすべての相互参照がリストされます。次の例では、「GetJobChain」メソッドにア
クセスできるすべてのクラスが示されています。「Method X-Reference」見出しの下に、「Icon」、
「Class Name」、および「Description」が表示されています。

「GetJobChain」の「Methods Cross Reference」ページ

「「「「Method:
GetJobChain」」」」
相互参照ペー

ジ
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Events (イベントイベントイベントイベント)
「Object Schema (Class Events)」ページには、選択されたクラスに関連するすべてのイベントが表
示されます。イベントとは、特定のオブジェクトに関して生成されるアクションまたはオカレン

スのことです。イベントは、「Message Events」と「Exception Events」の 2 つのグループに別れ
て表示されます。表示されるメッセージまたは例外ごとに、「Message ID」または「Exception ID」、
「Alert State」、「Priority」、「Source」、および「Description」が表示されます。

「Object Schema (Class Events)」ページ

スクロールダ

ウンすると、

すべてのイベ

ントを見るこ

とができま

す。
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Links (リンクリンクリンクリンク)
「Object Schema (Class Links)」ページには、あるオブジェクトに関するすべてのリンクが表示さ
れます。1 つのリンクは、リンク・タイプに基づいて 2 つのオブジェクトを接続します。「Object
Schema (Class Links)」ページには、選択されたクラスに関する「Source Links」と「Destinations
Links」の両方が表示されます。「Class」、「Class Name」、「Type」、および「Description」が
メイン表示領域に表示されます。

「Object Schema (Class Links)」ページ

「「「「Source
Links」」」」

「「「「Destination
Links」」」」
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Parents (親親親親)
「Object Schema (Class Parents)」ページには、あるオブジェクト・クラスに関連付けることので
きるすべての親オブジェクトが表示されます。親オブジェクトとは、物理ツリーにおいて、他の

オブジェクトを含むことのできるオブジェクトのことです。含まれるオブジェクト (子オブジェク
ト) は、多くの場合親オブジェクトに依存します。親は、Tivoli Business Systems Manager 物理ツリ
ー上だけのリンクです。

「Object Schema (Class Parents)」ページ

「「「「Class:
BATCH」」」」の
「「「「Parent
Links」」」」
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Children (子子子子)
「Object Schema (Class Children)」ページには、現在選択されているクラスに関連するすべての子
オブジェクトが表示されます。子オブジェクトは、Tivoli Business Systems Manager 階層ツリー内の
あるオブジェクトの下に入ることのできるオブジェクトです。子は、Tivoli Business Systems
Manager 物理ツリー上だけのリンクです。「Class Icon」、「Class ID」、および「Class Name」
が表示領域に表示されます。

「Object Schema (Class Children)」ページ

「「「「Class:
BATCH」」」」の
「「「「Child Links」」」」
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States (状況状況状況状況)
「Object Schema (Class States)」ページには、選択されたクラスで取りうるすべての状態が表示さ
れます。あるオブジェクトの状態は、特定の時点におけるそのオブジェクトの現在の状態または

本来あるべき状態を表します。このページには、現在の状態または本来あるべき状態が取りうる

すべての値がリストされます。「Name」、「Value」、「Label」、および「Description」がメイ
ン表示領域に表示されます。

「Object Schema (Class States)」ページ

「「「「Class:
BATCH」」」」の
「「「「Desired
States」」」」

「「「「Class:
BATCH」」」」の
「「「「Current
States」」」」
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Attribute Pages (属性ページ属性ページ属性ページ属性ページ)
「Object Schema (Class Attributes Pages)」ページには、Tivoli Business Systems Manager プロパテ
ィー・シートに含まれているタブのうち、クラスが適切な順序になっているすべてのタブが表示

されます。このページには、ユーザーが選択したオブジェクト用の Tivoli Business Systems Manager
プロパティー・シートをシステムが作成するために必要な順序で、すべての機能が表示されます。

「Order」および「Function Name」がメイン表示領域に表示されます。

「Object Schema (Class Attributes Pages)」ページ    
  

「Attribute
Pages」には、
ユーザーが選

択したオブジ

ェクト・タイ

プ用の Tivoli
Business
Systems
Manager プロ
パティー・シ

ートに表示さ

れる、すべて

のタブが表示

されます。
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Rules (ルールルールルールルール)
「Object Schema (Class Rules)」ページには、特定のクラスに関するすべてのルールがリストされ
ます。たとえば次の図では、バッチ・ジョブがどれだけ遅れているか、またどのフィルター値が

そのバッチ・ジョブに割り当てられているかを判別するために、ルール 6 ～ 8 が使用されていま
す。このページに表示される見出しは、「Rule Id」、「Description」、「Filter Restrict」、およ
び「Filter Value」です。

「Object Schema (Class Rules)」ページ

「Rules」見出し
には、ユーザー

が選択した特定

のクラスに関す

るすべてのルー

ルが表示されま

す。
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Functions (機能機能機能機能)
「Object Schema (Class Functions)」ページには、特定のクラスに関する一連のルールがリストさ
れます。たとえば次の図では、アドミニストレーターが、前に述べた「Rules」のリストからルー
ル 6 ～ 8 を使用して、遅れているバッチ・ジョブのための「Set Current State to Yellow for jobs that
are late」機能を設定しています。このページに表示される見出しは、「Function Id」および
「Description」です。

「Object Schema (Class Functions)」ページ

「Functions」見
出しを使用する

と、特定のクラス

の機能に適用さ

れる一連のルー

ルを見ることが

できます。
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ドキュメンテーション機能の終了ドキュメンテーション機能の終了ドキュメンテーション機能の終了ドキュメンテーション機能の終了

ドキュメント・フィーチャーの使用を終了すると、ドキュメント・ウィンドウで「Close」ボタン (X)
をクリックしてシステムを終了させることができます。また、「Tivoli Business Systems Manager」
メニューから「File」を選択して、「Close」をクリックすることもできます。これにより、ユー
ザーの Tivoli Business Systems Manager ワークステーションに戻り、該当のビューが表示されます。

___________________________________________________________________________________

注注注注: メニュー・バーから「File」を選択して「Exit」をクリックすると、Tivoli Business Systems Manager
アプリケーションがクローズします。
___________________________________________________________________________________

ドキュメン

ト・ウィンドウ

をクローズす

るには、(X) を
クリックしま

す。

ドキュメン

ト・ウィンドウ

を終了させる

には、「File」
メニューで

「Close」をクリ
ックします。
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ハイパービュー表示オプションハイパービュー表示オプションハイパービュー表示オプションハイパービュー表示オプション

ハイパービューハイパービューハイパービューハイパービュー・オプションでは、ユーザーのエンタープライズを構成する各種のオブジェクト

の最新情報が表示されます。ハイパービューハイパービューハイパービューハイパービューには、アクティブ・ウィンドウ上の現在選択されて

いるオブジェクトのランチ・ポイントから得られた、省略ビューが表示されます。たとえば、Tivoli
Business Systems Manager ワークステーションから「Complex: Northeast」を選択し、右クリックし
てショートカット・メニューを表示します。「View」をポイントして「HyperView」をクリック
すると、選択されたオブジェクトのルート・ノードにビューが立ち上がります。ハイパービューハイパービューハイパービューハイパービュー

には、LOB 内でそのルート・ノードの下に含まれている、すべてのオブジェクトが表示されます。

「「「「Line of Business: ACC-T」のツリービュー」のツリービュー」のツリービュー」のツリービュー

マシンの集合を

右マウス・ボタ

ン・クリックし、

「View」をポイ
ントして

「HyperView」を
クリックすると、

ビューが立ち上

がります。



Tivoli Business Systems Manager User Guide      75

ハイパービューハイパービューハイパービューハイパービューには、選択されたノードの下にあるツリービューまたはハイパービューの内容全

体が表示されます。次の図は、ノード「Complex: Northeast」でオープンされたハイパービューハイパービューハイパービューハイパービューを

表しています。ハイパービューハイパービューハイパービューハイパービューは、ユーザーのエンタープライズを位相的に表示するほかに、ツ

リーに広がる特定の色のイベント内のオブジェクト間のすべてのリンクも表示します。

選択されたオブジェクト「Complex: Northeast」のハイパービュー

ルート・ノー

ドに続いて、

対応するすべ

てのオブジェ

クトが表示さ

れます。
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ハイパービューハイパービューハイパービューハイパービュー・インターフェース・インターフェース・インターフェース・インターフェース

ハイパービューハイパービューハイパービューハイパービュー・インターフェースを使用すると、大量のオブジェクトを同時に表示させること

ができます。Tivoli Business Systems Manager では、ツリービューからハイパービューハイパービューハイパービューハイパービューに移動して、

ユーザーが選択したノードの下にあるすべてのオブジェクトを表示することができます。ハイパハイパハイパハイパ

ービューービューービューービュー・インターフェースは、オブジェクト・ヒストリーを表示するための高速ナビゲーショ

ン・ツールを提供し、また各種アラート状態に対するフィルター操作を行います。

「Visible Nodes」フィルター・メカニズムを使用することにより、特定の「Alert States」になって
いるオブジェクト、または特定の「Priorities」が割り当てられているオブジェクトをフィルター
に掛けることができます。「Alert States」フィルターと「Priorities」フィルターは、個別に使用
することも同時に使用することもできます。「Alert States」でグループ化することにより、ビュ
ー内で探している特定のアラートをフィルターに掛けることができます。このグループ化によっ

て作られたボックスにマークを付けると、ハイパービューハイパービューハイパービューハイパービューは、その色のアラートが割り当てられ

ているオブジェクトに自動的にフォーカスを合わせます。グループから新しいアラート (たとえば、
Yellow だけ) を選択することにより、アラート・オプションを変更することができます。「Priorities」
グループ化を使用すると、特定の優先度だけを選択することができます。

「Node Spacing」スライド・バーを使用して外観を変更することにより、ビューをカスタマイズ
することができます。バーをスライドさせて、ノード間のスペーシングを増減させてください。

「Layout」ボタンを使用すると、画面レイアウトを変更することができるため、さまざまな視点
からオブジェクトを表示させることができます。たとえば、該当の「Layout」ボタンを選択して、
フォーカスを右から左右から左右から左右から左、左から右左から右左から右左から右、上から下上から下上から下上から下などに変更することができます。また、「Layout」
ボタンと一緒に「Home」および「Refresh」ボタンを使用することにより、選択したオブジェク
ト (ノード) をビューの中央に戻したり、フィルター基準を除去したりして、ハイパービューをデ
フォルト設定にリセットすることができます。
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「Complex: Northeast」のハイパービューハイパービューハイパービューハイパービュー

ハイパービューハイパービューハイパービューハイパービュー 内のいずれかのオブジェクトをクリック・アンド・ドラッグすると、そのオブジ
ェクトが展開されてウィンドウの中央に移動します。オブジェクトを移動すると、それに合わせ

てビューが調整され、隠されていたオブジェクトが現れます。この操作により、特定のオブジェ

クトがビューの前面に移動し、他のオブジェクトが隠れます。次の図では、「Visible Nodes」グル
ープ化で Yellow が選択され、「CICS Region: CICSJOE1」オブジェクトが表示領域の中央にドラ
ッグされています。

「Shrink」ボタ
ンを使用する

と、表示領域を

より広く使うこ

とができます。

「Search by
Name」または
「Search by
Type」テキス
ト枠を使用す

ると、検索文

字を入力し、

その結果を赤

のポインタ

ー・シンボル

でマークする

ことができま

す。

「Layout」ボタ
ンを使用して、

フォーカスを

変更すること

ができます。

「Visible Nodes」チェック・ボック
スを使用して、必要な特定のアラー

トをフィルターに掛けることがで

きます。
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リンクが色分けして表示されるので、ハイパービューハイパービューハイパービューハイパービュー内で問題を見つけやすくなります。

オブジェクトを

画面の中央にク

リック・アンド・

ドラッグし、他の

オブジェクトを

表示させます。

「Visible Nodes」
グループ化での

選択に対応して、

Yellow アラート
がオブジェクト

に表示されます。
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検索機能検索機能検索機能検索機能
ハイパービューハイパービューハイパービューハイパービューの検索検索検索検索機能は、「Search by Name」グループ化および「Search by Type」グループ
化からなっていて、ユーザーのビュー内で特定のオブジェクトを検索できるようにします。

「Search by Name」または「Search by Type」テキスト・スペースに入力する文字数を多くすると、
システムが検索する範囲を狭めることができます。システムは、該当のオブジェクト名の隣に赤

のポインター矢印を置いて、ユーザーの要求にマークを付けます。必要なオブジェクト (1 つ以上)
を見つけたら、右マウス・ボタン・クリックするだけで、選択項目に関連したヒストリー・デー

タを表示させることができます。

オブジェクト名を入力すると、そのストリングに一致するオブジェクトが赤い赤い赤い赤い記号とともにビューに表示さ

れます。

「Search by
Name」」」」または
「Search by Type」
ボックスに検索文

字を入力すると、

システムが自動的

にそれらのオブジ

ェクトを見つけ出

します。

検索対象のオブ

ジェクト名の隣

に、赤いポイン

ター矢印が表示

されます。
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ビジネスビジネスビジネスビジネス・インパクト・インパクト・インパクト・インパクト・ビュー・ビュー・ビュー・ビュー

ビジネスビジネスビジネスビジネス・インパクト・インパクト・インパクト・インパクト・ビューは、ハイパービューを視覚化メソッドとして使用します。これに

よって、ユーザーが複数のアプリケーションまたはビジネス単位で共用されるオブジェクトにフ

ォーカスを当てて、障害によってそれらのアプリケーションまたはビジネス単位が受ける影響を

迅速に判別できるようにします。さらに、Tivoli Business Systems Manager アドミニストレーターは、
複数の共用されない LOB にオブジェクトを配置して、それらのオブジェクトが異なって表現され
るようにできます。たとえば、物理ツリー上のオブジェクトをアプリケーション別に表示するこ

とも、ビジネス単位別に表示することもできます。

次の図のツリービューでは、「Line of Business: ACC2」内にあるオブジェクト・タイプ「DB2
Database: DB2 (7)」に、Yellow アラート状態が含まれています。「DB2 Database: DB2 (7)」オブ
ジェクトを右マウス・ボタン・クリックし、「View」をポイントして「Business Impact」をクリ
ックすると、影響されたオブジェクトとそれを含むシステムとの関連が表示されます。

オブジェクトが選択され、ショートカット・メニューで「Business Impact」表示オプションが示されている
「Line of Business: ACC2」のツリービュー

ツリービュー

からアラート

状態になって

いるオブジェ

クトを選択

し、「View」
をポイントし

て「Business
Impact」をク
リックしま

す。
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� ビジネスビジネスビジネスビジネス・インパクトを表示させる方法・インパクトを表示させる方法・インパクトを表示させる方法・インパクトを表示させる方法

1. オブジェクトを選択します。
2. オブジェクト・タイプを右マウス・ボタン・クリックして、ショートカット・メニューを表示
します。

3. 「View」をポイントして「Business Impact」をクリックします。

次の図は、オブジェクト・タイプ「DB2 Database: DB2 (7)」がシステムに与えるビジネスビジネスビジネスビジネス・イン・イン・イン・イン

パクトパクトパクトパクトを表し、それを含んでいる各 LOB の視覚的役割を示しています。ハイパービューのコント
ロールを使用して、ユーザーが希望するモードでオブジェクトをさらに表示することができます。

ビジネスビジネスビジネスビジネス・インパクト・インパクト・インパクト・インパクト・ビュー

_____________________________________________________________________________________

注注注注: あるオブジェクトのビジネスビジネスビジネスビジネス・インパクト・インパクト・インパクト・インパクトは、ツリービューツリービューツリービューツリービューからでもハイパービューハイパービューハイパービューハイパービューからで

も、同じドロップダウン・メニューの機能を使用して表示させることができます。
_____________________________________________________________________________________

元のビューか

ら選択された

オブジェクト

がビジネスビジネスビジネスビジネス・イ・イ・イ・イ

ンパクトンパクトンパクトンパクト・ビュ

ーの中央に表

示されます。

影響を受ける

オブジェクト

を含むすべて

の LOB が下
にリストされ

ます。
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オブジェクト詳細の調査オブジェクト詳細の調査オブジェクト詳細の調査オブジェクト詳細の調査

Tivoli Business Systems Manager 環境における各オブジェクトには詳細プロパティー・シートが含ま
れ、そのオブジェクトに関するデータを表示または更新できるようになっています。オブジェク

トの詳細プロパティー・シートは、そのオブジェクトに特定の情報を含むタブ付きページ の集合
であり、名前、テキストによる説明、アラートのフィルターおよびしきい値コントロールなどの

情報が含まれています。プロパティー・シートをオープンすると、各タブをクリックすることに

より、さまざまな詳細情報およびコントロールを含むオプションのセット内で、オプションを切

り替えることができます。

オブジェクト詳細のプロパティー・シートを使用して、以下のことを表示および実行することが

できます。

� 「Name」、「Description」、「Current State」、「Desired State」などの、オブジェクトに関す

る各種の属性を表示する。

� 現在通知されている例外およびコンソール・メッセージを検査して、アラートの原因を調べる。

� 伝搬およびフィルター操作のためのしきい値を表示し、設定する。

� 受け取った例外をタイプおよび値によって優先順位付けする。

� スケジューリング情報を表示し、設定する。

オブジェクト詳細のプロパティー・シートに表示されるタブの数は、オブジェクト・タイプによ

って異なります。たとえば、Tivoli Business Systems Manager で定義されているオブジェクト・タイ
プのいくつかは、集合オブジェクト です。集合オブジェクトは、個別オブジェクトのコレクショ
ンを表します。集合オブジェクトの例として、マシンの集合があります。マシンの集合 はオブジ
ェクト・タイプであり、マシンのコレクションです。マシンは、Tivoli Business Systems Manager に
よってモニターされる 1 つのハードウェアです。マシンの集合は集合オブジェクト・タイプであ
るため、マシンの集合が直接にコンソール・メッセージや例外を受け取ることはありません。し

たがって、CICS オブジェクトとは異なり、例外用のテーブルを含みません。マシンの集合は、マ
シンなどの子オブジェクトからのアラートの伝搬 によってのみ、アラートを受け取ります。伝搬
とは、LOB オブジェクトへのリンクが存在する物理アウトライナーまたは LOB ビュー上のオブジ
ェクトから、アラートを上の階層に上昇させることです。次の図は、オペレーティング・システ

ムでアラートが発生した結果としてアラートを受け取る、マシンの集合を表しています。アラー

トの伝搬は、Tivoli Business Systems Manager アドミニストレーターがオブジェクト・タイプまたは
オブジェクト・レベルで設定したしきい値によって制御されます。これらのしきい値レベルは、

オブジェクトのプロパティー・シートの「Exceptions」タブから表示することができます。
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階層を上昇するアラートの伝搬

� オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト・タイプのプロパティー・タイプのプロパティー・タイプのプロパティー・タイプのプロパティー・シートをオープンする方法・シートをオープンする方法・シートをオープンする方法・シートをオープンする方法

1. 該当オブジェクト・タイプのアイコンをクリックして、オブジェクト・タイプを選択しま

す。

2. 「Edit」メニューで、「Properties」をクリックします。

- または -

1. オブジェクト・タイプを選択し、右マウス・ボタンをクリックして「Properties」をクリッ
クするか、オブジェクト・タイプを選択してからショートカット・キー「ALT-ENTER」
を使用するか、あるいは、オブジェクト・タイプをダブルクリックします。

注注注注: あるオブジェクトの詳細プロパティー・シートをオープンすると、それをデスクトップでオー
プン状態のままにしておくことができます。別のオブジェクトをダブルクリックすると、その詳

細プロパティー・シートには、新しく選択されたオブジェクトのデータが入ります。

オブジェクト

「STC:
APPC」が Red
アラートを受

け取ります。

伝搬は、最初に

OS レベルまで
行われ、続いて

LPAR、マシン、
そしてマシンの

集合に対して行

われます。
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オブジェクト属性の検査オブジェクト属性の検査オブジェクト属性の検査オブジェクト属性の検査

「Attributes」タブは、オブジェクトのプロパティー・シート内のデフォルト選択項目です。すべ
てのオブジェクトには「Attributes」ダイアログ・ボックス / プロパティー・シートがあります。こ
れには、「Name」、「Desired State」、「Current State」、およびそのオブジェクト・タイプに特
定のその他の属性が含まれます。また、オブジェクトに関する名前とタイプ以外の情報を提供す

る「Description」テキスト枠も含まれます。この「Description」テキスト枠は、保管し、表示する
ことができます。次の図は、CICS オブジェクトの「Attributes」タブを示しています。

オブジェクトの名前をここに入力

します。

オブジェクトの説明をここに入力しま

す。

このボックスには、オブジェクトの

「Desired State」が入ります。

このボックスには、オブジェクトの

「Object Priority」が入ります。

オブジェクト・タイプ特定の追加情

報

このボックスには、このオブジェクト

の現在アクティブな例外が入ります。

このオブジェクトの現在アクティブ

なコンソール・メッセージが入りま

す。

このボックスには、オブジェクトの

「Current State」が入ります。
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� オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト・タイプの名前を変更する方法・タイプの名前を変更する方法・タイプの名前を変更する方法・タイプの名前を変更する方法

1. オブジェクト・タイプの名前の最初の文字の前の「Name」テキスト枠をクリックします。
2. マウス・ボタンをクリックして押し下げたまま、オブジェクトの名前の終わりまでドラッグし、
オブジェクト・タイプの名前全体を強調表示させます。

3. オブジェクト・タイプの新しい名前を入力します。

� オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト・タイプの説明を入力する方法・タイプの説明を入力する方法・タイプの説明を入力する方法・タイプの説明を入力する方法

1. 「Description」テキスト枠をクリックし、新しい説明の入力を開始します。
2. 除去したい説明がある場合には、そのテキストを強調表示させて、その上に上書きします。
3. 説明に追加を行いたい場合には、現在の説明の最後の文字のすぐ後ろをマウスでクリックしま
す。そして、入力を開始します。

� オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト・タイプの優先順位を変更する方法・タイプの優先順位を変更する方法・タイプの優先順位を変更する方法・タイプの優先順位を変更する方法

1. 「Object Priority」矢印をクリックして優先順位オプションを表示します。
2. 希望する優先順位オプションを選択するか、あるいは「Object Priority」ボックスに名前を入
力します。

� この値は、オブジェクトによって開始されたイベントに割り当てられ、そのうえで親オブジェ

クトに送信されます。アラートなどのオブジェクトでアクションが発生すると、そのオブジェ

クトは親オブジェクトに渡されるイベントを開始します。送信されたアラートには、このボッ

クスで指定された優先順位の値が示されます。
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最新メッセージまたは例外の表示最新メッセージまたは例外の表示最新メッセージまたは例外の表示最新メッセージまたは例外の表示

「Current Messages」および「Current Exceptions」リスト・ボックスは、オブジェクトの詳細プロ
パティー・シートの最初のタブに表示されます。それぞれのリストは、行と列の形式を使用して、

行で個々のメッセージまたは例外を表し、列でそのメッセージまたは例外のフィールドを表しま

す。これらのリストはともに、詳細プロパティー・シート内の他のタブに表示されます。大きな

「Current Messages」リストと、メッセージに関するその他の情報が「States」タブに含まれ、
「Current Exceptions」リストが「Exceptions」タブに含まれています。最初のタブにある短縮さ
れたビューを使用すると、このオブジェクトに関する現行の未解決のメッセージおよび例外を迅

速に判別することができます。

「Current Messages」リスト
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� 最新メッセージまたは例外を表示する方法最新メッセージまたは例外を表示する方法最新メッセージまたは例外を表示する方法最新メッセージまたは例外を表示する方法

1. 該当のメッセージまたは例外をダブルクリックし、ポップアップ・ウィンドウから情報を読み
取ります。

� リスト内のメッセージまたは例外を調べている場合、メッセージ内のフィールドのいくつかが、

指定されたボックスに入りきっていないことがあります。このテキストを表示するためには、

ヘッダー・バーのフィールド仕切りをクリックし、右または左にドラッグしてフィールドを拡

張または縮小してください。例外またはメッセージの詳細を迅速に表示する方法として、例外

またはメッセージをダブルクリックすることができます。これにより、そのメッセージまたは

例外の詳細を表示するウィンドウが現れます。次の図は、例外に含まれるデータのすべてのフ

ィールドを表示した「Exception Detail」ウィンドウを示しています。

「Next」または
「Previous」を
クリックする

と、そのリスト

内の次の例外

または直前の

例外が表示さ

れます。
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「「「「Current State (現行状態現行状態現行状態現行状態)」と」と」と」と「「「「Desired State (本来あるべき状態本来あるべき状態本来あるべき状態本来あるべき状態)」」」」

オブジェクトの「Current State」は、そのオブジェクトが現時点で使用可能である かどうかを表し
ます。それぞれのオブジェクトには、「Current State」の少なくとも 2 つの値��「Inactive」また
は「Active」が含まれています。オブジェクトの「Desired State」は、そのオブジェクトがその時
点で使用可能であるべき かどうかを表します。各オブジェクト・タイプごとの、全範囲の状態値
が付録 C に示されています。「Current State」と「Desired State」の比較は、あるオブジェクトが使
用可能かどうかを判別するための 1 つの方法です。「Current State」はオブジェクトの現在の可用
性によって決まり、「Desired State」は、あるオブジェクトのスケジュールまたはカレンダー (あ
るいはその両方) によって決まります。各オブジェクトには、そのオブジェクトが「Active」(使用
可能または処理中) であるか「Inactive」(使用不可能または非処理中) である期間を定義するスケジ
ュールが決まっています。属性画面上のこれらのフィールドは、両方とも読み取り専用であり、

Tivoli Business Systems OS/390 によって制御されます。「Current State」と「Desired State」は、
ともに、「Attribute」タブにリストされるため、アラートが発生した場合にあるオブジェクトが
使用可能かどうかを、すぐに判別することができます。

注注注注:  詳細ダイアログ・ボックスは、挿入操作中にユーザーがオブジェクト・タイプを選択した後で、
新しく挿入されたオブジェクトを自動的にオープンします。この時点では、このタブだけがウィ

ンドウに表示されています。新しいオブジェクトの名前を入力し、「Create」をクリックしてく
ださい。残りのタブおよびフィールドがウィンドウに表示されます。 その後で、そのオブジェク
トに関する残りの属性情報を入力することができます。「OK」をクリックしてください。
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可用性に影響を与えるイベント可用性に影響を与えるイベント可用性に影響を与えるイベント可用性に影響を与えるイベント

イベント の結果として、アラート通知などのオブジェクトに対するアクション、またはビュー内
を上下するアラートの伝搬が行われます。イベントとは、あるオブジェクトに関連した例外、ま
たはあるオブジェクトに対する状態変更のことです。例外の例として、CICS トランザクションと
関連した受諾不能な応答時間などがあります。イベントの例として、このほかに、バッチ・ジョ

ブが異常終了したことを通知するコンソール・メッセージの受信があります。これにより、状態

変更が起こり、イベントが発生します。モニターされている環境でイベントが発生すると、Tivoli
Business Systems Manager は、影響を受けるオブジェクトのアイコンにアラート・アイコンを「タ
グ付け」して、イベントを記録および表示します。

                          アラート・アイコン

 
                                      �オブジェクト・アイコンへのアラート・アイコンの「タグ

「「「「Exceptions (例外例外例外例外)」タブと」タブと」タブと」タブと「「「「Child Events (子イベ子イベ子イベ子イベ

「Exceptions」タブと「Child Events」タブの目的は、オブジェクトのパ
またはオブジェクトの子から発生して、オブジェクトによって受信された

が表示できるようにすることです。「Exceptions」タブおよび「Child Ev
外テーブルが含まれています。これにより、Tivoli Business Systems Manag
は、アラートを生成するまでに受け取ることのできる例外の数を表すしき

できます。「Exception」タブは、選択されたオブジェクトで直接に発生
の数を表す、許容度を定義するものです。「Child Events」ダイアログ・
オブジェクトの子の 許容度を実際に定義します。固有な各タイプの例外
先順位スキーマ (これは、このセクションの後の部分で説明する「Priori
スで定義されます) が関連付けられています。たとえば、CICS オブジェ
時間」および「ストレージ不足」例外が「High」優先順位として定義され
ェクトを、イエローの警告アラート・アイコンにタグ付けするまでに 6 つ
外を受け取ることができるように構成することができます。このオブジェ

または「ストレージ不足」タイプの例外を 6 回目に受け取ると、しきい値
め、タグ付けされます。

オブジェクト・

アイコン
アラート・タグの付いた

オブジェクト・アイコン
付け」

ントントントント)」タブ」タブ」タブ」タブ

フォーマンス・モニター

例外の数を、ユーザー

ents」タブには、集合例
er アドミニストレーター
い値を設定することが

することが許される例外

ボックスは、選択された
またはイベントには、優

ty」ダイアログ・ボック
クトについては、「応答

ています。このオブジ

の「High」優先順位例
クトは、「応答時間」

を超えたことになるた
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Child Events (子イベント子イベント子イベント子イベント)

別の例を使用して、前に述べた CICS オブジェクトの子オブジェクトについて説明します。CICS オ
ブジェクトに含まれるいくつかのトランザクション・オブジェクトがしきい値を超えて、アラー

トがタグ付けされたと仮定します。アラートがタグ付けされた各トランザクションはイベントを

生成し、それを親である CICS オブジェクトに伝搬します。オブジェクトで発生した子イベントは、
「Child Events」タブで表示することができます。イベントは、問題のオブジェクトをリスト形式
の記録で表示します。イベント記録は、それをオープンしたとき、またはしきい値マトリックス

からセルを選択したときに強調表示されます。また、「Current Child Events」グループ化で強調
表示されているイベント記録をダブルクリックするだけで、1 次ソースまでナビゲートすることが
できます。このようにすると、その例外または問題のメッセージが強調表示された状態で、1 次ソ
ース・オブジェクトの「Details」ウィンドウがオープンします。そのイベントの 1 次ソースより
も複数レベル上のオブジェクトをオープンしていた場合には、子イベントを受け取ったその階層

内で、1 つ下のレベルのオブジェクトに下降することになります。ツリーを上昇するには、上上上上矢印
のあるフォルダー・アイコンをクリックしてください。

ここをクリックすると、ビ

ュー内のツリー構造を上方

向にナビゲートされます。

子イベント記録。ダブルクリッ

クすると、1 次ソースまで下方向
にナビゲートされます。
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アラートの原因の判別アラートの原因の判別アラートの原因の判別アラートの原因の判別

Tivoli Business Systems Manager は、ユーザーのシステム、アプリケーション、およびリソースを表
すオブジェクトを通知することにより、可用性の問題をユーザーに通知します。ユーザーの環境

で可用性を脅かすイベントが発生すると、Tivoli Business Systems Manager はそのオブジェクトにア
ラートを表示してユーザーに通知します。現在、オブジェクトには次の 2 つのタイプのアラート
が表示されるようになっています。

アラートアラートアラートアラート・タイプ・タイプ・タイプ・タイプ 説明説明説明説明

これは警告 (Yellow) アラートです。これが表示された場合、オブジェクトは機
能していますが、可用性が危険にされされています。これは、システムの過負

荷が原因であることも、データ・センターの通常の運用の一部であることもあ

ります。

これはクリティカル (Red) アラートです。これが表示された場合、オブジェク
トは利用不能であるか、あるいは可用性が重大な危険にさらされています。こ

の場合、ユーザー側で問題判別を行う必要があり、修正が必要な場合もありま

す。

アラートの原因の判別アラートの原因の判別アラートの原因の判別アラートの原因の判別: 段階的な手順段階的な手順段階的な手順段階的な手順

可用性に影響を与えるイベントまたはシナリオはいくつもあり、これらがオブジェクトのアラー

トの原因になる可能性があります。これらには、サブシステムの破損、パフォーマンス低下、ス

ケジュールされていないダウン時間、およびあるオブジェクトの子オブジェクトや親オブジェク

トから発生した問題が含まれます。アラートの原因を判別するときには、オブジェクトの詳細ダ

イアログ・ボックスを調べる必要があります。以下の情報は、検査対象のアラートは最近発生し

たもので、クリティカル (レッド) ・アラートであることを想定しています。
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現在アラートされているオブジェクトのオブジェクト現在アラートされているオブジェクトのオブジェクト現在アラートされているオブジェクトのオブジェクト現在アラートされているオブジェクトのオブジェクト・タイプは何か・タイプは何か・タイプは何か・タイプは何か ?
現在のオブジェクト・タイプに関するアラートの考えられる原因を知っておくことが大切です。

これによって、オブジェクトの詳細を調べるときに、アラートの潜在的な原因の多くを排除する

ことができます。たとえば、オブジェクト・タイプの中には、子オブジェクトがイベントを伝搬

するまでイベントを受け取らないものがあります。現行オブジェクトがこのようなタイプに該当

する場合、アラートの原因から例外を除外することができます。次の表は、定義された各オブジ

ェクト・タイプのアラートの原因を判別するために役立ちます。

アラートの原因アラートの原因アラートの原因アラートの原因:

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト・タイプ・タイプ・タイプ・タイプ コンソールでコンソールでコンソールでコンソールで

実施された状実施された状実施された状実施された状

態変更態変更態変更態変更

パフォーマンスパフォーマンスパフォーマンスパフォーマンス・モニ・モニ・モニ・モニ

ターの例外ターの例外ターの例外ターの例外

子イベント子イベント子イベント子イベント

Enterprise (エンタープライズ) �

Complex (マシンの集合) �

Machine (マシン) �

Logical Partition (論理区画)
(LPAR)

�

Operating System  (オペレーティ
ング・システム) (OS)

� �

Batch Jobs (バッチ・ジョブ) � � �

CICS � � �

IMS � � �

Started Task (開始タスク) (STC) � � �

LU � �

Dataset (データ・セット) � �

Transaction (トランザクション) � �

File (ファイル) � �

DASD � � �

Tape (テープ) � � �

これらのオブジェクト・タイプは、理論的には、親の状態変更の通知を受け取ることができ、オ

ブジェクト・タイプが他のオブジェクト・タイプの集合を表しています。たとえば、エンタープ

ライズはマシンの集合の集合体であり、マシンの集合はマシンの集合体です。
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状態変更であるのか状態変更であるのか状態変更であるのか状態変更であるのか ?
「Current Messages」リストを選択し、リストの上部、特に「State」フィールドにあるメッセー
ジを調べてください。「State」フィールドに「Inactive」または「Abended」というテキストが含
まれていて、日付が現行日付と一致し、時刻が現行時刻と 1 分以内の違いしかないときには、そ
のメッセージは現行メッセージであり、このアラートの原因として最初に疑う必要があります。

疑わしいメッセージ内で「Inactive」または「Abended」というテキストは、そのオブジェクトが
しかるべきときにアクティブになっていなかったか、あるいは予期しないときに異常終了または

停止したことを示しています。

先頭のメッセージの日時が現行時刻と 1 分以上違っている場合には、次の可能性として、例外を
疑う必要があります。

例外であるのか例外であるのか例外であるのか例外であるのか ?
「Current Exceptions」リストを選択し、選択されたオブジェクトに例外が含まれている場合には、
最新の例外の日時を調べてください。そのうえで、その日時と現行時刻との違いが 1 分以内であ
るかどうかを調べてください。そのようになっている場合には、例外の名前と記述をメモしてく

ださい。この例外が何であるのかが分からない場合には、「Help」ボタンをクリックして、「Table
of Contents」タブの下の参照セクションに進んでください。このセクションには、各オブジェク
ト・タイプごとに、それぞれの例外の要旨がアルファベット順に列挙されています。(この情報は、
本書の終わりにある付録 B にも記載されています。)

「Exceptions」タブをクリックしてください。最新の例外を調べてください。そして、例外カウン
ト・テーブルを見て、どの例外が例外集合しきい値を超えているのかを調べてください。

一般に、クリティカルな例外は常にアラートの原因となります。どの例外 (複数の場合もあります)
が原因となってしきい値を超えたのかを調べるためには、しきい値を超えたセルにカーソルを合

わせてください。問題となっている例外が強調表示されます。たとえば、次の「Exceptions」タブ
には、

「Yellow / Medium」のしきい値を超えていることが示されています。カーソルを「Yellow / High」
のセルに合わせると、しきい値を超える原因となった MAXT 例外を強調表示することができます。

「Exceptions」タブには、現在アクティブになっている例外がリストされます。集合例外テーブル
には、各優先順位ごとの現行のしきい値、およびオブジェクトが受け取った例外の現行カウント

が表示されます。
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例外か、それとも子オブジェクトからの状態変更か例外か、それとも子オブジェクトからの状態変更か例外か、それとも子オブジェクトからの状態変更か例外か、それとも子オブジェクトからの状態変更か ?
最新の例外が表示されず、しきい値の設定値が超えられていない場合には、アラートは 1 つ以上
の現行オブジェクトの子から伝搬された可能性があります。オブジェクトの子の可用性が脅かさ

れているかどうかを判別するためには、まず最初に、現在選択されているオブジェクトの 1 つ下
のレベルでビューをオープンしてください。次のレベルでビューをオープンしたときに、アラー

トを含むオブジェクトが表示された場合には、これが問題のアラートの開始となっている可能性

があります。アクティブ・ビューの構成方法によっては、次のレベルでビューを表示することが

できない場合があります。たとえば、ライン・オブ・ビジネスのビューは、子を持つオブジェク

トによって構成することができますが、そのオブジェクトの子の一部または全部を含めるかどう

かは、Tivoli Business Systems Manager のアドミニストレーターが決定することです。ライン・オブ・
ビジネスのビューがどのように構成されているのか分からない場合には、Tivoli Business Systems
Manager のアドミニストレーターにお尋ねください。いずれの場合にも、子オブジェクトがアラー
トの原因であることを確認するためには、「Child Events」をクリックしてください。「Child Events」
タブには、「Exceptions」に含まれているものと非常によく似た集合例外テーブルが含まれていま
す。このテーブルから、1 つ以上の子オブジェクトから発生したアラートが原因でアラートが発生
しているかどうかを見分けることができます。

「Child Events」タブには、現行オブジェクトの子であるオブジェクトからの例外および状態変更
だけをカウントする、集合例外テーブルが含まれています。

「Medium」優先順位集
合しきい値を超えてい

ます。これは、アラート

の原因を示すものです。

カーソルをしきい

値マトリックス・セ

ルに合わせると、そ

のセルのツール・ヒ

ントがオープンし、

問題の例外が表示

されます。
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子の例外および状

態変更から伝搬さ

れた例外をカウン

トします。
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ノートノートノートノート

ノートは、アラートの原因となる問題の所有権を引き受ける媒介手段であり、ユーザー間でオブ

ジェクト、問題、および一般情報に関する通信を行うために使用されます。ノートには、次の 3 つ
の種類があります。

目的目的目的目的 使用するノートのタイプ使用するノートのタイプ使用するノートのタイプ使用するノートのタイプ

Red アラートの原因となっている問題の所有
権を引き受ける。

Ownership (所有権)

すでに所有者が決まっている問題、または重

大度で所有権が示されていない問題に関する

情報を提供する。

Problem (問題)

オブジェクトに関する一般的な情報またはそ

の他の主題の提供または書き込みを行う。

Informational (情報)

アラートの所有権の引き受けアラートの所有権の引き受けアラートの所有権の引き受けアラートの所有権の引き受け
ユーザーがアラートの所有権を引き受けると、そのアイコンはアラート状態から所有状態に変化

します。次の図は、そのアイコンの変化を示しています。このように変化することで、システム

をモニターしているユーザーまたはその他の人が、応答を受けたアラートとそうでないアラート

を明確に識別できるようになります。

           
                                                      所有権の引き受け                

    
なんらかのオブジェクトに関する Red アラート (特定オブジェクトに重大な問題が生じているこ
とを表します) の所有権を引き受けると、問題を受け入れる約束をしたことになります。そして、
ノートのコンテキストにはユーザーのユーザー名が自動的に表示されます。その後で、ノートの

主題および本文を入力することができます。

Yellow アラートの所有権も引き受けることができます。Yellow アラートの「Ownership」ノートは、
Red アラートの場合と同様の方法で挿入することができます。

アラート・タグの付いた

オブジェクト・アイコン

所有権タグの付いた

オブジェクト・アイコン
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����   クリティカルクリティカルクリティカルクリティカル (Red) アラートまたは警告アラートまたは警告アラートまたは警告アラートまたは警告 (Yellow) アラートの所有権を引き受ける方法アラートの所有権を引き受ける方法アラートの所有権を引き受ける方法アラートの所有権を引き受ける方法

1. クリティカル・アラートまたは警告アラートを含むオブジェクト・タイプを選択します。

2. マウス・ボタンを右クリックして、ショートカット・メニューを表示させます。

3. 「Take Ownership」をクリックします。

4. 「Note」ボックスに、希望する情報を記入します。

5. 「OK」をクリックします。
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所有権タグは、そのアラートの所有者がそのノートを「Closed」状況に更新することを決定する
か、あるいはそのオブジェクトが再始動されるまで、オブジェクトに残されます。状況を「Closed」
に更新することは、ユーザーが問題を解決したことを意味し、オブジェクトが訂正状態に戻され

て使用可能になります。この状況を変更することができるのは、ノートの作成者だけです。

「Problem」ノートまたは「Ownership」ノートがクローズすると、オブジェクト・アイコンは、そ
のオブジェクトにまだ未解決のアラートがある場合を除き、「タグ」がなくなります。オブジェ

クトを再始動すると、オープンされている未解決の「Ownership」ノートがクローズし、すべての
例外および子イベントのしきい値が初期化されます。再始動により、またはシステムから発生し

たイベントによりノートがクローズしたオブジェクトには、「System Closed」が割り当てられま
す。

����   「「「「Ownership」ノートがある問題をクローズする方法」ノートがある問題をクローズする方法」ノートがある問題をクローズする方法」ノートがある問題をクローズする方法

1. 「Ownership」ノートを含むオブジェクト・タイプを選択します。

2. マウス・ボタンを右クリックし、「View」メニューで「Notes」をクリックします。

3. クローズしたいノートをリストから選択し、「Details」をクリックします。

4. 「Status」下矢印をクリックします。

5. 「Closed」を選択して「OK」をクリックします。

特定オブジェクトのノートを検査するための「View Notes」ダイアログ・ボックスの使用

「View Notes」
ダイアログ・ボ

ックス

「Ownership」ノー
トの「Status」フィ
ールド

ここにチェッ

クが付いてい

る場合には、現

行ユーザーは

そのノートの

作成者です。
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「「「「Informational (情報情報情報情報)」ノートおよび」ノートおよび」ノートおよび」ノートおよび「「「「Problem (問題問題問題問題)」ノート」ノート」ノート」ノート
「Informational」ノートおよび「Problem」ノートは、「Ownership」ノートよりも汎用的なノート
です。「Informational」ノートおよび「Problem」ノートは、Tivoli Business Systems Manager のオブ
ジェクト、問題、アラート、あるいはその他の主題に関する追加情報を提供するために使用する

ことができます。「Problem」ノートは、誰かが所有権を引き受けた問題の解決に関する追加情報
を提供したり、あるいは、誰かが所有権を引き受ける必要のあるような重大度ではない問題に関

する情報の 1 次ソースとして機能します。「Problem」ノートは、作成されたときに、状況をオー
プンします。この状況は、後で問題が解消されたときにクローズすることができます。ただし、

「Problem」ノートは、「Ownership」アイコンに所有権アイコンをタグ付けしたり、アラートがあ
る場合にそれを除去したりすることはありません。

「Informational」ノートは、「Problem」ノートよりもさらに汎用的です。このノートは、「Ownership」
ノートおよび「Problem」ノートで扱うことのできないすべての用途に使用することができます。
状況ボタンはぼかし表示され、状況が関連付けられていないことを表します。

����   「「「「Informational」ノートまたは」ノートまたは」ノートまたは」ノートまたは「「「「Problem」ノートを作成する方法」ノートを作成する方法」ノートを作成する方法」ノートを作成する方法

1. ノートを追加したいオブジェクト・タイプを選択します。

2. 「Insert」メニューで「Note」をクリックします。

3. 「Type」ボックスで、必要なノートのタイプをクリックします。

4. 「Subject」および「Message Text」ボックスにテキストを入力します。

5. 「OK」をクリックします。
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ノートのタイプ

ノートを作成して

いる人の

「Username」

ノートを作成

および更新す

るためのテキ

スト枠

ノートの主題

ノートの状況

(「Ownership」
または

「Problem」)
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アラート通知の構成アラート通知の構成アラート通知の構成アラート通知の構成
Tivoli Business Systems Manager には、Tivoli Business Systems Manager がアラートを生成したときに
それをいつ、どこに、どのように通知するのかを構成する機能が備わっています。たとえば、

「Options」ウィンドウを使用すると、次のような通知が行えるように Tivoli Business Systems
Manager を構成することができます。

� 次の図に示すように、Tivoli Business Systems Manager がデスクトップで最小化されたときに
Red アラートを表示する。

� 特定のライン・オブ・ビジネスでアラートが発生した場合、それをユーザーに知らせる。
 
� 特定のオペレーティング・システムでアラートが発生したときにサポート・スタッフに E メ
ールを送信する。

 
� アラートを受信したときに .wav ファイルのオーディオ・サンプルを再生する。

アラート通知を構成するためには、「Tools」メニューで「Options」をクリックしてください。
「Options」ダイアログ・ボックスがオープンし、存在するすべてのアラート通知コントロールを
開示します。次の図は、「Options」ダイアログ・ボックス内のさまざまなコントロールを示して
います。
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注注注注: 最小化アイコンの概念は、Windows NT ではサポートされません。Windows NT で実行されて
いるアプリケーションが最小化されると、そのアプリケーションはタスクバーに置かれ、アイコ

ンが関連付けられることはありません。

  
次の 2 つのパラメーターにより、何を通知するのかが制御されます。つまり、どのオブジェクト
でどのタイプのアラート (Red または Yellow) が発生したときに通知を行うのかを、制御すること
ができます。

Red アラートまたはアラートまたはアラートまたはアラートまたは Yellow アラートまたはその両方を通知アラートまたはその両方を通知アラートまたはその両方を通知アラートまたはその両方を通知

Red アラートを受け取ったときに通知パラメーターを実行するためには「Red Alerts」にチェック
を付け、Yellow アラートを受け取ったときに通知パラメーターを実行するためには「Yellow
Alerts」にチェックを付けてください。どのアラートを受け取ったときにも通知させたい場合には、
両方にチェックを付けてください。

アラートが発生したときに実

行させるプログラムの絶対パ

ス名をここに入力します。

前に指定した実行可能ファ

イルの引き数を入力します。

ここをクリックすると、プログラムがバ

ックグラウンドで実行されます。

ここをクリックすると、すべてのオ

ープン状態のオブジェクトまたは前

にユーザーがオープンしたすべての

オブジェクトでアラートが発生した

場合に、アクションが行われるよう

に設定することができます。

「「「「Substitution Parameters」」」」を使用
すると、Tivoli Business Systems
Manager から情報をエクスポート
することができます。

ここをクリックすると、アラートが通

知されたときに .wav ファイルの音声
が再生されます。

Red アラートまたは Yellow
アラート、あるいはその両方

のアラートをさせたい場合に

は、ここをクリックします。
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通知対象のオブジェクト通知対象のオブジェクト通知対象のオブジェクト通知対象のオブジェクト

「Which Objects?」の下の適切なアラートをクリックしてください。ビューで現在オープンされ
ているオブジェクトについてだけ通知を受けるようにすることも、前にオープンしたことのある

すべてのオブジェクトについて通知を受けるようにすることもできます。

実行するプログラム実行するプログラム実行するプログラム実行するプログラム

Tivoli Business Systems Manager は、アラートを受け取ったときにプログラムを実行することができ
ます。このプログラムは、前述の「Options」ダイアログ・ボックスで構成したとおりに、アラー
トが発生するたびに実行されます。「Pathname」ボックスには、プログラムの絶対パス名を入力
する必要があります。プログラム引き数がある場合には、「Arguments」ボックスに入力してくだ
さい。「Substitution Parameters」リストを使用すると、ストリング、または「Username」、「Hostname」、
「Timestamp」、「Message Text」などの特定の Tivoli Business Systems Manager 情報を構成するこ
とができます。次の表に、置換パラメーターの完全なリストを示します。

置換パラメータ置換パラメータ置換パラメータ置換パラメータ

ーーーー

置換名置換名置換名置換名 定義定義定義定義

%M Message Text (メッ
セージ・テキスト)

Tivoli Business Systems Manager ワークステーションのス
テータス・バーから得られたテキスト。

%N Object Name (オブ
ジェクト名)

アラートが発生したオブジェクトの名前。

%H Host Name (ホスト
名)

Tivoli Business Systems Manager ワークステーションを実
行している NT ワークステーションまたはサーバーの
ホスト名。

%T Time Stamp (タイ
ム・スタンプ)

アラートが発生した時刻。

%F Full Object Name
(完全オブジェクト
名)

アラートが発生したオブジェクト、およびライン・オ

ブ・ビジネスのビュー、アウトライナー、またはその他

における階層ツリーでそのオブジェクトの上位にある

すべてのオブジェクトの名前。

%U Username (ユーザ
ー名)

NT ワークステーションにログインしたユーザーの名
前。

%O Object ID (オブジ
ェクト ID)

アラートが発生したオブジェクトの固有数値 ID。
 

%A Alert State (アラー
ト状態)

そのオブジェクトで発生したアラート状態 (Red、
Yellow)。
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音声音声音声音声

「Sound」チェック・ボックスを使用すると、Tivoli Business Systems Manager ワークステーション
がアラートを受け取ったときに、サンプルの .wav ファイルを再生させることができます。Yellow
アラートと Red アラートには、異なるアラートを選択することができます。音声を再生するかど
うかの制御は、「Options」ダイアログ・ボックスで行います。.wav ファイルの選択は、「Sounds
Properties」アプリケーションを使用して行います。「Events」リストには、Tivoli Business Systems
Manager のRed アラートと Yellow アラートが含まれています。アラート・イベントを選択して、
そのアラートを受け取ったときに実行させたい .wav ファイルにそれを関連付けてください。

 

Windows NT の音声アプリケーション

.wav ファイルの
名前

Red アラートの
通知を受けるユ

ーザー。

Red アラートは
チャイムと関連

付けられます。
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ファイル可用性モニターファイル可用性モニターファイル可用性モニターファイル可用性モニター

ファイルは、Tivoli Business Systems Manager 内のサポートされるオブジェクト・タイプであり、
CICS 領域のためのクリティカル・リソースです。ファイル可用性を調べると、CICS 領域の処理
を続けるために必要なデータが CICS 領域にあるかどうかを判別することができます。Tivoli
Business Systems Manager は CICS 領域のためにこの機能を提供します。Tivoli Business Systems
Manager は、以下のようなメソッドを使用して、CICS 領域のためのファイル可用性を調べます。

� CICS 領域が「Active」になっていて、その「Desired State」が「Active」であることを検査す
る。

� CICS 領域内のすべてのファイルについて状況検査を行う。

使用不可能ファイルと使用可能ファイルの概念は、以下のとおりになっています。

� 使用可能ファイルは唯一の有効な状況である「Open/Enabled」になっています。
 
 使用不可能ファイルは、次のいずれかの状況になっています。
 
� 「Disabled/Closed」: そのファイルは使用不可であり、クローズされています。
� 「N/A\N/A」: そのファイルは領域内に存在していますが、なんらかの理由で状況を検出する
ことができないか、あるいはリモート・ファイルです。

� 「---\ ---」:  そのファイルには、状況が割り当てられていません。そのファイルは手作業で挿
入されたものであり、状況検査では検出されませんでした。

Tivoli Business Systems Manager は、スケジュールされた間隔に基づいて、事前の対策を講じた状況
検査を行います。この間隔でモニターされている操作環境ごとに、CICS 領域上のファイルを検査
することができます。アドミニストレーターは、それぞれのタスクごとに特定の時間間隔を設定

します。たとえば、CICS 領域は午前の早い時間に開始される傾向があり、ファイルが使用可能に
なるためには CICS 領域の開始が不可欠です。状況検査を 6:00 A.M.� 7:00 A.M. の間に 15 分の間隔
で、また、ユーザーが必要と考えるときに開始させるように、構成することができます。
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「「「「File Status (ファイル状況ファイル状況ファイル状況ファイル状況)」ウィンドウ」ウィンドウ」ウィンドウ」ウィンドウ
ファイル状況は、ファイルをモニターしている CICS 領域に含まれているオブジェクトであれば、
任意のライン・オブ・ビジネスのビュー内のどのオブジェクトからでも表示することができます。

たとえば、マシンの集合オブジェクトを選択しているときに「View」メニューを選択して「File
Status」をクリックすることにより、マシンの集合内のすべてのファイル状況を表示することがで
きます。次の図は、CICS 領域の「File Status」ウィンドウを示しています。「File Status」ウィン
ドウのコントロールで示された基準を満たすすべてのファイルが表示されます。デフォルト・ビ

ューである「NOT Open/Enabled」では、使用不可能なすべてのファイルが表示されます。状況フ
ィールド・コントロールから別の選択項目を選択して、ビューを変更することができます。たと

えば、値を ALL に変更すると、ウィンドウには、現在選択されているオブジェクト内のすべての
ファイルが表示されます。「File Status」ウィンドウの上部で行った選択に応じて、ファイル状況
が下部にある実際のウィンドウに表示されます。この図で示されているファイル状況は「---\---」
であり、そのファイルについて状況が提供されていないことを示しています。そのファイルは手

作業で挿入されたものであり、状況検査では検出されませんでした。使用可能ファイルは唯一の

有効な状況である「Open/Enabled」になっています。「File Status」ウィンドウに表示されるファ
イル数の上限は 66* です。OS やマシンの集合などのような複数の CICS 領域を含む選択済みオブ
ジェクトから「File Status」ウィンドウをオープンした場合、この上限に簡単に達してしまうこと
があります。

* Windows レジストリー・データベースの設定でこの上限を制御することができます。設定を変更
したい場合には、Tivoli Business Systems Manager アドミニストレーターに連絡してください。
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「「「「File Status」」」」ウィンドウ

「File Status」ウィンドウには、追加情報を提供するその他のさまざまなコントロールおよび標識
が含まれています。「File Status」ウィンドウを使用すると、オブジェクト優先順位「Critical」、
「High」、「Medium」、「Low」、および「Ignore」の任意の組み合わせが指定されているファ
イルを選択的に表示することができます。これらのファイルには、「Registered」、「Unregistered」、
あるいはその両方のファイルを含めることができます。

また、「File Status」ウィンドウで最新表示の間隔を自動的に更新および制御することもできます。
最新表示の間隔は、分単位で指定します。標識には、表示されているファイルの数、および最後

に最新表示が行われた日時が示されます。デフォルトでは、最新表示の間隔はゼロに設定されて

いますので、通常のファイル検査時に手作業で最新表示を行う必要があります。自動最新表示を

行いたい場合には、15 分間隔でファイル検査を行い、その間に 5 分から 7 分までの間隔で更新を
行うことをお勧めします。

「File Status」ウィンドウには、Microsoft Windows のエクスプローラーと同じように、大きいアイ
コン、小さいアイコン、一覧、および詳細などの、複数の形式でファイルが表示されます。この

詳細ビューには、「DS (Dataset) Name」、「Status」、「Last Update」、「Priority」、および「Registration」
など、他のビューよりも多くの情報が表示されます。

最新表示の間隔

(分単位)

このビューが最後に

最新表示された時刻

「Priority」によってフ
ァイルをフィルター

に掛けます

表示された

ファイルの数。

ファイル状況

データ・セット名

ファイル状況が

最後に最新表示

された時刻を表

します

「Status」によって
ファイルをフィル

ターに掛けます

ファイル名

登録済み、未登録、

または

その両方表示しま

す
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���� 「「「「File Status」ウィンドウをオープンする方法」ウィンドウをオープンする方法」ウィンドウをオープンする方法」ウィンドウをオープンする方法

1. 表示するファイル状況のオブジェクト・タイプを選択します。
2.  「View 」メニューで「File Status」をクリックします。
- または -
1. オブジェクト・タイプを右マウス・ボタン・クリックして、ショートカット・メニューを表示
させます。

2. 「View」をポイントして「File Status」をクリックします。

「「「「File Status」ウィンドウ内でのファイルの操作」ウィンドウ内でのファイルの操作」ウィンドウ内でのファイルの操作」ウィンドウ内でのファイルの操作
「File Status」ウィンドウのファイルを操作することができます。このような操作の例として、フ
ァイルの優先順位の変更があります。この操作は、メニューからコマンドを選択するか、あるい

はファイルを右マウス・クリックしてショートカット・メニューからコマンドを選択することに

よって行うことができます。現在、他の Tivoli Business Systems Manager オブジェクト (CICS、バ
ッチ・ジョブ、DB2、および STC) に適用される操作はファイルにも適用されます。「File Status」
ウィンドウがオープン状態になっているときには、以下の操作を実行することができます。

ファイルの挿入ファイルの挿入ファイルの挿入ファイルの挿入 (アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用)
「File Status」ウィンドウにファイルを挿入することができますが、必ず CICS オブジェクトから
ウィンドウをオープンする必要があります。ファイルを挿入すると、そのファイルをシステムに

対して定義することにより、CICS 領域から使用可能になります。

� ファイルを挿入する方法ファイルを挿入する方法ファイルを挿入する方法ファイルを挿入する方法
 
1. 「File Status」ウィンドウからファイルを選択します。
2. 「Insert」メニューで「File」をクリックします。
3. 「Name」ボックスに必要なファイルの名前を入力します。
4. 「Create」をクリックします。

- または -

1. ファイルを右マウス・ボタン・クリックして、ショートカット・メニューを表示させます。
2. 「Insert」を選択して「File」をクリックします。
- または -

1. 選択したファイルをダブルクリックし、ファイル・プロパティー・シートで上記の情報を入力
して、

「OK」をクリックします。
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ノートの挿入ノートの挿入ノートの挿入ノートの挿入

選択した任意のファイルについて、「File Status」ウィンドウでノートを挿入することができます。
これにより、人々がシステムの将来の問題を識別し、解決するための援助を提供することができ

ます。

�   ノートを挿入する方法ノートを挿入する方法ノートを挿入する方法ノートを挿入する方法

1. 「File Status」ウィンドウからファイルを選択します。
2. 「Insert」メニューで「Notes」をクリックします。
3. 「Type」ボックスで、必要なノートのタイプをクリックします。
4. 「Subject」および「Message Text」ボックスに入力します。
5. 「OK」をクリックします。

- または -

1. ファイルを右マウス・ボタン・クリックして、ショートカット・メニューを表示させます。
2. 「Insert」を選択して「Notes」をクリックします。

ノートの表示ノートの表示ノートの表示ノートの表示

選択した任意のファイルについて、「File Status」ウィンドウでノートを表示することができます。

�   ノートを表示する方法ノートを表示する方法ノートを表示する方法ノートを表示する方法

1. 「File Status」ウィンドウからファイルを選択します。
2. 「View」メニューで「Notes」をクリックします。
3. 「Note List」ボックスのノートを読み、「Close」をクリックします。
4. 詳細を表示するためには、「Details」をクリックして「Close」をクリックします。

- または -

1. ファイルを右マウス・ボタン・クリックして、ショートカット・メニューを表示させます。
2. 「View」を選択して「Notes」をクリックします。

ファイルの名前変更ファイルの名前変更ファイルの名前変更ファイルの名前変更 (アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用)
選択した任意のファイルについて、「File Status」ウィンドウでファイルを名前変更することがで
きます。

� ファイルを名前変更する方法ファイルを名前変更する方法ファイルを名前変更する方法ファイルを名前変更する方法
 
1.  「File Status」ウィンドウからファイルを選択します。
2.  「Edit 」メニューで「Rename」をクリックします。
3.  「Rename」ダイアログ・ボックスが表示されますので、「To」ボックスに新しい名前を入力
します。

4.  「OK」をクリックします。

- または -
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1. ファイルを右マウス・ボタン・クリックして、ショートカット・メニューを表示させます。
2. 「Rename」をクリックします。
3. 上記のステップ 3 ～ 4 に従います。

ファイルの優先順位の変更ファイルの優先順位の変更ファイルの優先順位の変更ファイルの優先順位の変更

選択した任意のファイルについて、「File Status」ウィンドウでファイルの優先順位を変更するこ
とができます。

� ファイルの優先順位を変更する方法ファイルの優先順位を変更する方法ファイルの優先順位を変更する方法ファイルの優先順位を変更する方法
 
1.  「File Status」ウィンドウからファイルを選択します。
2.  オブジェクトを右マウス・ボタン・クリックして「Set Priority」を選択します。優先順位を選
択します。

ファイルの削除ファイルの削除ファイルの削除ファイルの削除 (アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用)
「File Status」ウィンドウおよび Tivoli Business Systems Manager データベースからファイルを削除
することができます。

� ファイルを削除する方法ファイルを削除する方法ファイルを削除する方法ファイルを削除する方法
 
1.  「File Status」ウィンドウからファイルを選択します。
2.  「Edit」メニューで「Delete」をクリックします。

 - または -

1.  ファイルを右マウス・ボタン・クリックして、ショートカット・メニューを表示させます。
2.  「Delete」をクリックします。

ファイルの登録または未登録ファイルの登録または未登録ファイルの登録または未登録ファイルの登録または未登録
「File Status」ウィンドウから任意のファイルを登録または登録解除を行うことができます。登録
済みファイルは、親 CICS 領域で正常に操作するために重要と判断されたファイルです。未登録フ
ァイルは、更新中の状況にはなっていますが、モニターする必要がないと判断されたものです。

ファイルを登録すると、CICS 領域のアクティブ時にそのファイルが「Open/Enabled」になってい
ない場合には、例外が生成されるようになります。また、使用可能なファイルと使用不可能なフ

ァイルの比較を行う計算でこれを利用することもできます。ファイルを登録解除すると、可用性

レポート機能がオフになり、デフォルトの表示設定値は基本的に除去されます。さらに、未登録

ファイルが使用不可能になっても、使用不可能ファイル例外が生成されなくなります。ただし、

このファイルは Tivoli Business Systems Manager データベース内には存在し続けます。

� ファイルを登録または登録解除を行う方法ファイルを登録または登録解除を行う方法ファイルを登録または登録解除を行う方法ファイルを登録または登録解除を行う方法
 
1. 「File Status」ウィンドウからファイルを選択します。
2. ファイルを右マウス・ボタン・クリックし、「Unregister」をクリックして登録済みファイル
を (あるいは未登録ファイルを) 変更します。
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ファイルのマーク付けまたはマーク除去ファイルのマーク付けまたはマーク除去ファイルのマーク付けまたはマーク除去ファイルのマーク付けまたはマーク除去

選択した任意のファイルについて、「File Status」ウィンドウでファイルのマーク付けまたはマー
ク解除を行うことができます。ファイルがマーク付けされると、「File Status」ウィンドウのその
ファイル名の左にチェック・マーク (����) が表示されます。ファイルのマーク付けまたはマーク解
除は、あるリフレッシュ・インスタンスから次のリフレッシュ・インスタンスまでのファイル可

用性を検査するときに、ファイル・リストを調べるための視覚的合図として使用するものです。

ファイルのマーク付けまたはマーク解除は、希望するファイルの左をクリックするだけで行えま

す。

�   ファイルをマーク付けまたはマーク解除する方法ファイルをマーク付けまたはマーク解除する方法ファイルをマーク付けまたはマーク解除する方法ファイルをマーク付けまたはマーク解除する方法

1.  「File Status」ウィンドウからファイルを選択します。
2.  ファイルを右マウス・ボタン・クリックして「Mark」をクリックします。選択したファイル
の隣にチェック・マーク (����) が表示されます。

3.  ファイルをマーク解除するには、そのファイルを右マウス・ボタン・クリックして「Unmark」
をクリックします。

ファイルファイルファイルファイル・プロパティーの表示・プロパティーの表示・プロパティーの表示・プロパティーの表示

選択した任意のファイルについて、「File Status」ウィンドウからファイル・プロパティーを表示
することができます。

�   ファイルファイルファイルファイル・プロパティーを表示する方法・プロパティーを表示する方法・プロパティーを表示する方法・プロパティーを表示する方法

1. 「File Status」ウィンドウからファイルを選択します。
2. 「Edit」メニューで、「Properties」をクリックします。
3. 「Attribute」タブを表示した後で、詳細を表示するには、「Exceptions」および「States」タ
ブをクリックします。

4. 「OK」をクリックします。

- または -

1. ファイルを右マウス・ボタン・クリックして、ショートカット・メニューを表示させます。
2. 「Properties」をクリックして、上記のステップ 3 ～ 4 に従います。
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「「「「File Status」」」」ウィンドウに表示されるショートカット・メニュー

ショートカッ

ト・メニューに

は、ファイルで実

行することので

きるコマンドが

あります。

ファイルを右マ

ウス・ボタン・ク

リックするとプ

ロパティーを表

示します。
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ファイル詳細ウィンドウファイル詳細ウィンドウファイル詳細ウィンドウファイル詳細ウィンドウ (プロパティープロパティープロパティープロパティー・シート・シート・シート・シート)

ファイルには、Tivoli Business Systems Manager で定義されている他のオブジェクトと同様に、詳細
ウィンドウまたはプロパティー・シートが含まれています。現在、ユーザーは「Current Messages」
ボックスにファイル状況メッセージを記入しています。これらのファイルが使用可能になったと

きに、該当ファイルに関する情報の記述を追加することができます。たとえば、特定のファイル

を使用するアプリケーション、あるいは領域がオープン状態になっているときに使用可能になっ

ている必要のあるファイルなどの情報を記入することができます。

ファイル詳細ウィンドウ



114     Tivoli Business Systems Manager User Guide

ファイル可用性例外、優先順位、およびファイル可用性例外、優先順位、およびファイル可用性例外、優先順位、およびファイル可用性例外、優先順位、および CICS アラートアラートアラートアラート

ファイル使用不能通知は Tivoli Business Systems Manager の基本的なコンポーネントです。ファイ
ルが使用不能な (つまり、「Open/Enabled」でない ) 場合、UNVF という、Tivoli Business Systems
Manager で生成される新しい例外が作成され、該当の CICS 領域に送信されます。この例外は、フ
ァイル状況検査が行われて、使用不可能ファイルが領域に戻された後で生成されます。UNVF 例
外は、使用不可能 (つまり、「Open/Enabled」でない ) 状態のままの登録済みファイルがあるかぎ
り、CICS 領域に存続します。ただし、優先順位が「IGNORE」であるファイルや未登録ファイル
は、この規則が適用されず、CICS 領域の使用不可能ファイル合計としてカウントされませんので、
この例外の通知対象に含まれません。使用不可能なファイルがいくつあっても、生成される UNVF
例外は 1 つだけです。

UNVF 例外は、使用不可能なファイルが CICS 領域内に残っているかぎり、その領域に存続します。
使用不可能なすべてのファイルが使用可能 (「Open/Enabled」) になると (つまり、アドミニストレ
ーターが使用不可能なファイルの優先順位を「IGNORE」に変更するか、あるいはそのファイルを
登録解除すると)、例外はクリアされます。これは、CICS プログラムの実行中、ファイルまたはフ
ァイル・グループの状況が、一日のうちに何度も使用不可能から使用可能に変更されたり、使用

不可能に戻されたりする場合に便利です。

アドミニストレーターは、「Edit」メニューから「Object Types」を選択し、「Business Object Type」
を選択して「Properties」をクリックすることにより、使用不可能ファイル例外の優先順位付けを
行うことができます。
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「CICS Region: Object Type Properties」ウィンドウ内の Tivoli Business Systems Manager の生成する例外
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スケジューリング違反例外とスケジューリング違反例外とスケジューリング違反例外とスケジューリング違反例外と CICS アラートアラートアラートアラート

CICS 領域 (オブジェクト) が実行されているときには、その CICS の「Current State」は「Active」
になっています。Tivoli Business Systems Manager では、「Current State」は CICS オブジェクトに
含まれているいくつかの属性のうちの 1 つです。「Current State」属性は現在の CICS オブジェク
トの状態、つまりそれがアクティブ、非アクティブ、開始中、または停止中であるのかを表しま

す。もう 1 つの CICS 属性である、「Desired State」は、現時点で CICS の状態がどう「あるべき」
なのかを表します。「Desired State」属性は、Tivoli Business Systems Manager 内に存在するスケジ
ューリング・パラメーターを設定します。現在このパラメーターには、ユーザーがモニターして

いるすべての CICS 領域に関するグローバル設定値が含まれています。(将来のリリースでは、よ
りダイナミックに指定できるようになります。) たとえば、特定のインプリメンテーションのスケ
ジュールが、モニター対象の CICS 領域について、構成可能な始動遅延およびシャットダウン遅延
スケジュールを除き、毎日 6:00 A.M. から 8:00 P.M. まで、「Desired State」が「Active」であるよう
に保つように要求しているものとします。この時間帯に領域の「Current State」が「Inactive」にな
るとスケジュール違反が発生し、Tivoli Business Systems Manager は問題の領域で例外を生成します。
始動遅延とシャットダウン遅延は、CICS の始動およびシャットダウンを柔軟に行えるようにする
ためのものです。たとえば、各領域が正確に 6:00 A.M. に始動したり、8:00 P.M. に停止したりしな
い場合があります。それぞれの領域ごとに猶予期間を構成し、ある領域が 6:12 A.M. に始動しても
アラートが生成されないようにすることもできます。現在、始動およびシャットダウン遅延はデ

フォルト時間である 15 分に設定されていますが、プロパティー・シートの CICS「Attributes」タ
ブでこれらの値を変更することができます。始動およびシャットダウン遅延の値は、CICS 領域だ
けに適用されます。

指定された時間のあいだ CICS 領域のほとんどがダウンしている状態が続くと、モニター対象のす
べての CICS 領域の「Desired State」は順守されなくなり、「Active」または「Inactive」に設定され
ます。「Active」または「Inactive」は、この期間中にスケジューリング違反が発生する可能性がな
いことを意味するにすぎません。領域は、始動または停止メッセージ、あるいは CICS が「Active」
であるか「Inactive」であるかには無関心です。しかし、領域が「Active」である場合には、異常終
了について通知および警報します。「Desired State」が「Active」または「Inactive」である、スケ
ジュールされた期間以外にも、通常の「Active」期間中に CICS 領域がスケジューリング違反を犯
しているかどうかを調べたくない場合があります。この場合、アドミニストレーターは CICS 領域
の「Desired State」属性を「Active」または「Inactive」に手作業で設定することができます。「Desired
State」の値が「Active」または「Inactive」になっている領域は、スケジューリング違反を犯してい
るかどうかが検査されず、したがって、SCHV 例外を受け取ることがありません。 CICS 領域を
「Active」期間中に「Active」または「Inactive」に設定するためには、エンタープライズ・アウト
ライナー (BUSC) 内の選択された CICS オブジェクトで「CICS Attribute」タブをオープンしてくだ
さい。この操作は LOB 内の CICS オブジェクトに対しては実行できません。ユーザーの行った変
更が、さまざまな LOB ビューにおける、このオブジェクトへのすべてのリンクに影響を与えるた
めです。設定値は、実装されたまま持続することはなく、翌日にはスケジュールに基づいて元に

戻されます。特定の CICS 領域のセットにスケジュール違反を無視させたい場合には、Tivoli
Business Systems Manager アドミニストレーターに相談してください。

SCHV および UNVF 例外は、前の図に示した「CICS Region: Object Types Properties」ウィンドウ
で優先順位付けすることができます。
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失効したファイル失効したファイル失効したファイル失効したファイル

所属する CICS 領域が停止して再始動した後で状況が検索されていないファイルは、失効した も
のとみなされます。Tivoli Business Systems Manager では、ファイルの最終更新属性で失効のラベル
が付けられたファイルを表示することができます。ファイルを表示すると、「File Status」ウィン
ドウ内の最終更新時刻の右に「Stale」というワードがすぐに表示されます。状況の隣に失効フラ
グが立っているファイルは、ファイル状況を正確に表すものではなく、最後に記録された更新時

刻のスナップショットを表しているにすぎません。

ファイルのオートディスカバリーファイルのオートディスカバリーファイルのオートディスカバリーファイルのオートディスカバリー

ユーザーまたはアドミニストレーターは、CICS 領域に存在するファイルを認識していないことが
あります。これは、プログラムの変更、領域の変更、または人員の変更が行われることが原因で

す。そのために、どのファイルが存在し、どのファイルが存在しないかの認識があいまいになり

ます。Tivoli Business Systems Manager は、領域内のすべてのファイルを、(既知または未知を問わ
ず) 把握し、その状況を調べることができ、オート・ディスカバリー と呼ばれるプロセスによって
それらのファイルをモニターできるようにします。状況メッセージを受け取るファイルのうち

Tivoli Business Systems Manager に認識されていないものは、未登録ファイルです。これらのファイ
ル状況を表示し、記録することができます。前述のように、未登録ファイルは使用不可能ファイ

ル例外の原因とはならず、使用不可能ファイルの計算には含まれません。
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「「「「CICS Status Summary (CICS 状況要約状況要約状況要約状況要約)」ウィンドウ」ウィンドウ」ウィンドウ」ウィンドウ

「CICS Status Summary」ウィンドウは、CICS 領域のリストと、各領域ごとに要約されたフ
ァイル・データを提供します。このウィンドウは、子 CICS オブジェクトを含むどのオブジ
ェクトからでもオープンすることができます。アドミニストレーターは、このビューを使用

することにより、どの領域のファイル可用性が最も損なわれているのかを簡単に見ることが

できます。変更フィールドには、現在の使用不可能ファイルの数と以前のファイル状況検査

のときの使用不可能ファイルの数の間の差分が表示されます。たとえば、現在の使用不可能

ファイルの数が 8 で、以前のファイルの数が 12 であった場合には、変更列に表示される数は
-4 になります。このビューには、領域内に含まれる「Registered Files」および「Unregistered
Files」の数も表示され、また、モニター対象となっているファイルの数に関する情報も提供
されます。次の図には、「CICS Status Summary」ウィンドウが示されています。

「「「「CICS Status Summary」」」」ウィンドウ

� 「「「「CICS Status Summary」ウィンドウを表示する方法」ウィンドウを表示する方法」ウィンドウを表示する方法」ウィンドウを表示する方法

1. CICS 子オブジェクトを選択します。
2. 「View」メニューで「CICS Status Summary」をクリックします。
- または -
1. オブジェクト・タイプを右マウス・ボタン・クリックして、ショートカット・メニューを表示
させます。

2. 「View」をポイントして「CICS Status Summary」をクリックします。

「Registered
Files」の数を
リストしま

す。

「Unregister
ed Files」の
数をリスト

します。
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「「「「CICS / File Status (CICS / ファイル状況ファイル状況ファイル状況ファイル状況)」ウィンドウ」ウィンドウ」ウィンドウ」ウィンドウ

「CICS / File Status」ウィンドウを使用すると、CICS 領域のリスト、および CICS 領域内の 1 つ
のオブジェクトに対応するファイル状況を、単一ウィンドウで表示することができます。アドミ

ニストレーターは、このビューを使用することにより、どの領域の可用性に問題があるのかを把

握して、それらのファイルをすぐに表示できます。したがって、CICS 領域のために必要なデータ
の処理を続けられるようにすることができます。このウィンドウの上半分には CICS 領域、および
それらの領域内の「Registere Files」ファイルと「Unregistered Files」ファイルの数が表示されます。
「Change」ボックスには、現在の使用不可能ファイルの数と以前の状況検査のときの使用不可能
ファイルの数の間の差分が表示されます。ウィンドウの上半分から CICS 領域を選択すると、その
オブジェクトに関するファイルのうち、表示されている基準を満たすすべてのファイル状況リス

トが、ウィンドウの下半分に表示されます。アドミニストレーターは、各ペインの「Shrink」ボ
タンをクリックして、フィルター・メカニズムを隠し、必要なデータをより多く表示することが

できます。このウィンドウの各ペインの完全な機能は、このセクションの前の部分に示してあり

ます。次の図は、ある CICS 領域内のオペレーティング・システムのファイル状況が、「CICS / File
Status」ウィンドウに表示されたようすを示しています。

「「「「CICS / File Status」」」」ウィンドウ

「Shrink」ボタン
をクリックする

と、より多くのデ

ータを表示して

検討することが

できます。

上部ペインから

領域を選択する

と、対応するファ

イルが下半分に

表示されます。
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バッチ処理のモニターバッチ処理のモニターバッチ処理のモニターバッチ処理のモニター

Tivoli Business Systems Manager でバッチ処理をモニターすると、何がバッチ・スケジュールが時間
どおりに正常に完了するのを妨げているのかを、即座に判別することができます。バッチ・ジョ

ブをモニターして、始動時刻および期間がスケジューリング・パッケージで指定したとおりにな

っているか、また、通常の振る舞いからの著しい逸脱がないかどうかを調べることができます。

バッチ・スケジュールおよびバッチ・スケジュール・ジョブに関する現行情報またはヒストリー

情報を表示することができます。この情報を使用してバッチ・スケジュールを調整し、確実にス

ケジュールどおりに実行されるようにすることができます。

バッチバッチバッチバッチ・ジョブ・ジョブ・ジョブ・ジョブ

バッチ・ジョブは、ユーザーの介入なしに実行される、スケジュールされたプログラムです。大

規模な企業では、定期的に実行する必要のあるタスクを自動化するために、バッチ・ジョブを使

用しています。バッチ・ジョブは通常、システムがオンライン処理で使用されない、オフ・ピー

ク時に実行されます。たとえば、ファイルの更新、印刷レポートの作成、あるいはファイルの除

去のためにシステムを実行することができます。定期的に処理する必要のあるバッチ・ジョブは、

バッチ・スケジュールに組み込まれます。

Tivoli Business Systems Manager 内でのバッチ内でのバッチ内でのバッチ内でのバッチ・ジョブの定義・ジョブの定義・ジョブの定義・ジョブの定義

バッチ・ジョブを定義する場合、そのバッチ・ジョブがスケジュールに基づいて定期的に実行さ

れる一連のバッチ・ジョブのメンバーであるかどうかを判別する必要があります。そのバッチ・

ジョブが、そのようなメンバーである場合には、バッチ・スケジュールに組み込む必要がありま

す。スケジュールされた一連のバッチ・ジョブの一部として実行されない場合には、集合オブジ

ェクトであるバッチ・ジョブ・セットに含まれる、マシンの集合レベルで定義することができま

す。常に 1 つの特定のオペレーティング・システムのもとで実行されるバッチ・ジョブも、この
レベルで定義することができます。データベースやデータ・セットなどの特定のリソースに通常

バインドされているバッチ・ジョブは、特定のオペレーティング・システムに対して定義するこ

とができます。バッチ・ジョブ名は、オペレーティング・システム内で固有のものにしてくださ

い。あるバッチ・ジョブがバッチ・スケジュールに組み込まれると、その名前は、そのバッチ・

スケジュールを含むマシンの集合内で固有になります。
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Tivoli Business Systems Manager のバッチのバッチのバッチのバッチ・ジョブの表示・ジョブの表示・ジョブの表示・ジョブの表示

次の図は、バッチ・ジョブを表示する方法を示しています。

ウィンドウの左側のビューには、バッチ・スケ

ジュールに属さないさないさないさないバッチ・ジョブが表示され

ます。これらのジョブは、マシンの集合レベル

でエンタープライズ・アウトライナーに挿入さ

れた、バッチ・ジョブ・セットに属します。

スケジュールされていないバッチ・ジョブは、

特定の 1 つのオペレーティング・システムのも
とで実行されるように定義することもできま

す。

ウィンドウの右側のビューには、バッチ・スケ

ジュールに属しているしているしているしているバッチ・ジョブが表示さ

れます。これらのバッチ・ジョブは、どのマシ

ンの集合のオペレーティング・システムでも実

行することができます。

バッチ・ジョブがバッチ・スケジュールに属す

る場合、LOB ビューあるいはエンタープライ
ズ・アウトライナー・ビューには、バッチ・ス

ケジュールのキー・ジョブだけが表示されま

す。
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_____________________________________________________________________________________

注注注注: エンタープライズ・アウトライナー内でバッチ・ジョブを定義および配置するときには、伝搬
モデルを記憶している必要があります。たとえば、マシンの集合レベルで挿入されたバッチ・ジ

ョブは、それらを実行しているオペレーティング・システム・オブジェクトにはアラートを伝搬

しません。これは、マシンの集合が Tivoli Business Systems Manager 階層内でオペレーティング・
システムよりも上位にあるためです。
_____________________________________________________________________________________
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バッチ処理オブジェクトバッチ処理オブジェクトバッチ処理オブジェクトバッチ処理オブジェクト・タイプ・タイプ・タイプ・タイプ

Tivoli Business Systems Manager 内でのバッチ処理モニターでは、5 つのオブジェクト・タイプがサ
ポートされます。以下のとおりです。

� バッチ・スケジュール・セット� バッチ・スケジュールを表す集合オブジェクト。

� バッチ・スケジュール� スケジュールどおりに実行されるバッチ・ジョブの集合。スケジ
ュールに基づくバッチ・ジョブを含む集合オブジェクトです。

� バッチ・ジョブ・セット� スケジュールされていないバッチ・ジョブを含む集合オブジェ
クト。

� バッチ・スケジュール・キー・ジョブ� クリティカルとして定義されたバッチ・ジョブは、

スケジュール違反および異常終了の有無をモニターされ、バッチ・スケジュールに進行デ

ータをレポートするために使用されます。
  
� バッチ・スケジュール・ジョブ� バッチ・スケジュールに組み込まれ、異常終了の有無だ
けがモニターされるバッチ・ジョブ。バッチ・スケジュールに問題をレポートするために

使用されます。

バッチバッチバッチバッチ・スケジュール・スケジュール・スケジュール・スケジュール・セット・セット・セット・セット
バッチ・スケジュール・セットは、バッチ・スケジュールの集合です。バッチ・スケジュールは、

バッチ・スケジュール・セットに挿入される必要があります。バッチ・スケジュール・セットは

エンタープライズ・アウトライナー内のマシンの集合の下に置くことのできる集合オブジェクト

であり、バッチ・スケジュールを作成するために使用されます。

バッチバッチバッチバッチ・スケジュール・スケジュール・スケジュール・スケジュール
バッチ・スケジュールは、スケジュール、ストリーム、またはバッチ処理を表すオブジェクトで

す。これは、同じスケジュールによって実行されるすべてのバッチ・ジョブのためのコンテナー

です。たとえば、医療記録アプリケーションに関するすべてのファイルを毎晩更新するスケジュ

ールに基づいて、順番に実行される一連のバッチ・ジョブがある場合、そのバッチ・ジョブのセ

ットをバッチ・スケジュール内で定義することができます。このバッチ・スケジュールに MRFU バ
ッチ・スケジュールという名前を付けて、「医療記録ファイル更新 (Medical Records Files Update)」
を表すことができます。

どのバッチ・スケジュールをモニターする必要があるのかは、アドミニストレーターが決めます。

アドミニストレーターは、モニターするバッチ・スケジュールを決めた後で、Tivoli Business Systems
Manager 内でスケジュールを作成します。Tivoli Business Systems Manager 内の各バッチ・スケジュ
ールは、スケジューリング製品によって提供される同等のスケジュールから作成されます。
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___________________________________________________________________________________

注注注注: Tivoli Business Systems Manager は、OPC などのポイント・スケジューリング製品から特定のス
ケジュールに関するバッチ・ジョブ名をインポートする過程で、自動的にバッチ・スケジュール

を取り込みます。
_________________________________________________________________________________________________________



Tivoli Business Systems Manager User Guide      125

バッチ・スケジュールには、現行およびヒストリーの 2 つの属性セットがあります。

次の表には、現行属性が示されています。

 属性名属性名属性名属性名 説明説明説明説明

Name (名前) バッチ・スケジュールの名前。

Description (説明) バッチ・スケジュールのテキスト説明。

Estimated Duration (見積も
り継続時間)

バッチ・スケジュールの実行開始から終了までに要すると見積もり継

続時間。

Initial Estimated Complete
(初期見積もり完了)

当初見積もられたバッチ・スケジュールの完了時刻。これは、スケジ

ュールされた開始時刻を継続時間属性に追加することによって計算

された日付 / 時刻値です。

Current Estimated Complete
(現行見積もり完了)

スケジュールが実際に開始されたときに、継続時間を実際の開始時刻

に加算することによって設定されます。

Start Time (開始時刻) 前の実行時に記録されたバッチ・スケジュールの開始時刻。これは一

般には、スケジュールで定義された「Initiating Priority」に基づいて最
初のバッチ・スケジュール・キー・ジョブが開始することによって設

定されます。(各バッチ・スケジュールの最初のバッチ・ジョブをババババ
ッチッチッチッチ・スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール・キーキーキーキー・ジョブジョブジョブジョブとして定義することを強く強く強く強くお勧

めします。)

Current State (現行状態) バッチ・スケジュールの現在の状態。現在の状態は、次のいずれかの

値になります。

� Inactive (非アクティブ) - スケジュールが最初のジョブの開始を待
っていることを表します。

� Running (実行中) - 最初のバッチ・ジョブが「Active (アクティブ)」
であるかあるいは正常に完了していて、最後のジョブがまだ実行

されていません。

� Halted (停止) � ジョブが異常終了してスケジュールが停止してい
ます。

� Pending (保留) - 停止していたスケジュールが調べられているこ
とを示すために、手作業で設定されます。

� Completed (完了) - 終了優先順位がスケジュールに定義されてい
たバッチ・ジョブが完了しています。

 この値は、SetCurrentState を使用して、アドミニストレーターだけが
変更することができます。

Desired State (本来あるべ
き状態)

バッチ・スケジュールが現在あるべき状態。「Desired State」は、次
のいずれかの値になります。これらの値の定義は、「Current State」
に含まれている値の定義と同じです。



126     Tivoli Business Systems Manager User Guide

� Inactive (非アクティブ)
� Running (実行中)
� Completed (完了)

Last Key Job ID (最後の重
要なジョブ ID)

スケジュール内で開始される最後のキー・ジョブの固有 ID。

Last Key Job State (最後の
重要なジョブ状態)

スケジュール内で開始される最後のキー・ジョブの現在の状態。

次の表には、ヒストリー属性が示されています。

属性名属性名属性名属性名 説明説明説明説明

Total Runs (実行の合
計)

スケジュールが開始された合計回数。これには、正常な実行と失敗した実行

の両方が含まれます。

Total Successful Runs
(正常実行の合計)

正常な実行の回数。正常な実行とは、開始後に正常完了した実行のことです。

Median Start Time (開
始時刻中央値)

「Total Runs (実行の合計)」をもとに集計したスケジュールの開始時刻中央
値。

Median Stop Time (停
止時刻中央値)

「Total Runs (実行の合計)」をもとに集計したスケジュールの停止時刻中央
値。

Median Duration (継続
時間中央値)

「Total Runs (実行の合計)」をもとに集計したスケジュールの継続時間中央
値。
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キーキーキーキー・ジョブ・ジョブ・ジョブ・ジョブ

バッチ・スケジュールには、数百または数千のバッチ・ジョブが含まれる可能性があります。こ

れだけのボリュームのオブジェクトをモニターすると、モニター対象のシステムおよびモニタ

ー・システム自体に対して、不必要なオーバーヘッドが生じてしまう可能性があります。また、

提供される情報の量も膨大なものになります。ボリュームの問題は、スケジュール内のジョブを

キーおよび非キーの 2 つのタイプに分けることによって対処できます。

バッチ・スケジュールをモニターする場合には、スケジュール内のキー・ジョブを識別するよう

にしてください。キー・ジョブについては、開始時刻と停止時刻 (継続時間は除きます)、それら
が実行されたオペレーティング・システムなどを含む、詳細な情報が記録されます。キー・ジョ

ブは、スケジュールをモニターするために使用されるジョブであるため、スケジュール内で最も

重要なジョブです。キー・ジョブとして指定されるジョブの例として、最初のジョブ (開始ジョブ)、
最後のジョブ (終了ジョブ)、通常問題となるジョブ、あるいはスケジュールにおけるクリティカ
ル・ポイントに当たるジョブなどがあります。キー・ジョブとして指定するような特徴的なジョ

ブがない場合には、別の方式を使用することができます。たとえば、ユーザーのバッチ・スケジ

ュールに 100 のバッチ・ジョブが含まれている場合、最初のジョブ (ジョブ 1)、最後のジョブ (ジ
ョブ 100)、および残りのジョブのうちの 9 つ、10、20、30、40、50、60、70、80、および 90 をキ
ー・ジョブとして定義することができます。これらのキー・ジョブの途中で実行されるそれ以外

のジョブは、非キー・ジョブとして定義されます。
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非キー非キー非キー非キー・ジョブ・ジョブ・ジョブ・ジョブ

非キー・ジョブは、バッチ・スケジュールに対して名前が定義されていますが、キー・ジョブの

属性をすべて含んではいません。非キー・ジョブは、開始時刻と停止時刻はモニターされません

が、キー・ジョブと同じように異常終了の有無がモニターされます。非キー・ジョブは、Tivoli
Business Systems Manager の階層ツリービューまたはハイパービュー (エンタープライズ・アウトラ
イナーまたは LOB ビュー) 内のバッチ・スケジュール・オブジェクトの下にはビジュアル表示さ
れません。ただし、「Batch Management Summary」ウィンドウ内で表示される、バッチ・スケジ
ュール内容のリストには表示されます。

非キー・ジョブは異常終了しないかぎり Tivoli Business Systems Manager に登録されないため、コ
ンソール・トラップおよびパフォーマンスしきい値例外は適用されません。非登録オブジェクト

は、モニターしないように決めたマシンの集合内で実行されるオブジェクトです。非キー・バッ

チ・ジョブは、他の非登録オブジェクトとはやや異なる方法で扱われます。非キー・ジョブが異

常終了すると、Source/390 が異常終了メッセージを取り込み、それを Tivoli Business Systems Manager
データベースに転送します。すべてのバッチ・ジョブに関するすべての異常終了が、このように

して取り込まれ、転送されます。Source/390 は、異常終了を取り込むと、そのメッセージが登録済
みジョブ (バッチ・スケジュール・キー・ジョブ) のいずれか 1 つに関するものであるのかどうか
を検査します。そうでない場合には、Source/390 はそのメッセージの対象を調べるためのスキャン
を行い、そのジョブを一時的に登録します。これにより、Tivoli Business Systems Manager は、その
ジョブの開始および停止時刻を取り込むことができます。ジョブが完了するか、あるいは (Tivoli
Business Systems Manager アドミニストレーターによって設定された) 期間が経過すると、そのジョ
ブは未登録になります。この方法を使用することにより、Tivoli Business Systems Manager は、異常
終了したジョブの重要な開始時刻および停止時刻を取り込み、実行中のバッチ・スケジュールに

関する、より信頼性の高いビューを提供します。

____________________________________________________________________________________

注注注注: キー・ジョブと非キー・ジョブは、バッチ・スケジュール内のジョブにだけ適用されます。
_____________________________________________________________________________________
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バッチバッチバッチバッチ・スケジュールにおけるキー・スケジュールにおけるキー・スケジュールにおけるキー・スケジュールにおけるキー・ジョブの割り当て・ジョブの割り当て・ジョブの割り当て・ジョブの割り当て (アアアア
ドミニストレーター専用ドミニストレーター専用ドミニストレーター専用ドミニストレーター専用)

バッチ・スケジュールが Tivoli Business Systems Manager に取り込まれると、アドミニストレータ
ーはスケジュール内でキー・バッチ・ジョブを割り当てます。Tivoli Business Systems Manager は、
キー・バッチ・ジョブを使用してバッチ・スケジュールをモニターすることができます。

���� バッチバッチバッチバッチ・スケジュールでキー・スケジュールでキー・スケジュールでキー・スケジュールでキー・ジョブを割り・ジョブを割り・ジョブを割り・ジョブを割り当てる方法当てる方法当てる方法当てる方法

1. LOB ビューからバッチ・スケジュールを選択します。
2. マウスを右クリックして、ショートカット・メニューを立ち上げます。
3. 「View」、」、」、」、「「「「Batch Management Summary」と選択します。
4. ウィンドウの中央ペインからバッチ・スケジュールを選択します。
スケジュール内のバッチ・ジョブがウィンドウの下部ペインに表示されます。

5. キー・ジョブとして設定したいジョブを選択します。
6. マウスを右クリックして、ショートカット・メニューを表示させます。
7. 「Convert to Key Job」を選択します。

ここからバッ

チ・スケジュー

ルを選択しま

す。

「CTRL」キーを押
しながら、キー・ジ

ョブにするジョブ

をクリックすると、

複数選択すること

ができます。
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___________________________________________________________________________________

注注注注:「CTRL」キーを押しながら、ジョブをクリックすると、キー・ジョブとして割り当てたいジ
ョブを複数選択することができます。すべてのジョブが選択されてから、右マウス・ボタン・ク

リックして、前述の手順のステップ 7 に従ってください。また、アドミニストレーターはキー・
ジョブを非キー・ジョブに変換することができます。
_____________________________________________________________________________________

開始キー開始キー開始キー開始キー・ジョブへの開始優先順位の設定・ジョブへの開始優先順位の設定・ジョブへの開始優先順位の設定・ジョブへの開始優先順位の設定
バッチ・スケジュールには、そのスケジュールの開始時刻を表す開始ジョブを割り当てなければ

なりません。バッチ・スケジュール内の特定のキー・ジョブに、そのスケジュールを開始する

「Initiating Priority」の値が割り当てられます。スケジュール内のすべてのジョブを、必ずしも毎
日実行する必要があるわけではないことに注意してください。曜日ごとに異なるキー・ジョブを、

スケジュールを開始させるための最初のキー・ジョブとして指定することができます。火曜日と

木曜日の開始優先順位ジョブは、月曜日、水曜日、および金曜日にスケジュールを開始するジョ

ブと異なっていてもかまいません。たとえば、JOB87 は、開始優先順位の値が 1 で、毎日実行さ
れます。JOB54 は、開始優先順位の値が 2 で、火曜日と木曜日にだけ実行されます。したがって、
2 は 1 よりも値が大きいので、火曜日と木曜日には JOB54 がバッチ・スケジュールを開始させま
す。
__________________________________________________________________________________

注注注注: 最も高い値が優先して使用されます。
____________________________________________________________________________________
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 ジョブ名ジョブ名ジョブ名ジョブ名 日日日日 月月月月 火火火火 水水水水 木木木木 金金金金 土土土土

JOB87 1 1 1 1 1 1 1
JOB54 N/S N/S 2 N/S 2 N/S N/S
N/S = スケジュールされていないスケジュールされていないスケジュールされていないスケジュールされていない

「「「「Initiating
Priority」」」」
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終了キー終了キー終了キー終了キー・ジョブでの・ジョブでの・ジョブでの・ジョブでの「「「「Terminating Priority (終了優先順位終了優先順位終了優先順位終了優先順位)」」」」
の設定の設定の設定の設定

同じように、バッチ・スケジュールに、スケジュールを終了させる時期を示す終了ジョブを割り

当てなければなりません。スケジュール内の特定のキー・ジョブに、そのバッチ・スケジュール

の終了を示す「Terminating Priority」の値が割り当てられます。ここでも、曜日ごとに異なるジョ
ブを、バッチ・スケジュールを終了させるジョブとして割り当てることができます。たとえば、

営業日である月曜日から金曜日までの終了優先順位ジョブには、終了優先順位コードとして 1 を
割り当てることができます。火曜日の終了優先順位ジョブには、終了優先順位コードとして 2 を
割り当てることができます。したがって、火曜日には、最も高い終了優先順位コードが割り当て

られたジョブは、バッチ・スケジュールの終了を判別するジョブになります。次の表は、この例

に基づいて設定される終了値を示しています。

 ジョブ名ジョブ名ジョブ名ジョブ名 日日日日 月月月月 火火火火 水水水水 木木木木 金金金金 土土土土

ETODBSMF N/S 1 1 1 1 1 N/S
IPCPDTX N/S 0 2 0 0 0 N/S
 N/S = スケジュールされていないスケジュールされていないスケジュールされていないスケジュールされていない
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____________________________________________________________________________________

注注注注: スケジュール内にある、そのスケジュールを開始または終了させないバッチ・スケジュール・
キー・ジョブには、開始 / 終了優先順位のデフォルト設定値として 0 が割り当てられています。
____________________________________________________________________________________

「「「「Terminating
Priority」」」」
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バッチバッチバッチバッチ・スケジュール・スケジュール・スケジュール・スケジュール・キー・キー・キー・キー・ジョブへの・ジョブへの・ジョブへの・ジョブへの「「「「Initiating Priority
(開始優先順位開始優先順位開始優先順位開始優先順位)」および」および」および」および「「「「Terminating Priority (終了優先順終了優先順終了優先順終了優先順

位位位位)」の割り当て」の割り当て」の割り当て」の割り当て

バッチ・スケジュール・キー・ジョブを使用すると、バッチ・スケジュールの開始および停止を

指示することができます。

� バッチバッチバッチバッチ・ジョブの・ジョブの・ジョブの・ジョブの「「「「Initiating Priority」および」および」および」および「「「「Terminating Priority」状況を割り当てる方法」状況を割り当てる方法」状況を割り当てる方法」状況を割り当てる方法

1. 「Batch Management Summary」ウィンドウから優先順位を割り当てるためのキー・バッチ・
ジョブを選択します。

2. ダブルクリックしてそのオブジェクトのプロパティー・シートをオープンします。
3. 上上上上矢印および下下下下矢印を使用して、優先順位番号を割り当てます。
4. 「Apply」をクリックします。
5. 「OK」をクリックします。

「Batch Management Summary」ウィンドウ内に表示されたジョブ DAD30AM のオブジェクト・プロパティ
ー・シート

上上上上矢印および

下下下下矢印を使用

して優先順位

を設定しま

す。
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___________________________________________________________________________________

注注注注: 任意のビューのオブジェクトをダブルクリックすると、そのオブジェクトのプロパティー・シ
ートが立ち上がります。
_____________________________________________________________________________________
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バッチバッチバッチバッチ・スケジュール・スケジュール・スケジュール・スケジュール・キー・キー・キー・キー・ジョブの現行・ジョブの現行・ジョブの現行・ジョブの現行「「「「Statistics (統統統統
計計計計)」」」」

Tivoli Business Systems Manager における強化された最も重要な機能として、バッチ・スケジュー
ル・キー・ジョブのプロパティー・シートにある「Statistics」タブがあります。このシートで提供
される情報を使用すると、処理サイクル中にキー・ジョブをモニターすることができ、バッチ・

スケジュールに影響を与える潜在的な問題を予測できるようになります。

次の図は、現在実行中のジョブ DUUPIMGI を示しています。このジョブは、スケジューリング・
システムにより、12:59 A.M. に開始するようにスケジュールされています。このジョブの実際の開
始時刻は 1:07 A.M. でした。25 分と見積もられた継続時間に基づき、初期見積もり停止時刻は 1:24
A.M. でした。(初期開始時刻に
見積もり継続時間を加算した値です。) このジョブは、実際には 1:07 A.M. に開始しています。25 分
と見積もられた継続時間を使用すると、新しい見積もり停止時刻は 1:32 A.M. です。(実際の開始時
刻に見積もり継続時間を加算した値です。)

初期見積もり停止時刻と現行見積もり停止時刻の差は +8 分です。このジョブは、実際には最初に
スケジュールされた時刻よりも 8 分遅れで実行されています。ジョブは、60% 完了しているもの
と見積もられます。
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「Statistics」タブが表示されたバッチ・ジョブ DUUPIMGIのプロパティー・シート

上記の図の「Historical Statistics」グループ化では、ジョブ DUUPIMGI の 4 回の実行のうち、2 回
が中断され、残りの 2 回が中断されていないことが示されています。アドミニストレーターはこ
の情報を使用して、キー・ジョブの実際のパフォーマンスを分析し、それに合わせてバッチ・ス

ケジュールを調整して、バッチ・スケジュールの処理のパフォーマンスを最大にすることができ

ます。

「Duration Minutes
(est.)」

「Current Est. Stop

「Interrupted
Runs」

「Uninterrupted
Runs」

「Total Runs」

初期と現行の停止時

刻の差

「Start Time (actual)」

「Remaining
Minutes (actual)」

「Estimated Complete」の
パーセンテージ

「Remaining Minutes
(est.)」
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� バッチバッチバッチバッチ・スケジュール・スケジュール・スケジュール・スケジュール・キー・キー・キー・キー・ジョブの・ジョブの・ジョブの・ジョブの「「「「Statistics」タブを表示する方法」タブを表示する方法」タブを表示する方法」タブを表示する方法

1. 「Batch Management Summary」ウィンドウからキー・バッチ・ジョブを選択します。
2. ダブルクリックしてプロパティープロパティープロパティープロパティー・シート・シート・シート・シートを立ち上げます。

3. 「Statistics」タブを選択します。

- または -

1. キー・バッチ・ジョブを右マウス・ボタン・クリックして、ショートカット・メニューを立ち
上げます。

2. 「View」を選択します。
3. サブメニューから「Properties」を選択します。
オブジェクト・プロパティー・シートが表示されます。

4. 「Statistics」タブを選択します。

ジョブをダブル

クリックするか、

ショートカッ

ト・メニューから

「Properties」を
選択します。



Tivoli Business Systems Manager User Guide      139

「Statistics」タブが表示されたキー・バッチ・ジョブ DTOP013 のオブジェクト・プロパティー

「「「「Statistics」」」」
タブ

「「「「Current
Statistics」」」」

「「「「Historical
Statistics」」」」
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バッチバッチバッチバッチ・プロセス・プロセス・プロセス・プロセス・モニター・モニター・モニター・モニター・ウィンドウ・ウィンドウ・ウィンドウ・ウィンドウ

バッチ処理モニター・ウィンドウには、以下のものがあります。

� Batch Management Summary (バッチ管理要約バッチ管理要約バッチ管理要約バッチ管理要約)
� Batch Job Navigator (バッチバッチバッチバッチ・ジョブ・ジョブ・ジョブ・ジョブ・ナビゲーター・ナビゲーター・ナビゲーター・ナビゲーター)
� Batch Schedule History (バッチバッチバッチバッチ・スケジュール・スケジュール・スケジュール・スケジュール・ヒストリー・ヒストリー・ヒストリー・ヒストリー)
� Batch Job History for Batch Schedule (バッチバッチバッチバッチ・スケジュールのバッチ・スケジュールのバッチ・スケジュールのバッチ・スケジュールのバッチ・ジョブ・ジョブ・ジョブ・ジョブ・ヒストリー・ヒストリー・ヒストリー・ヒストリー)

これらのウィンドウを使用することにより、以下の操作を行うことができます。

� バッチ・スケジュールおよびバッチ・スケジュール・ジョブをモニターする。

� エンタープライズ、マシンの集合、ライン・オブ・ビジネス、バッチ・スケジュール・セット、

またはバッチ・スケジュール内のバッチ・スケジュールおよびバッチ・スケジュール・ジョブ

に関する現行情報を表示する。

� エンタープライズ、マシンの集合、ライン・オブ・ビジネス、バッチ・スケジュール・セット、

またはバッチ・スケジュール内のすべてのバッチ・スケジュールおよびジョブに関するヒスト

リー・スケジュール情報を表示する。

� バッチ・スケジュールおよびバッチ・スケジュール・ジョブのための保守機能を実行する。

� バッチ・ジョブ間の先行 / 後続関係を表示する。

ユーザー独自の好みや必要に合わせて、画面をカスタマイズすることができます。列は、昇順で

も降順でもソートすることができます。列の順序は、列見出しをドラッグすることによって再配

置することができます。「File」メニューから「Save Workspace」を選択することにより、Tivoli
Business Systems Manager アプリケーションをオープンするたびに、カスタマイズされたビューが
表示されるようになります。
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____________________________________________________________________________________
注注注注: 特定の情報を表示するために「Refresh」ボタンを使用する代わりに、ソート機能を使用する
と、貴重なシステム時間を節約することができます。たとえば、スケジュール内のすべてのキー・
ジョブを表示するためには、すべてのキー・ジョブをフィルターに掛けることも、単に「Job」列
をソートして、キー・ジョブをリストの先頭に表示させることもできます。
___________________________________________________________________________________

「Shrink」ボタ
ンをクリック

すると、フィル

ター・メカニズ

ムが隠され、よ

り多くのデー

タが表示され

ます。

列見出しを

ドラッグし

て再配置す

ることがで

きます。

列見出しをクリ

ックすると、列を

昇順または降順

でソートするこ

とができます。

ここをクリック

すると、キー、キー、キー、キー、

非キー非キー非キー非キー、または

すべてのすべてのすべてのすべてのジョブ

をフィルターに

掛けることがで

きます。

列境界をクリック・アンド・ドラッ

グすると、列の幅が変更されます。
分割バーを上ま

たは下にドラッ

グすると、ウィン

ドウ・ペインをよ

り多く表示でき

ます。
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「「「「Batch Management Summary (バッチ管理ウィンドウバッチ管理ウィンドウバッチ管理ウィンドウバッチ管理ウィンドウ)」ウィンドウ」ウィンドウ」ウィンドウ」ウィンドウ

「Batch Management Summary」ウィンドウを使用すると、バッチ・スケジュールおよびそのスケ
ジュールに属するバッチ・ジョブを表示することができます。このウィンドウの上半分には、バ

ッチ・スケジュール・セットが表示されます。ウィンドウの上部ペインからバッチ・スケジュー

ル・セットを選択すると、そのセットに含まれるすべてのバッチ・スケジュールが、ウィンドウ

の中央ペインに表示されます。ウィンドウの中央ペインからバッチ・スケジュールを選択すると、

そのスケジュールに含まれるすべてのバッチ・ジョブが、ウィンドウの下部ペインに表示されま

す。キー・ジョブと非キー・ジョブの任意の組み合わせを表示できるように、画面を構成するこ

とができます。キー・ジョブには鍵の形をしたアイコンが付けられ、行全体が強調表示されます

ので、すぐに識別することができます。

非キー・バッチ・ジョブは異常終了しないかぎりモニターされないため、異常終了しなければ、

それらの行にはデータが表示されません。異常終了した場合には、「Stop Time」列にぼかし表示
のテキストでデータが表示され、「 Current State」列に異常終了したことが示されます。異常終
了がクリアされ、ジョブが再始動すると、「Start Time」列には時刻が表示され、「Current State」
列には実行中であることが表示され、「Stop Time」列には、ジョブが完了するまでデータが表示
されません。システムによって異常終了に関する情報が取り込まれるので、後でヒストリー・デ

ータとして検索することができます。

「Batch Management Summary」ウィンドウ内の「Order」列には、スケジューリング・システム
が Tivoli Business Systems Manager にバッチ・ジョブを挿入した順序が数値で表示されます。登録
済みジョブが完了すると、この列に黒丸 (r) が表示されます。
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「「「「Batch Management Summary」」」」ウィンドウ

バッチ・スケジュ

ール

AOSD/TAXD が
選択されていま

す。

黒丸 (●) に
より、ジョブ

が完了した

ことが示さ

れます。

バッチ・スケジュ

ール・セット

AOSD。

バッチ・スケ

ジュール

AOSD/TAXD
内のバッ

チ・ジョブ
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「「「「Batch Management Summary」ウィンドウの表示」ウィンドウの表示」ウィンドウの表示」ウィンドウの表示

���� 「「「「Batch Management Summary」ウィンドウを使用してバッチ」ウィンドウを使用してバッチ」ウィンドウを使用してバッチ」ウィンドウを使用してバッチ・スケジュールを表示する方・スケジュールを表示する方・スケジュールを表示する方・スケジュールを表示する方

法法法法

1. LOB ビューまたはエンタープライズ・アウトライナー・ビューから、表示するバッチ・スケ
ジュール・セットを選択します。

2. 「View」メニューで「Batch Management Summary」を選択します。
3. ウィンドウの中央ペインから、希望するバッチ・スケジュールを選択します。
スケジュール内のすべてのバッチ・ジョブがウィンドウの下部ペインに表示されます。

- または -

1. LOB ビューまたはエンタープライズ・アウトライナー・ビューからバッチ・スケジュール・
セットを選択します。

2. マウスを右クリックして、ショートカット・メニューを立ち上げます。
3. 「View」、「Batch Management Summary」と選択します。
4. ウィンドウの中央ペインからバッチ・スケジュールを選択します。
____________________________________________________________________________________

注注注注: マシンの集合内のすべてのバッチ・スケジュール・セットを表示するには、LOB ビューでマシ
ンの集合アイコンを選択して、上記のステップ 2 ～ 3 に従ってください。
____________________________________________________________________________________
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「「「「Batch Job Navigator (バッチバッチバッチバッチ・ジョブ・ジョブ・ジョブ・ジョブ・ナビゲーター・ナビゲーター・ナビゲーター・ナビゲーター)」ウィンドウ」ウィンドウ」ウィンドウ」ウィンドウ

「Batch Job Navigator」ウィンドウでは、バッチ・スケジュール内の先行ジョブおよび後続ジョ
ブを表示することができます。ジョブが異常終了した場合、異常終了したジョブを突き止めて、

スケジュールのどの部分が失敗したのか、また他のどのジョブが異常終了の影響を受けるのかを

調べることができます。

先行ジョブは、1 つ以上の後続ジョブによる処理のために必要な、基本的なデータ出力を提供しま
す。これらのジョブはリンクされています。後続ジョブは、先行ジョブ (複数の場合もあります) が
正常に完了するまで処理することができません。

____________________________________________________________________________________

注注注注: バッチ・スケジュール内のすべてのジョブについて、正常な処理のために先行または後続ジョ
ブを定義する必要があるわけではありません。
____________________________________________________________________________________

ショートカッ

ト・メニュー

から「View」、
「Batch Job
Navigator」と
選択します。

「Batch
Management
Summary」ウィ
ンドウでジョ

ブを選択しま

す。
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「「「「Batch Job Navigator」」」」ウィンドウがオープンしている「「「「Batch Management Summary」」」」ウィンドウ

「Batch Job Navigator」ウィンドウは「Batch Management Summary」ウィンドウ内でオープンし
ます。「Batch Management Summary」ウィンドウで選択したジョブと同じジョブ名が、「Batch Job
Navigator」ウィンドウのタイトル・バーに表示されます。「Predecessors」列と「Successors」列
にリストされるジョブは、そのジョブの先行ジョブと後続ジョブです。「Batch Job Navigator」
ウィンドウで先行ジョブまたは後続ジョブをダブルクリックすると、そのジョブは「Batch
Management Summary」ウィンドウに表示され、選択済みジョブになります。「Batch Job Navigator」
ウィンドウのタイトル・バーには、新規ジョブ名が表示され、その先行ジョブと後続ジョブがウ

ィンドウに表示されます。

���� 「「「「Batch Job Navigator」ウィンドウを表示する方法」ウィンドウを表示する方法」ウィンドウを表示する方法」ウィンドウを表示する方法

1. 「Batch Management Summary」ウィンドウの下部ペインからバッチ・ジョブを選択します。
2. マウスを右クリックして、ショートカット・メニューを表示させます。
3. 「View」をポイントし、「Batch Job Navigator」をクリックします。
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「「「「Batch Schedule History (バッチバッチバッチバッチ・スケジュール・スケジュール・スケジュール・スケジュール・ヒストリー・ヒストリー・ヒストリー・ヒストリー)」ウィ」ウィ」ウィ」ウィ

ンドウンドウンドウンドウ

「Batch Schedule History」ウィンドウを使用すると、Tivoli Business Systems Manager 画面から直
接にイベントとヒストリー・データを表示することができます。このウィンドウは、表示したい

情報だけをフィルターに掛けるようにカスタマイズすることができます。たとえば、次の図は、

最近 7 日間に停止したバッチ・スケジュールを示しています。

「「「「Batch Schedule History」」」」ウィンドウ

「Time
Range」の
フィルタ

ー

「Alert
State」のフ
ィルター

「Refresh」を
クリックする

と、フィルター

操作の後で画

面が更新され

ます。
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「「「「Batch Schedule History」ウィンドウの表示」ウィンドウの表示」ウィンドウの表示」ウィンドウの表示

���� 「「「「Batch Schedule History」を表示する方法」を表示する方法」を表示する方法」を表示する方法

1. 「Batch Management Summary」ウィンドウから、表示したいバッチ・スケジュールを選択し
ます。

2. 「View」メニューから「Schedule History」を選択します。
「Batch Schedule History」ウィンドウが表示されます。

3. フィルター・メカニズムを使用して「Time Range」、「Alert State」、およびユーザーが選択
したその他の属性を記入します。

4. 「Refresh」ボタンをクリックし、フィルター基準と一致するヒストリー情報を表示します。
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「「「「Batch Job History for Batch Schedule (バッチバッチバッチバッチ・スケジュールのバッ・スケジュールのバッ・スケジュールのバッ・スケジュールのバッ

チチチチ・ジョブ・ジョブ・ジョブ・ジョブ・ヒストリー・ヒストリー・ヒストリー・ヒストリー)」ウィンドウ」ウィンドウ」ウィンドウ」ウィンドウ

「Batch Job History」ウィンドウを使用すると、バッチ・スケジュール・キー・ジョブおよび異常
終了した非キー・ジョブに関するイベントおよびヒストリー・データを表示することができます。

非キー・バッチ・ジョブは異常終了しないかぎりモニターされません。異常終了した場合には、

Source/390 内で一時的に登録されます。これにより、Tivoli Business Systems Manager は、そのジョ
ブの開始および停止時刻を取り込むことができます。ジョブが完了するか、あるいは (アドミニス
トレーターによって設定された) 設定期間が経過すると、そのジョブは未登録になります。そして、
異常終了していたジョブに関する情報がヒストリー・データになります。

「Batch Job History for Batch Schedule」ウィンドウに表示されるキー・ジョブについては、行が強調表示さ
れ、鍵のアイコンが付きます。
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「「「「Batch Job History for Batch Schedule (バッチバッチバッチバッチ・スケジュールのバッチ・スケジュールのバッチ・スケジュールのバッチ・スケジュールのバッチ・ジョブ・ジョブ・ジョブ・ジョブ・・・・

ヒストリーヒストリーヒストリーヒストリー)」ウィンドウの表示」ウィンドウの表示」ウィンドウの表示」ウィンドウの表示

���� 「「「「Batch Job History」ウィンドウを表示する方法」ウィンドウを表示する方法」ウィンドウを表示する方法」ウィンドウを表示する方法

1. 「Batch Management Summary」ウィンドウの下部ペインからバッチ・ジョブを選択します。
2. 「History」ボタンをクリックします。
3. フィルター・メカニズムを使用して、必要な情報を選択します。
4. 「Refresh」ボタンをクリックし、選択したフィルター基準に一致するヒストリー情報を表示
させます。
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バッチバッチバッチバッチ・スケジュールの進行のモニター・スケジュールの進行のモニター・スケジュールの進行のモニター・スケジュールの進行のモニター

バッチ・スケジュールの進行のモニターでは、スケジュール内の保留バッチ・ジョブのモニター

が中心に行われます。保留バッチ・ジョブは、まだ開始されていない、「Current State」が「Pending」
になっているジョブです。保留ジョブを監視すると、実行されようとしているジョブ、およびそ

れらのスケジュール時刻を調べることができます。

���� バッチバッチバッチバッチ・スケジュール内の保留ジョブを表示する方法・スケジュール内の保留ジョブを表示する方法・スケジュール内の保留ジョブを表示する方法・スケジュール内の保留ジョブを表示する方法

1. 「Batch Management Summary」ウィンドウをオープンします。
2. ウィンドウの中央ペインからバッチ・スケジュールを選択します。
3. ウィンドウの下部ペインからフィルター・メカニズムを使用して、「Type」リスト・ボック
スから「All」を選択します。

4. 「Current State」リスト・ボックスから「Pending」を選択します。
5. 「Refresh」ボタンをクリックします。
これにより、現在の状態が保留になっているキー・ジョブと非キー・ジョブの両方が表示され

ます。
ここから

バッチ・ス

ケジュー

ル・セット

を選択し

ます。

ここからバッ

チ・スケジュ

ールを選択し

ます。

「Current State」
リスト・ボック

スから

「Pending」を選
択します。

「Type」リス
ト・ボックスか

ら「All」を選択
します。

ウィンドウの下

部ペインからフ

ィルターを使用

します。
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列のソート列のソート列のソート列のソート

列は昇順または降順でソートされます。「Ctrl」キーを押し下げたままソートしたい列を順番に選
択すると、複数の列をソートすることができます。

���� 複数の列をソートする方法複数の列をソートする方法複数の列をソートする方法複数の列をソートする方法

1. 最初の列見出しをクリックします。
昇順でソートしたい場合には、ソート標識の矢印が上方向を指している必要があります。降順

でソートしたい場合には、列見出しをクリックして、下方向を指すソート標識の矢印を表示し

てください。

2. 2 次ソートを行うためには、「Ctrl」キーを押し下げたまま、次にソートしたい列見出しをク
リックします。これにより、その列がソートされるようになり、その列が 2 番目にソートされ
ることを示す 2 という番号が列見出しに付けられます。3 次ソートを行う場合には、その列に
3 という番号が表示されます (以下同様)。これらの列は、ユーザーが選択した順序に従ってソ
ートされます。

次の図では、2 つの列がソートされています。まず、「Current State」列が降順でソートされまし
た。次に、「Alert State」列が昇順でソートされました。

上向き矢印は、その列が昇順昇順昇順昇順でソ

ートされることを示しています。

下向き矢印は、その列が降順降順降順降順でソー

トされることを示しています。

番号 2 は、これが 2 次ソ
ート列であることを示し

ています。

数字数字数字数字 1 は、これが第は、これが第は、これが第は、これが第 1 ソートソートソートソート

列であることを示していま列であることを示していま列であることを示していま列であることを示していま

す。す。す。す。
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高水準バッチ高水準バッチ高水準バッチ高水準バッチ・スケジュール・スケジュール・スケジュール・スケジュール・セットのモニター・セットのモニター・セットのモニター・セットのモニター

リソースのセットをモニターするときには、多くの場合、複数の異なるレベルの詳細が必要にな

ります。部門、スタッフ・メンバー、または人員ごとに、別々のビューが必要です。これは、多

くの場合、まったく同じリソースをモニターしながらも異なるレベルの詳細を表示するためです。

バッチ・スケジュール・セット、バッチ・スケジュール、および個々のバッチ・ジョブの、3 つの
レベルの詳細でモニターすることができます。多くの組織は、異なるリソースの集まりを最高レ

ベルでモニターする、コマンド・センターがあります。バッチ処理に対して最高レベルでモニタ

ーするには、スケジュール・セットだけをモニターします。Tivoli Business Systems Manager は、伝
搬を制御して、バッチ・ジョブに関する特定の問題または重大な問題だけが、バッチ・スケジュ

ール・セットのレベルまで伝搬するようにします。

���� ユーザーのエンタープライズ内でバッチユーザーのエンタープライズ内でバッチユーザーのエンタープライズ内でバッチユーザーのエンタープライズ内でバッチ・スケジュール・スケジュール・スケジュール・スケジュール・セットの高水準ビューを作成する・セットの高水準ビューを作成する・セットの高水準ビューを作成する・セットの高水準ビューを作成する

方法方法方法方法

1. 「BUSC Container」をオープンして「Enterprise」オブジェクトを選択します。
2. 「Enterprise」オブジェクトを右マウス・ボタン・クリックし、「View」を選択します。
3. 「Batch Management Summary」をクリックします。

「Enterprise」
オブジェクト

を選択しま

す。

「Batch
Management
Summary」を選
択します。
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「Batch Management Summary」ウィンドウがオープンし、ユーザーのエンタープライズで定義さ
れているすべてのバッチ・スケジュール・セットを表示します。

ウィンドウがオープンし、3 つのペインが表示されます。上部のペインにはバッチ・スケジュール・
セットが含まれ、中央のペインにはバッチ・スケジュールが含まれ、下部のペインには実際のバ

ッチ・ジョブが含まれます。

バッチ・スケジュール・セットを含むウィンドウ・フレームの下にある上部ペイン分割バーを、

ウィンドウの下部にドラッグします。これにより、バッチ・スケジュール・セットおよびバッチ・

ジョブのウィンドウ・ペインが隠され、高水準バッチ・スケジュール・セットだけが表示される

ようになります。

4. 希望する最新表示の間隔を選択し、このビューが自動的に更新されるようにします。Tivoli
Systems では、間隔の時間を 10 分から 15 分までの間にすると、通知およびリソース使用率の
両方の観点からバランスがよいことを確認しています。

バッチ・ジョ

ブ

バッチ・スケ

ジュール

バッチ・スケ

ジュール・セ

ット
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5. 「Alert」列をソートして、アラート状態が Red になっているすべてのスケジュール・セット
を表示し、さらにその後に、アラートがそれぞれ Yellow およびGreen になっている、すべて
のスケジュール・セットを表示するようにします。ウィンドウのサイズを変更し、空の列が画

面に表示されないようにします。この画面は高水準ビューにウェルカム画面として追加される

ものです。たとえば、これをコマンド・センターで使用することができます。
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キーキーキーキー・ジョブから非キー・ジョブから非キー・ジョブから非キー・ジョブから非キー・ジョブへの変換・ジョブへの変換・ジョブへの変換・ジョブへの変換

���� キーキーキーキー・ジョブを非キー・ジョブを非キー・ジョブを非キー・ジョブを非キー・ジョブに変換する方法・ジョブに変換する方法・ジョブに変換する方法・ジョブに変換する方法

1. 「Batch Management Summary」ウィンドウからキー・ジョブを選択します。
2. キー・ジョブを右マウス・ボタン・クリックして、ショートカット・メニューを立ち上げます。
3. 「Convert to Non-key job」をクリックします。

_____________________________________________________________________________________

注注注注: 同じ方法を使用して、非キー・ジョブをキー・ジョブに変更することができます。
_____________________________________________________________________________________
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バッチ・スケジュール・ジョブは、以下の属性を備えています。

 属性名属性名属性名属性名 説明説明説明説明

 Name (名前) バッチ・スケジュール・ジョブの名前。(バッチ・スケジュール内で
固有)

Description (説明) バッチ・スケジュール・ジョブのテキスト説明。

Schedule ID (スケジュール
ID)

このジョブが属するバッチ・スケジュールの固有 ID。

Job ID (ジョブ ID) バッチ・ジョブの固有 ID。

Current State (現行状態) バッチ・スケジュール・ジョブの現在の状態。この値は、SetCurrentState
を使用してオペレーターが変更することができます。現在の状態は、

次のいずれかの値になります。

� Running (実行中) - バッチ・ジョブがアクティブで、実行中である
ことを示します。

� Completed (完了) - ジョブが正常に完了したことを示します。

� ABEND (異常終了) - ジョブが異常終了したことを示します。

� Pending (保留) � ジョブが開始を待っていることを示します。

State Change Time (状態変
更時刻)

「Current State (現在の状態)」が最後に変更されたタイム・スタンプ。
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バッチ・スケジュール・キー・ジョブは、上にリストしたバッチ・スケジュール・ジョブのすべ

ての属性を継承します。また、以下の属性も備えています。

属性名属性名属性名属性名 説明説明説明説明

Estimated Stop Time (見積
もり開始時刻)

「Current State (現在の状態)」が「Active」である場合に、このジョブ
について見積もられる完了時刻。

Median Start Time (開始時
刻中央値)

「Total Runs (実行の合計)」をもとに集計したこのジョブの開始時刻
中央値。

Median Stop Time (停止時
刻中央値)

「Total Runs (実行の合計)」をもとに集計したこのジョブの停止時刻
中央値。

Median Duration (継続時間
中央値)

「Total Runs (実行の合計)」をもとに集計したこのジョブの継続時間
中央値。

Total Runs (実行の合計) 監視した実行の回数。実行とは、開始後に正常終了または異常終了し

た実行のことです。

 Total Successful Runs (正常
実行の合計)

正常な実行の回数。正常な実行とは、開始後に正常終了した実行のこ

とです。
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アラートを最小化するためのスケジュールの拡張アラートを最小化するためのスケジュールの拡張アラートを最小化するためのスケジュールの拡張アラートを最小化するためのスケジュールの拡張 (アドミニアドミニアドミニアドミニ

ストレーター専用ストレーター専用ストレーター専用ストレーター専用)

バッチ・スケジュールおよびバッチ・スケジュール・キー・ジョブをモニターして、中断された

実行 (異常終了) およびスケジュール違反を調べることができます。スケジュール違反が生じるの
は、開始または完了時刻、キー・ジョブの実行継続時間、または全体のバッチ・スケジュールが、

予想と異なる場合です。各バッチ・スケジュールまたはバッチ・スケジュール・キー・ジョブに

は、多くのしきい値またはカウンターが割り当てられています。

バッチ・スケジュール内でキー・ジョブの処理が開始すると、Tivoli Business Systems Manager は開
始時刻のしきい値規則をただちに検査します。スケジュールされた時刻よりも前にジョブが開始

した場合、スケジュール違反が例外形式で発生します。Tivoli Business Systems Manager は例外をト
ラップし、しきい値を超えた場合にはアラートを生成します。

次の図で、キー・ジョブ ETODBSMF は、スケジューリング・システム (OPC) により、7:00 P.M. に
開始するように設定されていました。これが、このキー・ジョブの開始規則です。このジョブは、

実際には 6:10 P.M. に開始しました。キー・ジョブの処理が開始するときに、Tivoli Business Systems
Manager はジョブ開始規則と現行時刻を検査します。次の例で、ジョブ ETODBSMF の規則では、
もしももしももしももしもこのジョブが少なくとも 50 分早く開始した場合には場合には場合には場合には「Red / High」例外を生成し、そうでそうでそうでそうで

ない場合にはない場合にはない場合にはない場合には何もしないことになっています。このジョブは 50 分早く開始していますので、「Red
/ High」アラートが適用されています。
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ジョブの早期開始を表す Red アラートをキー・ジョブ ETODBS 上に表示している「Batch Management
Summary」ウィンドウ

次の例で、ジョブ ETODBSMF はスケジュールされた時刻に開始されていますが、処理中に、こ
のジョブに設定されている完了規則しきい値を超えてました。Tivoli Business Systems Manager はそ
れらの規則を適用し、Yellow アラートを生成します。

Tivoli Business
Systems Manager
はジョブ

ETODBSMF 上
にレッド・アラ

ートを生成し

ます。
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現在実行中のジョブ ETODBSMF は、継続時間を 30 分超過し、Yellow アラートを受け取っています。



162     Tivoli Business Systems Manager User Guide

次の表は、バッチ・スケジュールまたはバッチ・スケジュール・キー・ジョブ (あるいはその両方)
で設定できるしきい値の集合の例を示しています。次のバッチ・スケジュールは、見積もり継続

時間は 20 分ですが、長いときには 45 分かかる場合もあることが分かっています。これは通常、
週、月、または四半期の終わりに発生しています。

 タイプタイプタイプタイプ  差分の方向差分の方向差分の方向差分の方向 値値値値 アラートアラートアラートアラート  優先順位優先順位優先順位優先順位
  継続時間  > より大 30 分 Yellow (黄)  High (高)
  継続時間  > より大 60 分 Red (赤)  High (高)
 継続時間  > より大 90 分 Red (赤)  Critical (クリティ
   継続時間  < より小 5 分 Red (赤)  High (高)

_____________________________________________________________________________________
注注注注: 予想された継続時間は完了時刻です。
____________________________________________________________________________________

上の表には、バッチ・スケジュールに関して 4 つのしきい値が作成されていることが示されてい
ます。これらはすべて、タイプが「Duration」になっています。継続時間はスケジュールの最後
のジョブの完了時刻と、そのスケジュールの最初のジョブの開始時刻との差として定義されてい

ます。このバッチ・スケジュールは、通常は  20 分で完了するため、その時間を超える場合には警
告を受けるようにする必要があります。その時間を 10 分超えた場合には最初のしきい値を超過す
ることになり、バッチ・スケジュールには Yellow アラートのタグが付けられます。前に述べたよ
うに、このバッチ・スケジュールは 45 分程度実行が継続することがあるため、バッチ・スケジュ
ールには警告が割り当てられています。このバッチ・スケジュールの実行時間が 60 分を超える場
合には、「Red / High」条件が発生し、2 番目のしきい値を超えたことがユーザーに通知されます。
90 分が経過して優先順位が「High」から「Critical」に上がると、問題は自動調整します。3 番目
のしきい値がこの例を表しています。4 番目のしきい値は、これとは異なります。このしきい値は、
バッチ・スケジュールの完了が早すぎた (5 分後) 場合に「Red / High」条件が発生することを示し
ています。これにより、バッチ・スケジュールの不適切な早期完了に備えることができます。通

常、見積もり継続時間が割り当てられているバッチ・スケジュールがこれほど早く完了するのは、

ジョブのうちのいずれかが異常終了しているためです。Tivoli Business Systems Manager はこの異常
終了を受け取り、バッチ・スケジュールにアラートを送ります。ただし、バッチ・スケジュール

がこれほど早く完了しない場合にも、このバッチ・スケジュール内のジョブによって使用される

データに問題があることがあります。

たとえば、通常は 20,000 のレコードを含むデータ・セットが切り捨てられて、200 のレコードし
か含まれていないことがあります。方向列のより小記号 (<) は、Tivoli Business Systems Manager に
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対し、このカウンターが、見積もり完了時刻よりも早い完了時刻を監視していることを示してい

ます。その他のカウンターは、すべて、見積もり完了時刻よりも遅い完了時刻を監視していて、

方向標識がより大 (>) になっています。
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バッチバッチバッチバッチ・スケジュールおよびキー・スケジュールおよびキー・スケジュールおよびキー・スケジュールおよびキー・ジョブのスケジュール時・ジョブのスケジュール時・ジョブのスケジュール時・ジョブのスケジュール時

刻のオフセット刻のオフセット刻のオフセット刻のオフセット

バッチ・スケジュールおよびキー・ジョブでスケジュールされている時間の調整は、そのスケジ

ュールの通常の処理時間を変更する場合にだけ実行されます。たとえば組織内で、バッチ・スケ

ジュールを遅く開始させて、オンライン処理を通常の日常処理よりも遅くまで使用可能にしてお

きたい場合があります。

これは、バッチ・スケジュールまたはキー・ジョブを選択し (キー・ジョブは複数選択することが
できます)、変更のタイプ、および加算または減算したい時間の長さをスケジュールに対して定義
することによって行うことができます。前に述べたように、バッチ・スケジュールはスケジュー

リング・システムから Tivoli Business Systems Manager にインポートされるため、これにより、こ
の実行についてだけスケジュールの既存設定値が変更されます。

���� バッチバッチバッチバッチ・スケジュールのスケジュール時刻をオ・スケジュールのスケジュール時刻をオ・スケジュールのスケジュール時刻をオ・スケジュールのスケジュール時刻をオフセットする方法フセットする方法フセットする方法フセットする方法

1. 「Batch Management Summary」ウィンドウから、調整したいバッチ・スケジュールを選択し
ます。

2. マウスを右クリックして、ショートカット・メニューを表示させます。
3. 「Offset Scheduled Times」を選択します。
4. ダイアログ・ボックスに変更のタイプ (開始時刻 / 継続時間) および加算または減算したい時間
の長さ (時間 / 分) を記入します。

5. 「OK」をクリックします。
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_

バッチ・スケジュー

ルを右マウス・ボタ

ン・クリックし、シ

ョートカット・メニ

ューから「Offset
Scheduled Time(s)」
を選択します。
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______________________________________________________________________________

注注注注: 同じ方法を使用して、スケジュール内のキー・ジョブのスケジュール時刻をオフセットするこ
ともできます。
____________________________________________________________________________________

���� スケジュール時刻をオフセットするために順不同でリストされている複数のキースケジュール時刻をオフセットするために順不同でリストされている複数のキースケジュール時刻をオフセットするために順不同でリストされている複数のキースケジュール時刻をオフセットするために順不同でリストされている複数のキー・ジョブを・ジョブを・ジョブを・ジョブを

選択する方法選択する方法選択する方法選択する方法

1. 「Batch Management Summary」ウィンドウで、キー・ジョブだけを表示するようにフィルタ
ーに掛けます。

2. 「Control」キーを押して、そのままにします。
3. それぞれのキー・ジョブを選択します。

���� 順番に順番に順番に順番に (最初から最後まですべて最初から最後まですべて最初から最後まですべて最初から最後まですべて) リストされているキーリストされているキーリストされているキーリストされているキー・ジョブを選択する方法・ジョブを選択する方法・ジョブを選択する方法・ジョブを選択する方法

1. 「Batch Management Summary」ウィンドウで、キー・ジョブだけを表示するようにフィルタ
ーに掛けます。

2. 「Shift」キーを押して、そのままにします。
3. リストの最初のジョブを選択し、次に最後のジョブをリストします。(すべてのジョブが選択
されます。)

上 / 下矢印を使用して
時間 / 分を設定します。

変更のタイプ

(「Start Time」また
は「Duration」) を
選択します。
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「Shift」キーを
押したままリス

ト内の連続した

キー・ジョブを

選択します。
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スケジュールされた変更の追跡スケジュールされた変更の追跡スケジュールされた変更の追跡スケジュールされた変更の追跡
スケジュールまたはキー・ジョブの開始時刻または継続時間を変更して前または後にシフトする

と、Tivoli Business Systems Manager はその変更を追跡し、変更を実施したワークステーションおよ
びユーザーを識別します。ユーザーは、特定のオブジェクトのプロパティー・シートの「Current
Messages」グループから、これらの変更の証跡を検索することができます。これにより、バッチ・
スケジュールおよびキー・ジョブに対して行われた変更が、他のユーザーおよびアドミニストレ

ーターに通知されます。

���� バッチバッチバッチバッチ・スケジュールおよびキー・スケジュールおよびキー・スケジュールおよびキー・スケジュールおよびキー・ジョブに対し・ジョブに対し・ジョブに対し・ジョブに対して行われたスケジュール変更を表示する方て行われたスケジュール変更を表示する方て行われたスケジュール変更を表示する方て行われたスケジュール変更を表示する方

法法法法

1. 「Batch Management Summary」ウィンドウからバッチ・スケジュールまたはキー・ジョブを
ダブルクリックして、プロパティー・シートを立ち上げます。

2. 「Current Messages」ウィンドウで証跡を見ることができます。

次の図には、「Current Messages」グループが表示され、見積もり継続時間が 20 分先送りされた
ことが示されています。「Current Exceptions」グループには、調整が行われた理由が示されてい
ます。
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Tivoli Business Systems Manager レポート作成システムレポート作成システムレポート作成システムレポート作成システム

Tivoli Business Systems Manager には、Tivoli Business Systems Manager  レポート作成システムレポート作成システムレポート作成システムレポート作成システムと呼

ばれるレポート作成アプリケーションが含まれています。このアプリケーションを使用すると、

Tivoli Business Systems Manager がシステムから集めたリアルタイムおよび過去の可用性データか
ら、レポートを作成することができます。イベント・データは、定期的に更新された複写データ

ベースに保存されます。暦年で 1 年分以上の期間にわたるデータを保存することができます。こ
のデータベースに対してレポート作成を行い、Tivoli Business Systems Manager のリアルタイム・モ
ニター環境が影響を受けないようにすることができます。このレポート生成アプリケーションに

は、従来の Web ブラウザーからアクセスすることも、階層ツリービューまたはハイパービューか
ら直接にアクセスすることもできます。

Tivoli Business Systems Manager レポート作成システムレポート作成システムレポート作成システムレポート作成システム・インター・インター・インター・インター

フェースフェースフェースフェース
レポート作成システム・インターフェースでは、メイン Web ページ (情報ウィンドウ) とともに、
左の列に Report Template Index が表示されます。索引および情報ウィンドウの上部に Tivoli ロゴ
が表示され、その後に「Default Data Server」標識と「Current Date/Time」標識が表示されます。
これらの 2 つのフレームには、関連するレポート情報が常に含まれています。

Report Template Index には、以下のリンクが含まれています。

� Historical Reporting (ヒストリーヒストリーヒストリーヒストリー・レポート作成・レポート作成・レポート作成・レポート作成)�データベース内にあるすべてのレポート・
テンプレートが含まれます。

� Help & Info (ヘルプおよび情報ヘルプおよび情報ヘルプおよび情報ヘルプおよび情報)� 本書の完全なオンライン版、およびレポート作成システム
の概要が含まれます。

� Menu Administration (メニュー管理メニュー管理メニュー管理メニュー管理) (アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用)� アドミニストレーターが
自分の組織のすべての要素を作成、削除、および変更できるようにします。

� User Administration (ユーザー管理ユーザー管理ユーザー管理ユーザー管理) (アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用アドミニストレーター専用)� アドミニストレーターが
ユーザー管理機能を使用して、組織の動的な要求を満たすためにシステムをカスタマイズでき

るようにします。

� Class Documentation (クラスクラスクラスクラス・ドキュメント・ドキュメント・ドキュメント・ドキュメント)�エンタープライズのシステム、サブシステム、
アプリケーション、およびリソースを、ハイパービューハイパービューハイパービューハイパービュー表示オプション内のオブジェクトと

して表示できるようにします。

� Export Report (エクスポートエクスポートエクスポートエクスポート・レポート・レポート・レポート・レポート)�レポート作成システムが生成したヒストリー・デ
ータを使用して、さまざまなデスクトップ・ツールで分析処理を行えるようにします。レポー

ト作成システムがサポートするファイル・フォーマットの現行リストは、このセクションの後

の部分の『ヒストリー・データによるファイル・フォーマットの生成』に示されています。

追加の目次およびレポート、あるいは会社のイントラネットまたはインターネット・サイトへの

追加リンクを反映するように索引をアップグレードすることができるのは、Tivoli Business Systems
Manager アドミニストレーターだけです。
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次の図は、Report Template Index リンクおよびメイン表示領域を含む Tivoli Business Systems
Manager レポート作成システムを示しています。

Tivoli Business Systems Manager レポート作成システムレポート作成システムレポート作成システムレポート作成システム

情報 Web ページはレポート作成システムのメイン・セクションであり、これを使用することによ
り、Web ベースのインターフェースを介してデータを表示することができます。Report Template
Index からレポートを選択すると、Web ページにフィルター・ボックスが表示されます。これらの
フィルターは、ユーザーが要求した情報だけにターゲットを絞り、検索されるヒストリー・デー

タを制御します。

「Log Out」ハイパーリンクは、レポート作成セッションを終了させるために使用できるセキュリ
ティー機能です。レポート作成セッションからログオフすると、システムに再入するためにはロ

グオンが必要になります。たとえば、支払いとして分類された情報に関するライン・オブ・ビジ

ネスのレポートを表示している場合には、Log Out 機能を使用してレポート・データを保護します。

「Log Out」ハ
イパーリンク

を使用する

と、レポート

表示を保護す

ることができ

ます。

「Tivoli Business
Systems Manager
Reporting System」
のメイン Web ペー
ジ。

Report Template
Index には、シス
テム・ハイパー

リンクおよびそ

れらに対応する

アイコンが表示

されます。
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Tivoli Business Systems Manager レポート作成システム内のレポート作成システム内のレポート作成システム内のレポート作成システム内の

レポートのタイプレポートのタイプレポートのタイプレポートのタイプ

Tivoli Business Systems Manager レポート作成システムレポート作成システムレポート作成システムレポート作成システムは、将来の問題のシナリオを分析、予測、

および回避するために必要なデータを表示するためのレポート・フォームを提供します。システ

ムのどのレポートにも、ユーザーが時間枠を指定する必要があります。これが必要とされる理由

は、データベースに含まれるレコードの数が多いためです (おそらく、1 年分以上のヒストリー・
データが含まれています)。特定の時刻枠を指定することにより、適切な量のレポートが戻され、
待ち時間が短縮され、ネットワーク・トラフィックが最小限に抑制されるようになります。レポ

ート作成システムからは、「標準」および「動的」の 2 つのタイプを選択することができます。

標準レポート標準レポート標準レポート標準レポート
標準レポートは定期的に実行されるもので、システム操作の特定の結果に関する情報を含んでい

ます。これらのレポートは、管理部門の個人またはグループが事前定義する静的なもので、Report
Template Index から選択することによって実行できます。

動的レポート動的レポート動的レポート動的レポート
動的レポートは、事前に提供されたフォームで作成することができます。フォームは名前を指定

して表示され、フォーム自体にその要旨が表示されます。レポートのフィールドには、特定のレ

ポートに必要なすべてのデータが含まれます。フィルター・グループ内のドロップダウン・リス

ト・ボックスには、可能なすべての選択項目がリストされます。すべての情報を記入した後で、

「Submit」をクリックしてレポートを生成してください。
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次の図は、CICS オブジェクトに関するヒストリー・メッセージおよび例外を検討するために使用
できる、動的レポート・タイプを示しています。

Report
Template
Index からレ
ポートのタイ

プを選択しま

す。
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Report Template Index からレポート・タイプを選択してから、前述のフィルター・ボックスにデ
ータを入力し、「Submit」をクリックしてください。レポートが生成され、以下のフォーマット
で表示されます。
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アプリケーションからのアプリケーションからのアプリケーションからのアプリケーションからの Tivoli Business Systems Manager レレレレ
ポート作成システムの直接開始ポート作成システムの直接開始ポート作成システムの直接開始ポート作成システムの直接開始

Tivoli Business Systems Manager Reporting System をアクティブにする方法は 2 通りあります。レポ
ート作成システムをアクティブにするための最初の方法は、実際のアプリケーションのショート

カット・メニューから動的に行うやり方です。この方法によってシステムに入るときには、オブ

ジェクトを右マウス・ボタン・クリックし、「View」をポイントし、「Reporting System」をクリ
ックします。たとえば、この方法を使用してビジネス・オブジェクト・コンテナーからオブジェ

クト・タイプとしてマシンを選択すると、「Physical Object Event Report Selection」フィルター・
ボックスに直接移動します。したがって、ライン・オブ・ビジネスからオブジェクトを選択する

と、「Line of Business Event Report Selection」フィルター・ボックスに移動します。

次の図は、Tivoli Business Systems Manager の「Line of Business: ACC-T」から選択されたオブジェ
クトとしての「Batch Job: 001」を示しています。オブジェクトを右マウス・クリックすると、シ
ョートカット・メニューが表示されます。「View」をポイントして「Reporting System」をクリッ
クしてください。

オブジェクト

を右マウス・

ボタン・クリ

ックすると、

アプリケーシ

ョンから動的

に、レポート

作成システム

をアクティブ

にすることが

できます。
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Tivoli Business Systems Manager Report Selection Filtering
Boxes

ビューおよび選択したオブジェクトに応じて、該当のフィルター・ボックスで、レポート選択の

ための特定の選択基準を選択することができます。次の図は前の図のライン・オブ・ビジネスで

選択された「Batch Job: BATCH001」に対応する「Line of Business Event Report Selection」フィ
ルター・ボックスを表しています。フィルター操作の項目を選択した後で、「Submit」をクリッ
クしてレポートを生成してください。

「Line of Business Event Report Selection」フィルター・ボックス

「Submit」ボ
タンをクリッ

クすると、レ

ポートの結果

を受け取るこ

とができま

す。

フィルター・ボ

ックスを使用し

て特定のレポー

ト基準を選択す

ることができま

す。

ここにオブジェ

クト・タイプ名

が表示されま

す。
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次の図は、Tivoli Business Systems Manager ワークステーションのツリービューから生成された、
「Batch Job: BATCHJOB001」に関するレポートを表しています。Tivoli Business Systems Manager
レポート作成システムレポート作成システムレポート作成システムレポート作成システムは、レポートのナビゲート、検索語の入力、表示ページ・サイズの拡大ま

たは縮小、およびレポートの印刷を行うための、ブラウザー・ページを備えています。

「Batch Job: BATCH001」の「LOB Events」レポート

スクロール・

バーをスライ

ドさせると、

レポート内の

残りの見出し

を見ることが

できます。

「Print」ボタン
を使用すると、

レポート全体

を印刷するこ

とができます。

ドロップダウ

ン・ボックスから

パーセンテージ

を選択すること

により、表示領域

のサイズを拡大

または縮小する

ことができます。
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アプリケーションからのアプリケーションからのアプリケーションからのアプリケーションからの Tivoli Business Systems Manager レレレレ
ポート作成システムの表示ポート作成システムの表示ポート作成システムの表示ポート作成システムの表示

����  Tivoli Business Systems Manager レポート作成システムをツリービューから表示する方法レポート作成システムをツリービューから表示する方法レポート作成システムをツリービューから表示する方法レポート作成システムをツリービューから表示する方法

1. ツリービューからオブジェクト・タイプを選択します。
2. 「View」メニューで「Reporting System」をクリックします。
3. 該当のフィルター・ボックスに基準を入力します。
4. 「Submit」をクリックします。
- または -
1. ツリービューからオブジェクト・タイプを右マウス・ボタン・クリックして、ショートカット・
メニューを使用します。

2. 「View」をポイントし、「Reporting System」をクリックします。
3. 上記のステップ 3 ～ 4 に従います。

� Tivoli Business Systems Manager レポート作成システムをハイパービューから表示する方法レポート作成システムをハイパービューから表示する方法レポート作成システムをハイパービューから表示する方法レポート作成システムをハイパービューから表示する方法

1. ツリービューからオブジェクト・タイプを選択します。
2. 「View」メニューで「HyperView」をクリックします。
3. オブジェクト・タイプを選択し、右マウス・ボタン・クリックして、「Reporting System」を
クリックします。

4. 該当のフィルター・ボックスに基準を入力します。
5. 「Submit」をクリックします。
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Class Documentation (クラスクラスクラスクラス・ドキュメント・ドキュメント・ドキュメント・ドキュメント)
Report Template Index の「Class Documentation」リンクを使用すると、エンタープライズのシス
テム、サブシステム、アプリケーション、およびリソースを、ハイパービューハイパービューハイパービューハイパービュー・オプションのオ

ブジェクトとして表示することができます。ハイパービューハイパービューハイパービューハイパービュー・ウィンドウの左下隅にある表示コ

ントロールを使用すると、オブジェクトおよび必要な情報に合わせてビューをカスタマイズする

ことができます。

レポート作成システムの「Class Documentation」リンクから表示されたハイパービューハイパービューハイパービューハイパービュー・オプション

このビューのオブジェクトをポイントすると、オブジェクト名に赤い輪郭の枠が付けられ、その

名前がポップアップ・ウィンドウに表示されます。上の例では、オブジェクト「MACHINE」を
ダブルクリックして、ドキュメント・フィーチャーのオブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト・スキーマ・スキーマ・スキーマ・スキーマの画面に直接進ん

でいます。

オブジェクトを

ポイントして選

択すると、赤い輪

郭の枠とポップ

アップ名が表示

されます。

「「「「Class
Documentatio
n」」」」リンクによ
りハイパービハイパービハイパービハイパービ

ューューューューにリンク

され、最終的

にドキュメン

ト・フィーチ

ャーのオブジオブジオブジオブジ

ェクトェクトェクトェクト・スキ・スキ・スキ・スキ

ーマーマーマーマの画面に

リンクされま

す。
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次の図は、クラスとしてマシンが選択されたオブジェクト用の「Object Schema (Class Attributes)」
ページを示しています。クラス属性とは、追加情報 (特性) の要素のことです。「Class Attributes」
ページには、選択されたクラスのクラスの名前とアイコン、基本クラスおよび属性が含まれます。
  
Table of Contents ペインから「Classes」を選択すると、リストに表示されている任意のクラスに関
する「Class Attributes」ページを表示することができます。

「Base Class: Business Object」リンクを使用すると、現行クラスの派生元になったクラス、およ
び該当オブジェクトに関するすべての属性を表示することができます。

メニュー・バーのナビゲーション・ボタンを使用してオブジェクト・スキーマ内を移動し、デー

タベースのさまざまな側面を定義することができます。

「Business Object」
リンクを使用する

と、選択されたオ

ブジェクトのすべ

ての属性を表示す

ることができま

す

オブジェクト・ス

キーマのボタンに

より、データベー

スのさまざまな側

面が定義され、ペ

ージのナビゲート

を行うことができ

ます。

TOC の「Classes」
選択項目には、
Tivoli Business
Systems Manager
のクラスが含ま

れています。
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ヒストリーヒストリーヒストリーヒストリー・データによるファイル・データによるファイル・データによるファイル・データによるファイル・フォーマットの生成・フォーマットの生成・フォーマットの生成・フォーマットの生成

Report Template Index の「Export Report」テンプレートを使用すると、Tivoli Business Systems
Manager レポート作成システムレポート作成システムレポート作成システムレポート作成システムで生成したヒストリー・データ・レポートを業界標準のファイル・

フォーマットにエクスポートすることができます。次の図には、レポート作成システムでサポー

トされるファイル・フォーマットの現行リストが示されています。たとえば、Microsoft Word ファ
イル (.doc)、Microsoft Excel ファイル (.xls)、コンマ区切りテキスト、HTML などがサポートされま
す。

「Export Report」テンプレート

「Report Detail
Only」チェック・
ボックスをチェッ

クすると、レポー

トには生データだ

けが表示されま

す。

「Create File」
ボタンをクリ

ックすると、レ

ポート選択の

ためのリンク

が生成されま

す。

このボックス

にユーザーの

レポートのフ

ォーマット選

択項目が表示

されます。
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上記の図は、「Batch Job: BATCH001」の「LOB Events」レポートを示しています。このレポー
トをエクスポートするためには、Report Template Index から「Export Report」をクリックし、フ
ァイル・フォーマットを選択してください。「Save Report as:」ボックスからフォーマット
(HTML .htm) を選択し、「Create File」ボタンをクリックします。「Create File」ボタンをクリッ
クすると、ユーザーが選択したフォーマットに関するリンクが確立されます。「Report Detail Only」
チェック・ボックスにマークを付けると、生成されるレポートに生の詳細データだけが表示され

るようになります。

次の図は、レポートが HTML ファイル・フォーマットで保管されることを示すメッセージが表示
されるメイン Web ページです。「HTML」ハイパーリンクをクリックすると、レポートが表示さ
れます。

Web ページで
「HTML」ハイ
パーリンクをク

リックすると、

レポートがその

フォーマットで

表示されます。
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次の図は、「BATCH001」の HTML ファイル・フォーマットの「LOB Events」レポートを示し
ています。

レポートに関

連するすべて

のデータが

Web ページの
表示領域に表

示されます。
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Web ブラウザーを会したブラウザーを会したブラウザーを会したブラウザーを会した Tivoli Business Systems Manager レレレレ
ポート作成システムへのアクセスポート作成システムへのアクセスポート作成システムへのアクセスポート作成システムへのアクセス

レポート作成システムに入るためのもう 1 つの方法は、Web ブラウザーを介して独立に行う方法
です。レポート作成システムは ActiveX をサポートしているため、ブラウザーとしては Microsoft の
Internet Explorer 4.0 を使用することをお勧めします。ただし、この製品は Netscape Navigator 3.0 以
降でも使用することができます。

次の図は、Web ブラウザーで表示された「LOGIN」ページを示しています。このページで「User
Id」とセキュリティー「Password」を入力することにより、システムにログオンすることができ
ます。レポート作成システムに入ってそのシステムを表示するには、「Validate」をクリックして
ください。

 

「Tivoli Business Systems Manager Reporting System LOGIN」ページ

_____________________________________________________________________________________

注注注注: レポート作成システム用に Web ブラウザーを使用していて、会社のイントラネットからロー
カルでそれをアクティブにしていない場合、正しい URL を入力できるのは Tivoli Manager for
OS/390 アドミニストレーターだけです。
____________________________________________________________________________________

レポート作成

システムに入

るには

「Validate」を
クリックしま

す。

「LOGIN」ボッ
クスで「User Id」
と「Password」
を入力します。

「Address」バ
ー に 適 切 な

URL を入力す
ると、ユーザ

ーが使用して

いるブラウザ

ーから  Tivoli
Business
Systems
Manager レポレポレポレポ
ート作成シスート作成シスート作成シスート作成シス

テムテムテムテムをアクテ

ィブにするこ

と が で き ま

す。
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Report Template Index にはすべての親リンクがリストされ、そのうちのいずれかをクリックする
と、対応するレポートのすべての子リンクが表示されます。組織の規模および複雑さに応じて、

親子関係および後続世代の数はさまざまです。しかし、Report Template Index は、組織のどのよ
うな複雑さまたは詳細さにも対応できるように作られています。

Tivoli Business Systems Manager レポート作成システムレポート作成システムレポート作成システムレポート作成システムのメイン表示領域は、Web ベースのインタ
ーフェースで構成されています。表示される各種のフィルターが、ユーザーが要求した特定のデ

ータだけにターゲットを絞り、検索されるヒストリー・データを制御します。各種の見出しから

選択を行って「Submit」をクリックすると、結果が生成され、ブラウザー表示モードで表示され
ます。

Tivoli Business Systems Manager レポート作成システムレポート作成システムレポート作成システムレポート作成システム

「Report
Template Index」
(左側) でいずれ
かのレポートを

クリックする

と、選択内容に

対応したフィル
ター操作ボックス

がメイン Web ペ
ージに表示されま

す。

メイン Web ページ
からフィルター基

準を使用し、

「Submit」をクリッ
クしてレポートを

作成します。

Report
Template Index
に示された使

用可能なレポ

ートのリスト

からレポート

を選択しま

す。
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次の図は、CICS オブジェクト・タイプに関する MVS メッセージメッセージメッセージメッセージ / 例外レポート例外レポート例外レポート例外レポートを表しています。

Table of Contents
からいずれかの

「CICS Object
Name」をクリック
すると、そのレポー

トが直接に表示さ

れます。
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レポートレポートレポートレポート・テンプレート・テンプレート・テンプレート・テンプレート

次のセクションでは、「Historical Reporting」リンクから利用できる Tivoli Business Systems
Manager レポート作成システムレポート作成システムレポート作成システムレポート作成システムのレポート・テンプレートに関する情報を提供します。以下の表

では、レポート作成に使用される選択基準を説明します。選択基準テーブルを含まないレポート・

テンプレートでは、選択基準が事前定義されていて、ユーザーが Report Template Index からテン
プレートを選択するとレポートが生成されます。

MVS Messages and Exceptions (MVS メッセージおよび例外メッセージおよび例外メッセージおよび例外メッセージおよび例外)

「MVS Messages and Exceptions」テンプレートは、特定の時間枠内に MVS オペレーティング・
システムで実行される、任意の Tivoli Business Systems Manager クラスに関する、コンソール・メ
ッセージおよびパフォーマンス・モニター例外のリストを提供します。このレポートの選択基準

は以下のとおりです。

フィールド選択フィールド選択フィールド選択フィールド選択

基準基準基準基準

説明説明説明説明 複数選択複数選択複数選択複数選択

Complex (マシン
の集合)

希望するオブジェクト (複数の場合もあります)
が入っているマシンの集合。

なし。ただし、「ALL」
選択があります。

OS 希望するオブジェクトを実行するためのオペレ

ーティング・システム。

なし。ただし、「ALL」
選択があります。

Object Type (オブ
ジェクト・タイプ)

オブジェクトのクラス。たとえば、CICS、Batch、
STC、など。

なし。

Object Name (オブ
ジェクト名)

特定のオブジェクトの名前。 部分的な一致および

ワイルドカードの使

用も許されます。

Alert State (アラー
ト状態)

選択されたオブジェクトのアラート状態、Red、
Yellow、または Green。

なし。ただし、「ALL」
選択があります。

Priority (優先順位) オブジェクトの優先順位属性。 なし。ただし、「ALL」
選択があります。

Time Period Option
(時間枠オプショ
ン)

「最後の 15 分間」、「昨日」、「今日」などの
さまざまな「クィック・クリック」時間枠。この

ボックスで選択を行うと、レポートの開始および

終了時刻 / 日付の範囲が設定されます。

N/A
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Beginning
Date/Time (開始日
時)

このレポートの日時範囲の始まりを表す開始日

時。

N/A

Ending Date/Time
(終了日時)

このレポートの日時範囲の終わりを表す終了日

時。

N/A

Event Type (イベ
ント・タイプ)

コンソール・メッセージ、パフォーマンス・モニ

ター例外、またはその両方。

なし。ただし、「ALL」
選択があります。

Detail Search
Pattern (詳細検索
パターン)

イベントのテキスト説明をフィルターに掛ける

ための入力ストリングまたは部分的な入力スト

リングを提供します。「%」文字をワイルドカー
ドとして使用することができます。「Message
Description」フィールドはテンプレートの明示的
なフィールドではありませんが、このフィールド

でワイルドカード検索を行うことができます。す

べての検索で、大文字小文字が区別されます。

N/A
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LOB Events (LOB イベントイベントイベントイベント)

「LOB Events」テンプレートには、定義されたいずれかのライン・オブ・ビジネスのビューを選
択し、その LOB ビュー内のいずれかの、あるいはすべてのオブジェクトに関するメッセージおよ
び例外を含むレポートを作成するための機能が備わっています。このレポートの選択基準は以下

のとおりです。

フィールド選択フィールド選択フィールド選択フィールド選択

基準基準基準基準

説明説明説明説明 複数選択複数選択複数選択複数選択

Alert State (アラー
ト状態)

選択されたオブジェクトのアラート状態、Red、
Yellow、または Green。

なし。ただし、「ALL」
選択があります。

Priority (優先順位) オブジェクトの優先順位属性。 なし。ただし、「ALL」
選択があります。

Time Period Option
(時間枠オプショ
ン)

「最後の 15 分間」、「昨日」、「今日」などのさ
まざまな「クィック・クリック」時間枠。ここで

選択を行うと、レポートの開始および終了時刻 / 日
付の範囲が設定されます。

N/A

Beginning
Date/Time (開始日
時)

このレポートの日時範囲の始まりを表す開始日

時。

N/A

Ending Date/Time
(終了日時)

このレポートの日時範囲の終わりを表す終了日

時。

N/A

Order By (並び替
え)

特定のフィールドによってレポートを並べ替えま

す。

N/A

Detail Search
Pattern (詳細検索
パターン)

イベントのテキストをフィルターに掛けるための

入力ストリングまたは部分的な入力ストリングを

提供します。

N/A

Exclude Child
Objects (子除外オ
ブジェクト)

現在選択されているオブジェクトの子であるオブ

ジェクトで発生したイベントを含みます。

N/A
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LOB Object Summary (LOB オブジェクトの要約オブジェクトの要約オブジェクトの要約オブジェクトの要約)

「LOB Object Summary」テンプレートには、定義されたいずれかのライン・オブ・ビジネスのビ
ューを選択する機能が備わっています。レポートが自動的に作成され、レポートにはそのライン・

オブ・ビジネスのビューおよびそれに対応するクラス内の各オブジェクトが含まれます。このレ

ポートを選択すると、Tivoli Business Systems Manager ワークステーションに似た階層形式でエンタ
ープライズ全体を提示する、2 次ナビゲーション・ツールがオープンします。このビューからライ
ン・オブ・ビジネスのビューを選択すると、レポートが生成されます。

Physical Object Events (物理オブジェクト物理オブジェクト物理オブジェクト物理オブジェクト・イベント・イベント・イベント・イベント)

「Physical Object Events」テンプレートには、ビジネス・オブジェクト・コンテナーから任意のオ
ブジェクトを選択し、なんらかの物理オブジェクト関するイベントを含むレポートを作成するた

めの機能が備わっています。このレポートの選択基準は以下のとおりです。

フィールド選択フィールド選択フィールド選択フィールド選択

基準基準基準基準

説明説明説明説明 複数選択複数選択複数選択複数選択

 Physical Object
(物理オブジェク
ト)

レポートの対象となるオブジェク

ト。オブジェクト選択は BUSC 階層
ツリー・コントロールを介して行わ

れます。

  

なし。

Alert State (アラー
ト状態)

選択されたオブジェクトのアラー

ト状態、Red、Yellow、または Green。
なし。ただし、「ALL」
選択があります。

Priority (優先順位) オブジェクトの優先順位属性。 なし。ただし、「ALL」
選択があります。

Time Period Option
(時間枠オプショ
ン)

「最後の 15 分間」、「昨日」、「今
日」などのさまざまな「クィック・

クリック」時間枠。ここで選択を行

うと、レポートの開始および終了時

刻 / 日付の範囲が設定されます。

N/A

Enter Beginning
Date/Time (開始日
時の入力)

このレポートの日時範囲の始まり

を表す開始日時。

N/A

Enter Ending
Date/Time (終了日
時の入力)

このレポートの日時範囲の終わり

を表す終了日時。

N/A



190     Tivoli Business Systems Manager User Guide

フィールド選択フィールド選択フィールド選択フィールド選択

基準基準基準基準

説明説明説明説明 複数選択複数選択複数選択複数選択

Event Type (イベ
ント・タイプ)

コンソール・メッセージ、パフォー

マンス・モニター例外、またはその

両方。

なし。ただし、「ALL」
選択があります。

Order By (並び替
え)

特定のフィールドによってレポー

トを並べ替えます。

N/A

Detail Search
Pattern (詳細検索
パターン)

イベントのテキストをフィルター

に掛けるための入力ストリングま

たは部分的な入力ストリングを提

供します。

N/A

Exclude Child
Objects (子除外オ
ブジェクト)

現在選択されているオブジェクト

の子であるオブジェクトで発生し

たイベントを含みます。

N/A

Object LOB Impact (オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト LOB インパクトインパクトインパクトインパクト)

「Object LOB Impact」テンプレートには、ビジネス・オブジェクト・コンテナーから任意のオブ
ジェクトを選択し、選択されたオブジェクトが含まれているすべてのライン・オブ・ビジネスの

ビューを表示するレポートを生成するための機能が備わっています。このテンプレートは、「LOB
Object Summary」レポートと同じナビゲーション・ツールを使用します。このレポートは、エン
タープライズ内のいずれかのリソースのビジネス・インパクトを検討する場合に、非常に役立つ

ことがあります。
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Object Class Events (オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト・クラス・クラス・クラス・クラス・イベント・イベント・イベント・イベント)

「Object Class Events」テンプレートは、特定のオブジェクト・クラスを選択して、このクラスの
オブジェクトに影響を与えた特定の日付期間について、すべてのイベントを表示する機能を備え

ています。このレポートの選択基準は以下のとおりです。

フィールド選択フィールド選択フィールド選択フィールド選択

基準基準基準基準

説明説明説明説明 複数選択複数選択複数選択複数選択

Object Type (オブ
ジェクト・タイプ)

オブジェクトのクラス。たとえば、CICS、Batch、
STC、など。

なし。

Alert State (アラー
ト状態)

選択されたオブジェクトのアラート状態、Red、
Yellow、または Green。

なし。ただし、「ALL」
選択があります。

Priority (優先順位) オブジェクトの優先順位属性。 なし。ただし、「ALL」
選択があります。

Time Period Option
(時間枠オプショ
ン)

「最後の 15 分間」、「昨日」、「今日」などのさ
まざまな「クィック・クリック」時間枠。ここで

選択を行うと、レポートの開始および終了時刻 / 日
付の範囲が設定されます。

N/A

Enter Beginning
Date/Time (開始日
時の入力)

このレポートの日時範囲の始まりを表す開始日

時。

N/A

Enter Ending
Date/Time (終了日
時の入力)

このレポートの日時範囲の終わりを表す終了日

時。

N/A

Event Type (イベ
ント・タイプ)

コンソール・メッセージ、パフォーマンス・モニ

ター例外、またはその両方。

なし。ただし、「ALL」
選択があります。

Detail Search
Pattern (詳細検索
パターン)

イベントのテキストをフィルターに掛けるための

入力ストリングまたは部分的な入力ストリングを

提供します。「%」文字をワイルドカードとして使
用することができます。「Message Description」フ
ィールドはテンプレートの明示的なフィールドで

はありませんが、このフィールドでワイルドカー

ド検索を行うことができます。すべての検索で、

大文字小文字が区別されます。

N/A
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CICS Start/Stop Time (CICS 開始開始開始開始 / 停止時刻停止時刻停止時刻停止時刻)

「CICS Start/Stop Time」テンプレートは、ライン・オブ・ビジネスのビューに関するすべての CICS
領域の開始および停止時刻を表示するレポートを作成するための機能を備えています。デフォル

トの LOB ビューは「Serviceability」ですが、「Change LOB」ハイパーテキスト・リンクをクリッ
クしてこれを変更することができます。これにより前述のナビゲーション・ツールがオープンし、

代替 LOB ビューを選択することができます。

Utility Reports (ユーティリティーユーティリティーユーティリティーユーティリティー・レポート・レポート・レポート・レポート) (アドミニストレーターアドミニストレーターアドミニストレーターアドミニストレーター

専用専用専用専用)
「「「「Utility Reports」」」」を使用することにより、アドミニストレーターはデータをもとに Tivoli Business
Systems Manager の状態を迅速に分析することができます。このレポートは、Tivoli Business Systems
Manager のリアルタイム・データベースからデータを検索します。これらのレポートは、アドミニ
ストレーターだけが使用できるように制限し、また、Tivoli Business Systems Manager のピーク使用
期間には実行しないことをお勧めします。その理由は、他のユーザーのパフォーマンスを低下さ

せる可能性が大きいためです。

LOB Alert State Report (LOB アラート状態レポートアラート状態レポートアラート状態レポートアラート状態レポート)

「LOB Alert State Report」テンプレートを使用すると、ライン・オブ・ビジネスのビューを選択
し、そのライン・オブ・ビジネスのビュー内にある任意のアラート状態のすべてのオブジェクト

を表示するレポートを作成することができます。複数のアラート状態を選択することができます。

たとえば、「Line of Business: Serviceability」からは、アラート状態がイエローになっているすべて
のオブジェクトをユーザーに通知するレポートを生成することができます。
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LOB Schedule Violation Exceptions (LOB スケジュール違反例外スケジュール違反例外スケジュール違反例外スケジュール違反例外)

「LOB Schedule Violation Exceptions」テンプレートを使用すると、ライン・オブ・ビジネスのビ
ューを選択し、そのライン・オブ・ビジネスのビュー内にあるすべてのオブジェクトに関するす

べてのスケジュール違反を表示するレポートを作成することができます。選択基準は以下のとお

りです。

フィールド選択フィールド選択フィールド選択フィールド選択

基準基準基準基準

説明説明説明説明 複数選択複数選択複数選択複数選択

Time Period Option
(時間枠オプショ
ン)

「最後の 15 分間」、「昨日」、「今
日」などのさまざまな「クィック・

クリック」時間枠。ここで選択を行

うと、レポートの開始および終了時

刻 / 日付の範囲が設定されます。

N/A

Enter Beginning
Date/Time (開始日
時の入力)

このレポートの日時範囲の始まりを

表す開始日時。

N/A

Enter Ending
Date/Time (終了日
時の入力)

このレポートの日時範囲の終わりを

表す終了日時。

N/A

Alert State (アラー
ト状態)

選択されたオブジェクトのアラート

状態、Red、Yellow、または Green。
なし。ただし、「ALL」
選択があります。

  Priority (優先順
位)

オブジェクトの優先順位属性。 なし。ただし、「ALL」
選択があります。

Current MVS Messages/Exceptions (現行現行現行現行 MVS メッセージメッセージメッセージメッセージ / 例外例外例外例外)

「Current MVS Messages/Exceptions」テンプレートには、MVS オペレーティング・システムのイ
ンスタンスに含まれる任意のクラスに関して、すべてのメッセージおよび例外を含むレポートを

作成するための基準を選択する機能が備わっています。これには、複数のオペレーティング・シ

ステム・オブジェクトが含まれることがあります。このレポートの選択基準は以下のとおりです。

フィールド選択基フィールド選択基フィールド選択基フィールド選択基

準準準準

説明説明説明説明 複数選択複数選択複数選択複数選択

 OS 希望するオブジェクトを実行するた

めのオペレーティング・システム。

なし。ただし、「ALL」
選択があります。
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Object Type (オブジ
ェクト・タイプ)

オブジェクトのクラス。たとえば、

CICS、Batch、STC、など。
なし。

Object Name (オブ
ジェクト名)

特定のオブジェクトの名前。 部分的な一致およびワ

イルドカードの使用も

許されます。

Alert State (アラー
ト状態)

選択されたオブジェクトのアラート

状態、Red、Yellow、または Green。
なし。ただし、「ALL」
選択があります。

Priority (優先順位) オブジェクトの優先順位属性。 なし。ただし、「ALL」
選択があります。

Time Period Option
(時間枠オプショ
ン)

「最後の 15 分間」、「昨日」、「今
日」などのさまざまな「クィック・

クリック」時間。ここで選択を行う

と、レポートの開始および終了時刻 /
日付の範囲が設定されます。

N/A

Enter Beginning
Date/Time (開始日
時の入力)

このレポートの日時範囲の始まりを

表す開始日時。

N/A

Enter Ending
Date/Time (終了日
時の入力)

このレポートの日時範囲の終わりを

表す終了日時。

N/A

Event Type (イベン
ト・タイプ)

コンソール・メッセージ、パフォー

マンス・モニター例外、またはその

両方。

なし。ただし、「ALL」
選択があります。

Detail Search Pattern
(詳細検索パター
ン)

イベントのテキストをフィルターに

掛けるための入力ストリングまたは

部分的な入力ストリングを提供しま

す。「%」文字をワイルドカードと
して使用することができます。

「Message Description」フィールドは
テンプレートの明示的なフィールド

ではありませんが、このフィールド

でワイルドカード検索を行うことが

できます。すべての検索で、大文字

小文字が区別されます。

N/A
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Global LOB AlertState Report (グローバルグローバルグローバルグローバル LOB AlertState レポートレポートレポートレポート)

「Global LOB AlertState Report」テンプレートは、エンタープライズで定義されている、特定の
アラート状態のオブジェクトをすべて示すレポートを生成します。選択基準は「Alert States」だけ
であり、その値は Red、Yellow、または Green です。複数選択が可能です。

重要重要重要重要: このレポートは、Tivoli Business Systems Manager に対して定義されているすべてのオブジェ
クトが関係し、実行コストが極めて高いため、このレポートを生成するのは、緊急時またはオフ

ピーク期間 (あるいはその両方) に限る必要があります。
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付録付録付録付録 A: オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト・タイプおよびアイコン・タイプおよびアイコン・タイプおよびアイコン・タイプおよびアイコン

アイコアイコアイコアイコ

ンンンン

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト 説明説明説明説明

Enterprise (エンタ
ープライズ)

ある組織のすべてのデータ・センターのマシンの集合。このオブジ

ェクトは、Tivoli Business Systems Manager 階層モデルの最上部に位
置している。

Complex (マシンの
集合)

物理的または論理的に関連した定義済みマシンの集合セット。

Machine (マシン) Tivoli Business Systems Manager でモニターすることのできる、定義
済みのコンピューター・ハードウェア。

Logical Partition (論
理区画) (LPAR)

独立した外観と動作を備えたマシンの論理的な部分。�独自の OS で
稼働し、独自のリソースを管理し、独自のアプリケーションを実行

することができる。

Operating System
(オペレーティン
グ・システム) (OS)

コンピューター・ハードウェアとその周辺装置を管理および保守し、

アプリケーションを実行するためのプラットフォームを提供するソ

フトウェア。

Batch (バッチ) ユーザーとの対話なしに実行される、スケジュールされたプログラ

ム。

Batch Job Set (バッ
チ・ジョブ・セット)

スケジュールされていないバッチ・ジョブを表す集合オブジェクト。

Batch Schedule (バ
ッチ・スケジュー

ル)

スケジュール、ストリーム、またはバッチ処理を表します。これは、

同じスケジュールによって実行されるすべてのバッチ・ジョブを収

納するコンテナーです。
Batch Schedule Set
(バッチ・スケジュ
ール・セット)

すべてのバッチ・スケジュールを含む集合オブジェクト。

CICS 顧客情報管理システム (Customer Information Control System)。トラン
ザクションをリモート端末から入力して、ユーザー・アプリケーシ

ョンによって並行して処理することのできる、IBM の主力トランザ
クション処理システム。

IMS 情報管理システム (Information Management System)。IBM の階層デー
タベース・マネージャー。

Started Task (開始
タスク) (STC)

システム・レベルで開始され、通常はシステム・タスクを実行する

ために使用されるアクション。

Transaction (トラン
ザクション)

特定のプロセスまたはジョブの実行を起動する入力データの特定の

セット。アプリケーション・プログラムに送られるメッセージ。
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アイコアイコアイコアイコ

ンンンン

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト 説明説明説明説明

File (ファイル) CICS におけるデータ・セット。

Database (DB)
Connect (データベ
ース接続)

物理的なデータベース接続。

Logical Unit (論理
装置) (LU)

論理装置。ユーザーおよびアプリケーションが SNA ネットワークに
入ることができるようにする、IBM の通信リソース。

DASD 直接アクセス記憶装置 (Direct Access Storage Device)。アクセス時間
がデータの位置と効果的に独立しているデバイス。情報は、前にア

クセスされたデータを参照することなく入力および検索されます。

DASD には、固定ストレージ・デバイスと取り外し可能ストレージ・
デバイスの両方があります。

Tape (テープ) 磁気を感知する記録メディアで覆われた、細いプラスティック製の

帯。

Dataset (データ・セ
ット)

オペレーティング・システムにおいて記憶および検索を行う主要単

位。

DB2 IBM のリレーショナル・データベース管理システム。

IDMS 情報データベース管理システム (Information Database Management
System)。DB2 に類似したリレーショナル・システム。

MQSeries 同一または別のオペレーティング・システム・プラットフォームを

介してアプリケーションが情報を交換できるようにするメッセージ

交換ソフトウェア。

MQ Manager (MQ
マネージャー)

メッセージをキューに書き込んだりキューから取り出したりするた

めのキューイング・サービスをアプリケーションに提供する、シス

テム・プログラム。

MQ Process (MQ プ
ロセス)

MQSeries のキュー・マネージャーで発生したトリガー・イベントに
応答して開始されるアプリケーション。

MQ Channel (MQ
チャネル)

同一または別のプラットフォームでメッセージを送信するための、2
つのキュー・マネージャー間の通信パス。
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アイコアイコアイコアイコ

ンンンン

オブジェクトオブジェクトオブジェクトオブジェクト 説明説明説明説明

MQ Queue (MQ キ
ュー)

MQ マネージャーによって管理されるメッセージを保管するデータ
構造。
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付録付録付録付録 B: オブジェクトの例外オブジェクトの例外オブジェクトの例外オブジェクトの例外

Tivoli Business Systems Manager 生成例外生成例外生成例外生成例外

例外例外例外例外                   カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー                             説明説明説明説明
SCHV                                                                  アクティブ期間中にスケジュール違反が発生したこと

を示します。

UNVF                CICS 領域に送信されたファイルが使用できないこと
を示します。

CICS のののの

例外例外例外例外
AMXP

AMXT

CMXP

CMXT

CPHI

CPLO

DBUP

DBMN

Schedule Violation Exception
(スケジュール違反例外)
                                                  Unavailable File Exception
Exception
 (使用不能ファイル例外)
例外例外例外例外

カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー 説明説明説明説明
Task Control Exceptions
(タスク制御例外)

アクティブなタスクの最大数が n% を超えてい
ることを示します。

Task Control Exceptions
(タスク制御例外)

アクティブなタスクの最大数に達したかあるい

はそれを超えていることを示します。

Task Control Exceptions
(タスク制御例外)

クラスのタスクの最大数が n% を超えているこ
とを示します。

Task Control Exceptions
(タスク制御例外)

システムがクラス n について CMXT に達してい
ることを示します。

MVS (CPU, Virtual, and Real
Storage) Exceptions (MVS
(CPU、仮想記憶域、および
実記憶域) 例外)

CPU 使用率が n % を超えていることを示しま
す。

MVS (CPU, Virtual, and Real
Storage) Exceptions (MVS
(CPU、仮想記憶域、および
実記憶域) 例外)

CPU 使用率が n % 未満であることを示します。

Database Exceptions
(データベース例外)

DB2 に 接続された CICS がシャットダウンされ
ていることを示します。

Database Exceptions
(データベース例外)

DL/I データベース・モニターがアクティブであ
ることを示します。
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例外例外例外例外 カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー 説明説明説明説明
DLCL Database Exceptions

(データベース例外)
DBCTL が非アクティブであることを示します。

DLDB Database Exceptions
(データベース例外)

使用不可能な DMB の数が n を超えていること
を示します。

DLPB Database Exceptions
(データベース例外)

使用不可能な PSB の数が n を超えていることを
示します。

DLTH Database Exceptions
(データベース例外)

DL/I スレッドの使用率が n% を超えていること
を示します。

DMBP Database Exceptions
(データベース例外)

DMB プールの使用率が n % を超えていることを
示します。

DNRS I/O Related Exceptions
(入出力関連の例外)

DASD が応答していないことを示します。

DPRO Omegamon Exceptions
(Omegamon 例外)

CICS ディスパッチ優先順位が Omegamon を超え
たことを示します。

DRDY I/O Related Exceptions
(入出力関連の例外)

DASD 作動可能でなくなったことを示します。

DSAV Storage Control Exceptions
(ストレージ管理例外)

使用可能な DSA ページ数が n 未満であることを
示します。

DSHI Storage Control Exceptions
(ストレージ管理例外)

DSA の使用率が n % を超えていることを示しま
す。

DSIZ Storage Control Exceptions
(ストレージ管理例外)

合計 DSA サイズが n ページ未満であることを示
します。

DSLO Storage Control Exceptions
(ストレージ管理例外)

DSA の使用率が n K を超えていることを示しま
す。

DSTO Storage Control Exceptions
(ストレージ管理例外)

使用可能な DSA ストレージが n K 未満であるこ
とを示します。

DUMP General Exceptions
(一般例外)

CICS がシステム・ダンプを実行していることを
示します。

DXAB Omegamon Exceptions
(Omegamon 例外)

ボトルネック分析タスクが異常終了したことを

示します。
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例外例外例外例外 カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー 説明説明説明説明
ELAP Job Address Space Related

Exceptions (ジョブ・アドレ
ス・スペース関連の例外)

経過時間が長すぎることを示します。

ENQP Database Exceptions
(データベース例外)

エンキュー・プールの使用率が n % を超えてい
ることを示します。

ESAV Storage Control Exceptions
(ストレージ管理例外)

使用可能な EDSA ページ数が n 未満であること
を示します。

ESHI Storage Control Exceptions
(ストレージ管理例外)

EDSA の使用率が n を超えていることを示しま
す。

ESIZ Storage Control Exceptions
(ストレージ管理例外)

合計 EDSA が n ページ未満であることを示しま
す。

ESLO Storage Control Exceptions
(ストレージ管理例外)

EDSA 使用率が n 未満であること
を示します。

ESOS Storage Control Exceptions
(ストレージ管理例外)

EDSA のストレージが不足していることを示し
ます。

ESTO Storage Control Exceptions
(ストレージ管理例外)

使用可能な EDSA ストレージが n K 未満である
ことを示します。

EXPD Omegamon Exceptions
(Omegamon 例外)

Omegamon 製品の有効期限を示します。

INAB Omegamon Exceptions
(Omegamon 例外)

間隔記録コレクターが異常終了したことを示し

ます。

IOHI I/O Related Exceptions
(入出力関連の例外)

入出力速度が毎秒 n を超えていることを示しま
す。

JCJS I/O Related Exceptions
(入出力関連の例外)

ジャーナルが WTOR を待っていることを示しま
す。

LSQA MVS (CPU, Virtual, and Real
Storage) Exceptions (MVS
(CPU、仮想記憶域、および
実記憶域) 例外)

隣接する LSQA が n K 未満であることを示しま
す。

MAXP Task Control Exceptions
(タスク制御例外)

合計のタスクの最大数が n% を超えていること
を示します。



202     Tivoli Business Systems Manager User Guide

例外例外例外例外 カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー 説明説明説明説明
MAXR Global Resource Limit

Exceptions (グローバル・リ
ソース限度例外)

タスク数が CPU 使用量のしきい値を超えている
ことを示します。

MAXT Task Control Exceptions
(タスク制御例外)

タスク数が最大タスク数に達しているか、あるい

は超えていることを示します。

MAXU Job Address Space Related
Exceptions (ジョブ・アドレ
ス・スペース関連の例外)

使用および未使用アドレス・スペースの数がしき

い値を超えているかどうかを示します。

NDMP Global Exceptions
(グローバル例外)

トランザクション・ダンプの数が n を超えたこと
を示します。

OSCH MVS (CPU, Virtual, and Real
Storage) Exceptions (MVS
(CPU、仮想記憶域、および
実記憶域) 例外)

隣接する OSCOR が n K を超えていることを示し
ます。

OSCL MVS (CPU, Virtual, and Real
Storage) Exceptions (MVS
(CPU、仮想記憶域、および
実記憶域) 例外)

隣接する OSCOR が n K 未満であることを示しま
す。

PAGE MVS (CPU, Virtual, and Real
Storage) Exceptions (MVS
(CPU、仮想記憶域、および
実記憶域) 例外)

ページイン速度が毎秒 n を超えていることを示
します。

PCRT Storage Control Exceptions
(ストレージ管理例外)

プログラムの圧縮率が n を超えていることを示
します。

PSCU Job Address Space Related
Exceptions (ジョブ・アドレ
ス・スペース関連の例外)

CPU が使用したステップのパーセンテージを示
します。

RMTH Task Control Exceptions
(タスク制御例外)

使用中のリモート・リンクが n % を超えたか、
あるいはシステムのリモート・スケジューラーが

保留中であることを示します。

RMTT Task Control Exceptions
(タスク制御例外)

リンク待ちの合計が n を超えていることを示し
ます。

SDMP General Exceptions
(一般例外)

システム・ダンプの数が n を超えたことを示しま
す。
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例外例外例外例外 カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー 説明説明説明説明
SRHn VSAM Exceptions

(VSAM 例外)
使用中の LSR プール n ストリングが nn % を超え
ていることを示します。

SRLn VSAM Exceptions
(VSAM 例外)

LSR プール n のルック・アサイド率が nn% 未満
であることを示します。

SRTn VSAM Exceptions
(VSAM 例外)

LSR プール n のストリング待ちが nn を超えてい
ることを示します。

SVSY Storage Control Exceptions
(ストレージ管理例外)

記憶保護違反の回数が n を超えていることを示
します。

SVTR Storage Control Exceptions
(ストレージ管理例外)

端末当たりの記憶保護違反の回数が n を超えて
いることを示します。

SWPC Job Address Space Related
Exceptions (ジョブ・アドレ
ス・スペース関連の例外)

スワップ回数が多すぎることを示します。

TDBU Transient Data Exceptions
(一時データ例外)

使用中の一時データ・バッファーが n % を超え
ていることを示します。

TDBW Transient Data Exceptions
(一時データ例外)

一時データのバッファー待ち合計回数が n を超
えていることを示します。

TDCI Transient Data Exceptions
(一時データ例外)

使用中の一時データ CI が n % を超えていること
を示します。

TDHI Transient Data Exceptions
(一時データ例外)

一時データ・キューがトリガーを超えていること

を示します。

TDQU Transient Data Exceptions
(一時データ例外)

一時データのキューの長さが n を超えているこ
とを示します。

TDSH Transient Data Exceptions
(一時データ例外)

使用中の一時データ・ストリング数が n を超えて
いることを示します。

TDST Transient Data Exceptions
(一時データ例外)

一時データのストリング待ち合計回数が n を超
えていることを示します。

TNRS I/O Related Exceptions
(入出力関連の例外)

テープが応答していないことを示します。

TPDR I/O Related Exceptions
(入出力関連の例外)

テープが作動可能でなくなったことを示します。
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例外例外例外例外 カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー 説明説明説明説明
TSBU Temporary Storage

Exceptions
(一時記憶域例外)

使用中の一時記憶域バッファーが n % を超えて
いることを示します。

TSBW Temporary Storage
Exceptions
(一時記憶域例外)

一時記憶域の現行バッファー待ちが n % を超え
ていることを示します。

TSSH Temporary Storage
Exceptions
(一時記憶域例外)

使用中の一時記憶域ストリングが n % を超えて
いることを示します。

TSST Temporary Storage
Exceptions
(一時記憶域例外)

一時記憶域のストリング待ち合計回数が n を超
えていることを示します。

VTMA I/O Related Exceptions
(入出力関連の例外)

VTAM ACB がオープンしていないことを示しま
す。

WAIT Job Address Space Related
Exceptions (ジョブ・アドレ
ス・スペース関連の例外)

待ち状態の時間が長すぎることを示します。

WSHI MVS (CPU, Virtual, and Real
Storage) Exceptions (MVS
(CPU、仮想記憶域、および
実記憶域) 例外)

実効ページ・セット・サイズが n K を超えている
ことを示します。

WSLO MVS (CPU, Virtual, and Real
Storage) Exceptions (MVS
(CPU、仮想記憶域、および
実記憶域) 例外)

実効ページ・セット・サイズが n K 未満であるこ
とを示します。
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例外例外例外例外 カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー 説明説明説明説明
XJCA Job Address Space

Exceptions (ジョブ・アドレ
ス・スペース例外)

ジョブ ECSA の増加速度が速いことを示します。

XJCB Job Address Space
Exceptions (ジョブ・アドレ
ス・スペース例外)

ジョブ CSA の使用率が高いことを示します。

XJSA Job Address Space
Exceptions (ジョブ・アドレ
ス・スペース例外)

ジョブ ESQA の増加速度が速いことを示します。

XJSB Job Address Space
Exceptions (ジョブ・アドレ
ス・スペース例外)

ジョブ SQA の増加速度が速いことを示します。

XRFA General Exceptions
(一般例外)

XRF システムがアクティブになっていないこと
を示します。

XSOS Storage Control Exceptions
(ストレージ管理例外)

DSA のストレージが不足していることを示しま
す。

XTOD General Exceptions
(一般例外)

CICS クロックが更新されていないことを示しま
す。

XUCA Job Address Space
Exceptions (ジョブ・アドレ
ス・スペース例外)

ジョブ ECSA の使用率が高いことを示します。

XUCB Job Address Space
Exceptions (ジョブ・アドレ
ス・スペース例外)

ジョブ CSA の使用率が高いことを示します。

XUSA Job Address Space
Exceptions (ジョブ・アドレ
ス・スペース例外)

ジョブ ESQA の使用率が高いことを示します。

XUSB Job Address Space
Exceptions (ジョブ・アドレ
ス・スペース例外)

ジョブ SQA の使用率が高いことを示します。

XVCS VSAM Exceptions
(VSAM 例外)

VSAM 分割 / エクステント分析が 5 分ごとに実
行されることを示します。
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DASD およびおよびおよびおよび テープの例外テープの例外テープの例外テープの例外

例外例外例外例外 説明説明説明説明
DNRS DASD が入出力要求に応答していないこ

とを示します。

DRDY DASD 作動可能状態でなくなったことを
示します。

DYPR 動的パス再接続が非アクティブになって

いることを示します。

TNRS 磁気テープ装置が応答していないことを

示します。

TRDY 磁気テープ装置が作動可能でなくなった

ことを示します。

VTOC 切り替えられた索引付き VTOC が非アク
ティブになっていることを示します。
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DB2 の例外の例外の例外の例外

例外例外例外例外 カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー 説明説明説明説明
ARCM Thread Exceptions

(スレッド例外)
スレッドのバックアウト処理が保存テープの取

り付けを待っていることを示します。

ARCV System Exceptions
(システム例外)

アクティブ・ログを保存するためにテープの取り

付けが必要なことを示します。

BMAX System Exceptions
(システム例外)

バッファー・プールが最大サイズに達したことを

示します。

BMTH System Exceptions
(システム例外)

使用中のバッファー・プールのパーセンテージが

しきい値を超えていることを示します。

BXPN System Exceptions
(システム例外)

バッファー・プールが拡張されたことを示しま

す。

CICT CICS Related Exceptions
(CICS 関連の例外)

ジョブ名のための CICS スレッドの使用率が n%
を超えていることを示します。

COMT Thread Exceptions
(スレッド例外)

スレッドに関してコミットするシステム・ページ

更新の率が n を超えていることを示します。

CTHD Thread Exceptions
(スレッド例外)

スレッド作成のためにアプリケーションを待っ

ていることを示します。これは、システムの最大

スレッド限度 (THREAD パラメーター) に達した
ときに発生します。

DDFS System Exceptions
(システム例外)

モニターされている DB2 サブシステムで分散デ
ータベース機能 (DDF) がアクティブになってい
ないことを示します。

DRCV System Exceptions
(システム例外)

DB2 サブシステムの VTAM APPC 受信速度が、
K バイト / 秒単位で表された例外しきい値より
も大きいことを示します。

DWAT Thread Exceptions
(スレッド例外)

分散同盟スレッドが SQL 要求への応答を待って
いる時間が例外しきい値を超えていることを示

します。

EDMU System Exceptions
(システム例外)

環境記述マネージャー (EDM) プール・ページの
使用率が n% を超えていることを示します。
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例外例外例外例外 カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー 説明説明説明説明
ENTO CICS Related Exceptions

(CICS 関連の例外)
プールにオーバーフローした CICS トランザク
ションの数が n% を超えていることを示します。

ENTU CICS Related Exceptions
(CICS 関連の例外)

計画用に使用されている ENTRY スレッドの数
が n% を超えていることを示します。

ENTW CICS Related Exceptions
(CICS 関連の例外)

ENTRY スレッドを待っている CICS トランザク
ションの数が n% を超えていることを示します。

ETIM Thread Exceptions
(スレッド例外)

DB2 スレッドのための経過時間が n 秒を超えて
いることを示します。

GETP Thread Exceptions
(スレッド例外)

入出力読み取りのためのページ獲得要求の比率

が n 未満であることを示します。

GTRC System Exceptions
(システム例外)

DB2 グローバル・トレースがアクティブになっ
ていることを示します。

IDBC Thread Exceptions
(スレッド例外)

スレッド処理のために DB2 によって使用された
CPU 時間が、指定されたしきい値を超えている
ことを示します。

IDBT Thread Exceptions
(スレッド例外)

スレッド処理のために DB2 によって使用された
時間が、指定されたしきい値を超えていることを

示します。

IDBK System Exceptions
(システム例外)

アクティブなバックグラウンド接続の数が n%
を超えたことを示します。

IDFR System Exceptions
(システム例外)

アクティブなフォアグラウンド接続の数が n%
を超えたことを示します。

IDNT System Exceptions
(システム例外)

不明確な状態のスレッドの数が  n を超えている
ことを示します。

IMCN IMS Related Exceptions
(IMS 関連の例外)

IMS 従属領域が DB2 との接続に失敗したことを
示します。

IMND IMS Related Exceptions
(IMS 関連の例外)

IMSID に関して DB2 に定義されている IMS 従属
領域がないことを示します。

INDB Thread Exceptions
(スレッド例外)

スレッドが終了し、不明確な状態になっているこ

とを示します。
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例外例外例外例外 カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー 説明説明説明説明
LKUS Thread Exceptions

(スレッド例外)
単一のユーザーが保持できる最大ページ固定の

n% をスレッドが超えたことを示します。

LOGN System Exceptions
(システム例外)

使用可能な 1 次アクティブ・ログの数が n 以下
であることを示します。

MCNV System Exceptions
(システム例外)

リモート /VT ログモードの組み合わせに使用さ
れているのパーセンテージが例外しきい値を超

えていることを示します。リモート・ロケーショ

ンの VTAM ログモードが表示されます。

MDBT System Exceptions
(システム例外)

データベース・アクセス・スレッド (MAXDBAT)
の最大数のパーセンテージが例外しきい値を超

えていることを示します。

MDBW System Exceptions
(システム例外)

スレッド限度 (MAXDBAT) に達したことによる
スレッド待ちの数が例外しきい値を超えている

ことを示します。

MSGE System Exceptions
(システム例外)

最後にシステム例外メッセージが表示された後

で生成された、ユーザー指定の DB2 および IRLM
メッセージを表示します。

PGUP Thread Exceptions
(スレッド例外)

秒当たりのスレッド・ページ更新要求の数が n を
超えていることを示します。

POLU CICS Related Exceptions
(CICS 関連の例外)

アクティブな CICS POOL の数が n を超えたこと
を示します。

POLW CICS Related Exceptions
(CICS 関連の例外)

POOL スレッドを待っている CICS トランザクシ
ョンの数が n を超えていることを示します。

PREF Thread Exceptions
(スレッド例外)

分散同盟スレッドが SQL 要求への応答を待って
いる時間が例外しきい値を超えていることを示

します。

RCPU Thread Exceptions
(スレッド例外)

リモート DB2 で分散同盟スレッドによって使用
されている CPU が例外しきい値を超えているこ
とを示します。

RELM Thread Exceptions
(スレッド例外)

有効なリソース限度 (CPU 秒) の率が指定された
しきい値よりも大きいことを示します。

RIO Thread Exceptions
(スレッド例外)

スレッドのための秒当たりの同期読み取り入出

力数が n を超えていることを示します。
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例外例外例外例外 カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー 説明説明説明説明
SUSL System Exceptions

(システム例外)
ロック競合により継続できないスレッドの数が

n を超えていることを示します。

TCPU Thread Exceptions
(スレッド例外)

DB2 接続スレッドのあるアドレス・スペースの
ために使用されている CPU が n% を超えている
ことを示します。

THDQ System Exceptions
(システム例外)

DB2 スレッドを待っているユーザーの数が n を
超えていることを示します。

TMAX System Exceptions
(システム例外)

現行スレッドの数が n% を超えていることを示
します。

TRCV Thread Exceptions
(スレッド例外)

リモート DB2 によって受け取られたデータのバ
イト数が例外しきい値を超えていることを示し

ます。

TSND Thread Exceptions
(スレッド例外)

リモート DB2 に送信されたデータのバイト数が
例外しきい値を超えていることを示します。

UTIS System Exceptions
(システム例外)

ユーティリティーが開始されていて、その実行が

完了していないことを示します。

VDIO System Exceptions
(システム例外)

ボリュームの DB2 入出力速度が n を超えている
ことを示します。

VEDR System Exceptions
(システム例外)

データ・セット当たりのボリューム・エクステン

ト

 率が n を超えていることを示します。

VSRV System Exceptions
(システム例外)

ボリュームのサービス時間が n アクティブ・ログ
を超えていることを示します。

VTIO System Exceptions
(システム例外)

ボリュームの合計入出力速度が n を超えている
ことを示します。

VUTL System Exceptions
(システム例外)

ボリュームの使用率が n% を超えていることを
示します。

WDLK Thread Exceptions
(スレッド例外)

ドレーン・ロックでの待ち時間がしきい値を超え

ていることを示します。

WLCM Thread Exceptions
(スレッド例外)

請求元のドレーンでの待ち時間が例外しきい値

を超えていることを示します。
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例外例外例外例外 カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー 説明説明説明説明
WLGQ Thread Exceptions

(スレッド例外)
保存ログ・モード (QUIESE) での待ち時間が例外
しきい値を超えていることを示します。

WSRV Thread Exceptions
(スレッド例外)

DB2 サービスでの待ち時間が例外しきい値を超
えていることを示します。

WTRE Thread Exceptions
(スレッド例外)

DB2 スレッドがリソースを待っている時間が、
指定されたしきい値よりも長くなっていること

を示します。

DB 接続の例外接続の例外接続の例外接続の例外

例外例外例外例外 説明説明説明説明
DBON CICS が DB2 に接続されていないことを

示します。

ファイルの例外ファイルの例外ファイルの例外ファイルの例外

例外例外例外例外 説明説明説明説明
STIO 入出力当たりのストリング待ちが n% を

超えていることを示します。

STRU 使用中のストリングが nn % を超えてい
ることを示します。

STRW ストリング待ちの合計が n を超えている
ことを示します。

VCAS データ CA 分割が n を超えていることを
示します。

VCIS データ CI 分割が n を超えていることを示
します。

VINX 索引 CA/CI 分割の新規エクステントを示
します。

VMEX 新規データ・エクステントが n を超えて
いることを示します。
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開始タスクの例外開始タスクの例外開始タスクの例外開始タスクの例外

例外例外例外例外 説明説明説明説明
ABND ジョブが異常終了していることを示しま

す。

ELAP 経過時間が長すぎることを示します。

PSCU CPU が使用したステップのパーセンテー
ジを示します。

SWPC スワップ回数が多すぎることを示しま

す。

WAIT 待ち状態の時間が長すぎることを示しま

す。

WSHI 実効ページ・セット・サイズが n K を超
えていることを示します。

XJCA ジョブ ECSA の増加速度が速いことを示しま
す。

XJCB ジョブ CSA の使用率が高いことを示します。

XJSA ジョブ ESQA の増加速度が速いことを示しま
す。

XJSB ジョブ SQA の増加速度が速いことを示しま
す。

XUCA ジョブ ECSA の使用率が高いことを示しま
す。

XUCB ジョブ CSA の使用率が高いことを示します。

XUSA ジョブ ESQA の使用率が高いことを示しま
す。

XUSB ジョブ SQA の使用率が高いことを示します。

XMTA 未着タスク分析を表しています (テーブ
ルを表示および設定するには、MTA コマ
ンドを使用してください)。
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オペレーティングオペレーティングオペレーティングオペレーティング・システム・システム・システム・システム (OS) の例外の例外の例外の例外

例外例外例外例外 カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー 説明説明説明説明
ASER Auxiliary Storage

Exceptions (補助記憶装置
の例外)

すべてのページ・データ・セットでのエラーを表

します。

ASMI Paging Related Exceptions
(ページング関連の例外)

ASM 入出力カウントが大きいことを示します。

FXFR Storage Exceptions
(ストレージの例外)

固定フレームが多すぎることを示します。

MAXU Storage Exceptions
(ストレージの例外)

使用および未使用アドレス・スペースの数がしき

い値を超えているかどうかを示します。

NVSC Paging Related Exceptions
(ページング関連の例外)

使用されている非 VIO スロットが多すぎることを示し
ます。

PAER Paging Related Exceptions
(ページング関連の例外)

すべてのページ・データ・セットでのエラーを表

します。

PAIO Paging Related Exceptions
(ページング関連の例外)

ページ・データ・セットへの入出力時間が長すぎ

ることを示します。

PAOD Paging Related Exceptions
(ページング関連の例外)

ページング・ボリュームにオープン状態のデー

タ・セットがあることを示します。

PATM Paging Related Exceptions
(ページング関連の例外)

ページ・データ・セットへの平均入出力時間が長

いことを示します。

PDNO Auxiliary Storage
Exceptions
(補助記憶装置の例外)

ページ・データ・セットが操作可能になっていな

いことを示します。

PERA System Software Exceptions
(システム・ソフトウェア
の例外)

このジョブに関して PER がアクティブになって
いることを示します。

PERS System Software Exceptions
(システム・ソフトウェア
の例外)

システムに関して PER がアクティブになってい
ることを示します。
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例外例外例外例外 カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー 説明説明説明説明
SDNO Auxiliary Storage

Exceptions (補助記憶装置
の例外)

スワップ・データ・セットが操作可能になってい

ないことを示します。

SLOG System Software Exceptions
(システム・ソフトウェア
の例外)

SYSLOG が記録を行っていないことを示します。

SLOT Paging Related Exceptions
(ページング関連の例外)

使用可能なスロットの数が n に満たないことを
示します。

SSRT Paging Related Exceptions
(ページング関連の例外)

スワップ・セットの応答時間が長すぎることを示

します。

SWER Auxiliary Storage
Exceptions (補助記憶装置
の例外)

スワップ・データ・セットでのエラーを表します。

TSOR Address Space Related
Exceptions(アドレス・スペ
ース関連の例外)

現行期間の TSO 応答時間が長すぎることを示し
ます。(TRSP セッション・オプションを参照。)

VISC Paging Related Exceptions
(ページング関連の例外)

使用されている VIO スロットが多すぎることを
示します。

WSLO Address Space Related
Exceptions (アドレス・スペ
ース関連の例外)

実効ページ・セット・サイズが n K 未満であるこ
とを示します。

WTOR System Software Exceptions
(システム・ソフトウェアの
例外)

使用可能な WTOR バッファーの数が n に満たな
いことを示します。

XACP SRM Related Exceptions
(SRM 関連の例外)

平均 CPU 使用率が n % を超えていることを示し
ます。

XCHN Hardware Related Exceptions
(ハードウェア関連の例外)

未着チャネル・パス分析を表します。モニターへ

のチャネル・パスを設定するには、CHNM を使
用します。

XCON System Software Exceptions
(システム・ソフトウェアの
例外)

使用可能な WTO バッファーの数が n に満たな
いことを示します。

XCPU Hardware Related Exceptions
(ハードウェア関連の例外)

未着 CPU 分析を表します。モニターへのチャネ
ル・パスを設定するには、CPUM を使用します。
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例外例外例外例外 カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー 説明説明説明説明
XCSA Common Storage Exceptions

(共通ストレージ関連の例
外)

CSA の使用率が高いことを示します。

XDDR System Software Exceptions
(システム・ソフトウェアの
例外)

DDR スワップが進行中であることを示します。

XDOM SRM Related Exceptions
(SRM 関連の例外)

SRM ドメインが過負荷になっていることを示し
ます。

XDPR SRM Related Exceptions
(SRM 関連の例外)

要求時ページング速度が毎秒 n ページを超えた
ことを示します。

XECS Common Storage Exceptions
(共通ストレージ関連の例
外)

ECSA の使用率が高いことを示します。

XESM Storage Exceptions
(ストレージの例外)

オンラインで取り付けられている拡張ストレー

ジが少ないことを示します。

XGTF System Software Exceptions
(システム・ソフトウェアの
例外)

GTF がアクティブになっていることを示しま
す。

XGRS System Software Exceptions
(システム・ソフトウェアの
例外)

GRS リングが中断していることを示します。

XMCA System Software Exceptions
(システム・ソフトウェアの
例外)

モニター呼び出しがアクティブになっているこ

とを示します。

XMEM Hardware Related Exceptions
(ハードウェア関連の例外)

現在オンラインになっている実メモリーが n K
に満たないことを示します。

XMPP SRM Related Exceptions
(SRM 関連の例外)

ページ当たりのミリ秒値がミリ秒単位で超過し

たことを示します。

XMTA Address Space Related
Exceptions (アドレス・スペ
ース関連の例外)

未着タスク分析を表しています (テーブルを表
示および設定するには、MTA コマンドを使用し
てください)。

XOLT System Software Exceptions
(システム・ソフトウェアの
例外)

OLTEP がアクティブになっていることを示しま
す。
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例外例外例外例外 カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー 説明説明説明説明
XPRT SRM Related Exceptions

(SRM 関連の例外)
ページ不在速度が毎秒 n ページを超えたことを
示します。

XREP System Software Exceptions
(システム・ソフトウェアの
例外)

WTOR 応答が未解決になっていることを示しま
す。

XRMF System Software Exceptions
(システム・ソフトウェアの
例外)

RMF モニターが記録を行っていないことを示し
ます。

XSCA Common Storage Exceptions
(共通ストレージ関連の例
外)

ESCA システムの増加速度が速いことを示しま
す。

XSCB Common Storage Exceptions
(共通ストレージ関連の例
外)

CSA システムの増加速度が速いことを示しま
す。

XSFR Storage Exceptions
(ストレージの例外)

拡張ストレージのアドレス・スペースが過度に使

用されていることを示します。

XSMA Paging Related Exceptions
(ページング関連の例外)

拡張ストレージのマイグレーション経過日数が

少ないことを示します。

XSMF System Software Exceptions
(システム・ソフトウェアの
例外)

SMF データ・セットが使用不可能であることを
示します。

XSMR Paging Related Exceptions
(ページング関連の例外)

拡張ストレージのページ移動が多いことを示し

ます。

XSPM Paging Related Exceptions
(ページング関連の例外)

拡張ストレージのページ移動が多いことを示し

ます。

XSQA Common Storage Exceptions
(共通ストレージ関連の例
外)

SQA のオーバーフローが多いことを示します。

XSRM SRM Related Exceptions
(SRM 関連の例外)

SRM MPL 調整分析例外を表します。

XSSA Common Storage Exceptions
(共通ストレージ関連の例
外)

ESQA システムの増加速度が速いことを示しま
す。
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例外例外例外例外 カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー 説明説明説明説明
XSSB Common Storage Exceptions

(共通ストレージ関連の例
外)

SQA システムの増加速度が速いことを示しま
す。

XUIC Storage Exceptions
(ストレージの例外)

実記憶への要求が高いことを示します

(低 UIC)。
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トランザクションの例外トランザクションの例外トランザクションの例外トランザクションの例外

例外例外例外例外 カテゴリーカテゴリーカテゴリーカテゴリー 説明説明説明説明
DB21 Database Exceptions

(データベース例外)
トランザクションのために要求されるスレッド

の数が n を超えたことを示します。

DB22 Database Exceptions
(データベース例外)

トランザクションのためのスレッド要求の数が

n% を超えたことを示します。

DB2A Database Exceptions
(データベース例外)

トランザクションに関する打ち切りの数が n %
を超えたことを示します。

DB2M Database Exceptions
(データベース例外)

トランザクションのためのアクティブ・スレッド

の数が n を超えたことを示します。

DB2T Database Exceptions
(データベース例外)

トランザクションのために使用されているスレ

ッドの数が n% を超えたことを示します。

DB2W Database Exceptions
(データベース例外)

トランザクション待ちの数が n% を超えたこと
を示します。

GRSP Omegamon Exceptions
(Omegamon 例外)

トランザクション、プログラム、端末、または LU
応答の数が n.n 秒を超えていることを示します。

SVTK Storage Control Exceptions
(ストレージ管理例外)

タスク当たりの記憶保護違反の回数が n を超え
ていることを示します。
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付録付録付録付録 C: 各オブジェクト各オブジェクト各オブジェクト各オブジェクト・タイプの現行状態および本来ある・タイプの現行状態および本来ある・タイプの現行状態および本来ある・タイプの現行状態および本来ある

べき状態べき状態べき状態べき状態

Class (クラスクラスクラスクラス) Current State (現在の状現在の状現在の状現在の状

態態態態) / Desired States (本来本来本来本来
あるべき状態あるべき状態あるべき状態あるべき状態)

Enterprise (エンタープライズ) Active (アクティブ)、
Inactive (非アクティブ)

Complex (マシンの集合) Active (アクティブ)、
Inactive (非アクティブ)、
Coming Up (起動中)、
Coming Down (停止中)

Machine (マシン) Active (アクティブ)、
Inactive (非アクティブ)、

LPAR Active (アクティブ)、
Inactive (非アクティブ)、

Operating System  (オペレーテ
ィング・システム) (OS)

Active (アクティブ)、
Inactive (非アクティブ)、

DASD Offline (オフライン)、
Online (オンライン)、
Boxed (囲み)

DSName (データ・セット名) Allocated (割り振り済
み)、
Unallocated (未割り振
り)、
Enqueued (待機状態)、
Archived (保存状態)、
Missing (未着)

CICS Active (アクティブ)、
Inactive (非アクティブ)、
Starting (開始中)、
Stopping (停止中)、
Abended (異常終了)

Database Connection (データベ
ース接続)

Connected (接続済み)、
Not connected (未接続)
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Class (クラスクラスクラスクラス) Current State (現在の状現在の状現在の状現在の状

態態態態) / Desired States (本来本来本来本来
あるべき状態あるべき状態あるべき状態あるべき状態)

Transaction (トランザクショ
ン)

Enabled (使用可能)、
Disabled (使用不可)

Batch Job (バッチ・ジョブ) Active (アクティブ)、
Inactive (非アクティブ)、
Starting (開始中)、
Stopping (停止中)、
Abended (異常終了)
Completed (完了)
Pending (保留)
Running (実行中)
Undefined (未定義)
Unknown (不明)

Started Task (開始タスク)
(STC)

Active (アクティブ)、
Inactive (非アクティブ)、
Starting (開始中)、
Stopping (停止中)、
Abended (異常終了)

File (ファイル) Allocated /Open (割り振
り / オープン)
Allocated /Closed (割り振
り / クローズ)
Unallocated (未割り振り)

LU Active (アクティブ)、
Inactive (非アクティブ)、
Pending Active (保留アク
ティブ)、
Pending Inactive (保留非
アクティブ)、
ACT/S
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付録付録付録付録 D: 用語集用語集用語集用語集

集合オブジェクト (Aggregate Object)
個別オブジェクトのコレクションを表すために使用されるオブジ

ェクト。たとえば、マシンの集合にはマシン、DASD、およびそ
の他のオブジェクトのコレクションが含まれます。

アラート (Alerts) 例外またはイベントのオブジェクトについて設定された限度を

超えたときに発生する。イエローとレッドの 2 つのタイプがある。
イエローは警告条件を表し、レッドはクリティカルな問題を表す。

属性 (Attributes) オブジェクトのダイアログ・ボックス。「Attributes」タブには、
そのオブジェクトに関連するすべての基本情報が含まれている。

オート・ディスカバリー (Autodiscovery)
Tivoli Business Systems Manager が未知のオブジェクトを「listen」
するために使用するディスカバリーの方法。「ディスカバリー

(Discovery)」、「再ディスカバリー (Rediscovery)」も参照。

バッチ・ジョブ (Batch Jobs) ユーザー対話なしに実行され、独自のアドレス・スペースを使用

してバックグラウンドで稼働し、データ・セットその他のリソー

スを割り振る、スケジュールされたプログラム。特定の機能を実

施し、また特定の時刻の間に実行される。

子イベント (Child Events) オブジェクトの子から発生するイベント。オブジェクト詳細プロ

パティー・シートの「Child Event」タブに表示される。

子オブジェクト (Child Object) 別のオブジェクト (親オブジェクト) に含まれるオブジェクト、あ
るいは、階層ツリー内で、あるオブジェクトの下にあるオブジェ

クト。

CICS 状況要約 (CICS Status Summary)
CICS 領域のコレクションをリスト形式で提示するウィンドウ。各
領域ごとにファイル可用性に関する要約データをまとめる。

CICS 顧客情報管理システム (Customer Information Control System)。IBM
の主力トランザクション処理システム。
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マシンの集合 (Complex) オブジェクト・タイプの 1 つで、マシンのコレクションを表す。
「マシン (Machine)」も参照。

現行状態 (Current State) あるオブジェクトが現時点で使用可能であるであるであるであるかどうかを表す。

DASD 直接アクセス記憶装置 (Direct Access Storage Device)。ディスク・
パック。

データ・セット (Dataset) オペレーティング・システムにおいてデータ記憶および検索を行

う主要単位。

DB 接続 (DB Connect)               物理的なデータベース接続。

DB2 DataBase 2。IBM 製のリレーショナル・データベース管理システ
ム。

本来あるべき状態 (Desired State)
オブジェクトが現時点であるべきあるべきあるべきあるべき状態。

ディスカバリー (Discovery) エンタープライズ内のオブジェクトを検索したり、移動したモニ

ター対象オブジェクトの新規位置を検索したりするために、Tivoli
Business Systems Manager が使用する方式。「再ディスカバリー
(Rediscovery)」、「オート・ディスカバリー (Autodiscovery)」も参
照。

ドキュメンテーション (Documentation)
動的メニューまたはレポート作成システムからオブジェクト・ク

ラスに関するオブジェクト定義情報を表示するためのメカニズム。

エンタープライズ・アウトライナー (Enterprise Outliner) 
エンタープライズの物理表現。アウトライナーは、現在モニター

されているすべてのオブジェクトを提示する。「ライン・オブ・

ビジネスのビュー (Line of Business View)」も参照。

エンタープライズ (Enterprise) ある組織のデータ・センターのマシンの集合。このオブジェクト
は、Tivoli Business Systems Manager 階層モデルの最上部にある。

イベント (Event) 特定の時刻に発生する事象であって、その事象に関する情報を含

むデータを生成させるもの。

例外 (Exceptions) Tivoli Business Systems Manager が使用するパフォーマンス・モニ
ターのしきい値を超えたときに生成されるイベント。

ファイル (File) CICS におけるデータ・セット。「データ・セット (Dataset)」も参
照。
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フィルター (Filter) エンタープライズ・アウトライナー、ライン・オブ・ビジネス、

またはその他のビューで表示するオブジェクトのタイプをユーザ

ーが指定できるようにする、Tivoli Business Systems Manager のツ
ール。

ハイパービュー (HyperView) 大量のオブジェクトを一度に見ることのできる、長円形のビュー。

IDMS 情報データベース管理システム (Informational Database
Management System)。DB2 に類似したリレーショナル・システム。

IMS 情報管理システム (Information Management System)。DB2 に類似
したリレーショナル・システム。

ライン・オブ・ビジネスのビュー (Line of Business View) 
ユーザーまたはユーザーのグループがモニターする対象になるオ

ブジェクトであって、コレクションとしてまとめて、表示するこ

とができるもの。「エンタープライズ・アウトライナー (Enterprise
Outliner)」も参照。

LPAR 論理区画 (Logical Partition)。独立した外観と動作を備えていて、
固有のオペレーティング・システムを実行することのできる、マ

シンの論理的な部分。固有のリソースを管理し、固有のアプリケ

ーションを実行することができる。

LU 論理装置 (Logical Unit)。ユーザーおよびアプリケーションが SNA
ネットワークに入ることができるようにする、IBM の通信リソー
ス。

マシン (Machine) 単一の物理コンテナーに収容された CPU のコンピューター・コ
レクションを表す。

ノート (Note) イエローまたはレッド・アラートの原因となる問題の所有権を引

き受ける媒介手段であり、ユーザー間でオブジェクトの問題、お

よびソリューションに関する通信を行うために使用される。

OS オペレーティング・システム (Operating System)。コンピュータ
ー・ハードウェアとその周辺装置を管理および保守するソフトウ

ェア。アプリケーションを実行するためのプラットフォームを提

供する。

所有権 (Ownership) イエローまたはレッドのいずれのタグが付いているかを問わず、

アラート条件が発生した場合の問題を受け入れる契約。ノートの

タイプとして使用されることもある。
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優先順位 (Priorities) ユーザーが選択したイベントまたはオブジェクトに割り当てられ

る値のセットであって、そのイベントまたはオブジェクトの相対

的な重要度を表すもの。

伝搬 (Propagation) Tivoli Business Systems Manager 内の、また LOB オブジェクトまで
の、階層ツリー・ビューを上方向に移動するアラートのエスカレ

ーション。

プロパティー (Properties) 各オブジェクトに関連した一連のページ。プロパティー・シート

の中には、イベント、例外、属性、状態などを含むものもある。

ユーザーはこれらのページを使用して、特定のオブジェクトのし

きい値、スケジュールなどを設定することができる。

プロパティー・シート (Property Sheet)
タブ付きページとして提示されるプロパティーのグループ。

再ディスカバリー (Rediscovery) Tivoli Business Systems Manager が既知のオブジェクトを探し、そ
れが移動している場合に再配置するために使用する、ディスカバ

リー (Discovery) の方式。「ディスカバリー (Discovery)」、「オー
ト・ディスカバリー (Autodiscovery)」も参照。

登録済み (Registered) モニター対象となり、名前とタイプを持ち、Tivoli Business Systems
Manager リポジトリーに入っている、Tivoli Business Systems
Manager における定義済みオブジェクト。

登録 (Registration) モニターする目的でオブジェクトを Tivoli Business Systems
Manager システムに対して定義するプロセス。

レポート作成システム 将来の問題のシナリオを分析、予測、および回避するために必要

なデータを表示するためのレポート・フォームを提供する。この

アプリケーションを使用すると、Tivoli Business Systems Manager に
よって集められたリアルタイムおよび過去の可用性データから、

レポートを作成することができる。

失効 (Stale) 所属する CICS 領域が停止して再始動した後で更新されていない
ファイルの状態。

STC 開始タスク (Started Task)。開始タスク・マネージャー (Started Task
Manager) によって実行が開始されるプログラム。

トランザクション (Transaction) 実行するプログラムを指定するためにユーザーが開始する、4 文
字のコード。ユーザーがトランザクションを開始すると、CICS は、特定のトランザクションに関
連したアプリケーションを探し、それをストレージにロードしてタスクを開始する。
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索引索引索引索引
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Batch Management Summary の表示 : 144
Batch Schedule History
表示 : 148

Batch Job History for Batch Schedule : 149
Batch Job Navigator : 145
Batch Management Summary : 142
Batch Schedule History : 147
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Child Events : 90
Child Events ダイアログ : 89

Child Events タブタブタブタブ : Child Events ダイアログを参ダイアログを参ダイアログを参ダイアログを参
照照照照

CICS / File Status : 119
CICS、Status Summary ウィンドウ : 118

Copy : 16
Current State と Desired State : 88
Current Exceptions リスト : 93

Current Messages リスト : 93

Current State : 88, 116
Cut : 16

ＤＤＤＤ

Desired State : 88, 116

ＥＥＥＥ

Enumerations : 58
Exception タブ : Exceptions ダイアログを参照
Exceptions : 89
Exceptions ダイアログ : 89

ＦＦＦＦ

File Status ウィンドウのオープン : 108

File Status ウィンドウ : 106

File メニュー : 33, 44

Functions : 72

ＨＨＨＨ

Help ボタン : 31

ＬＬＬＬ

LOB フォルダー・アイコン : 44

ＭＭＭＭ

MVS : 6
MVS : 199, 201, 202, 204
MVS、TSO : 214

ＯＯＯＯ

Ownership ノートのオープン : 98

Ownership ノートのクローズ : 98

Ownership ノート : 96

ＲＲＲＲ

Rules : 71

ＴＴＴＴ

Tivoli Business Systems Manager
レポート作成システム : 169

開始 : 174

表示 : 177

Tivoli Business Systems Manager レポート作成シス
テム

ファイル・フォーマットの生成 : 180

レポート・テンプレート : 186

Tivoli Business Systems Manager 文書について : 4

Tivoli Business Systems Manager、概要 : 6

Tivoli Business Systems Manager、基本タスク : 11

Tivoli Business Systems Manager、終了 : 36

Tivoli Business Systems Manager : 4, 23, 32
Tivoli Business Systems Manager オブジェクト :

116
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Tivoli Business Systems Manager、ワークステーシ
ョン : 4, 6, 7, 12, 14

ＷＷＷＷ

What�s This? : ヘルプ、コンテキストに依存した
Windows NT : 14

ああああ

アウトライナー : エンタープライズ・アウトラ

イナーを参照
アドミニストレーター、Tivoli Business Systems

Manager : 11, 12, 47, 114
アラート、原因 XE アラート : 91

アラート、原因の判別 : 91

アラート、所有権の引き受け : 96

アラート通知 : 89

アラートの伝搬 : 82

イベント : 89

イベント、可用性 : 89

イベント、状態変更 : 89

イベントおよびオブジェクト・タイプ : 92

イベント優先順位 : 89

ウィンドウ、カスケード : 35

ウィンドウ、縦にタイル : 35

ウィンドウ、ペイン : 34

ウィンドウ、横にタイル : 35

ウィンドウの分割 : 34

エンタープライズ・アウトライナー : 7, 8, 37,

45, 47, 48

エンタープライズ・アウトライナー、ナビゲート :

37

オブジェクト : 4, 7, 8, 12, 13, 37, 40, 42, 47

オブジェクト、削除 : 47

オブジェクト、名前変更 : 51

オブジェクト・スキーマ

Attribute Pages : 70
Attributes : 61
Children : 68
Events : 65
Links : 66
Methods : 63
Parents : 67
States : 69
インターフェース : 55

リンク・ボタン : 61

オブジェクト・スキーマ TOC
Classes : 57

オブジェクト・タイプ : 85

オブジェクト記述 : 85

オブジェクト詳細 : 82

オブジェクト属性の検査 : 84

オブジェクトの挿入 : 45

オブジェクトの登録 : 45

オブジェクト優先順位オブジェクト優先順位オブジェクト優先順位オブジェクト優先順位 : 85

親子関係 : 9

かかかか

開始、Tivoli Business Systems Manager : 14
開始、Tivoli Business Systems Manager レポート作
成システム

Web ブラウザー : 183

可用性モニター : 10

関連性 : 45

キー・ジョブ

Terminating Priority の設定 : 132

開始優先順位の設定 : 130

キー・ジョブ、バッチ・スケジュールにおける

割り当て : 129

キーボード・コマンド : 22

疑問符 : コンテキストに依存したヘルプ

クリティカル・アラート : 91

警告アラート : 91

検索

ヘルプ : 29

子イベント、許容度 : 89

子オブジェクト・イベント : 94

子オブジェクト・イベントの伝搬 : 94

コピー : 13

コマンド、選択 : 21

コマンド、マウスを使用した選択 : 22

コマンド、メニューからの選択 : 22

コンソール・メッセージ : 89

コンテキストに依存したヘルプ : 30

ささささ

索引、ヘルプ : 29

削除、エンタープライズ・アウトライナーからの

オブジェクトの : 47

削除、オブジェクトの : 47

作成、ライン・オブ・ビジネス : 12

集合オブジェクト : 82

集合例外テーブル : 例外テーブル を参照
状態、Active : 88
状態、Inactive : 88
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状態変更 : 93

ショートカット・キー : 24

所有権タグ : 98

ステータス・バー : 18

ステータス・バーの隠蔽 : 18

ステータス・バーの表示 : 18

ステータス・バーの読み取り : 18

挿入、オブジェクトの : 45

たたたた

ダイアログ・ボックスの使用 : 25

タグ付け : 10, 89

タブ付きダイアログ : 82

ツールバー : 16

ツールバー、標準 : 16

ツールバー・ボタンの使用 : 21

ツールバーの移動およびサイズ変更 : 17

ツールバーの隠蔽 : 16

ツールバーの表示 : 16

伝搬 : 82

登録オブジェクト : 7

ドキュメンテーション

Tivoli Business Systems Manager からの表示 : 52

終了 : 73

ドキュメント : 52

なななな

ナビゲート、エンタープライズ・アウトライナー :

37

ナビゲート、ライン・オブ・ビジネスのビュー :

37

名前変更、オブジェクトの : 51

ノート : 96

ノート、Informational : 96, 99
ノート、Ownership : 96
ノート、Problem : 96, 99

ノートの作成ノートの作成ノートの作成ノートの作成 : 99

はははは

ハイパービュー : 74

Class Documentation : 178
インターフェース : 76

検索 : 79

パスワード : 14

バッチ・オブジェクト・タイプ : 123

バッチ・キー・ジョブ : 127

バッチ・ジョブ : 120

定義 : 120

バッチ・スケジュール : 123

モニター : 151

バッチ・スケジュール・キー・ジョブ

Statistics タブ : 136

バッチ・スケジュール・セット : 123

モニター : 153

バッチ・プロセス・モニター・ウィンドウ : 140

バッチ処理のモニター : 120

バッチ非キー・ジョブ : 128

パフォーマンス・モニター : 6

ビジネス・インパクト : 80

ビュー、LOB : 12, 40, 42, 44
ビュー、階層ツリー : 7

ビュー、最小化 : 35

ビュー、ブランチの展開 : 37

ビュー、ライン・オブ・ビジネス : 12, 13

ビュー・メニュー : 18

表記規則 : 5

ファイル、オートディスカバリー : 117

ファイル、削除ファイル、削除ファイル、削除ファイル、削除 : 110

ファイル、失効した : 117

ファイル、詳細ウィンドウ : 113

ファイル、挿入ファイル、挿入ファイル、挿入ファイル、挿入 : 108

ファイル、登録、未登録 : 110

ファイル、名前変更 : 109

ファイル、ノートの挿入ファイル、ノートの挿入ファイル、ノートの挿入ファイル、ノートの挿入 : 109

ファイル、ノートの表示 : 109

ファイル、表示 : 111

ファイル、マーク付け、マーク除去 : 111

ファイル、優先順位 : 110

ファイル・メニュー : 16, 39

ファイル可用性モニター : 105

ファイルの操作 : 108

フィルター : 42

物理モデル : エンタープライズ・アウトライナ

ーを参照
文書、アドミニストレーション・ガイド : 4

文書、オンライン・ヘルプ : 4

文書、タイプ : 4

文書、ユーザー・ガイド : 4

ヘルプ、How To : 29
ヘルプ、キーボード・コマンド : 28
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